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だから僕は、Ｈができない。８


死神と美菜





橘　ぱん
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富士見ファンタジア文庫
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　あれくるうマット










「な、何よっ、この格好ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」


　四角いプロレスリングに、一級死しに神がみリサラ・レストールの悲鳴が木こ霊だました。


　リサラの薄うすい胸と引き締しまった腹はブリッジの様に高々と天てん井じように突つき出していて、頭部は喉のどを反らせて下に向かっている。おかげで長く赤い髪かみが、リングのマットに垂れ落ちてしまっている。


　もっともその白く長い手脚あしはマットには触ふれていなかった。


　リサラの下に潜もぐり込んだ八はつ奇き衆しゆうの一人《プリティモンスター》こと女子プロレス同好会会長鬼おに崎ざきによって、両手両脚をがっちりとホールドされて、強制的に天井に向けて体を浮うかせられているのだ。


　そう、プロレス技わざでいうところのロメロスペシャルってやつだ。


　もちろん絡からめ取られているせいで、リサラの両脚は大きく割り開かれている。つまり、


（えっ、Ｍ字開かい脚きやくってやつだ[image: ]）


　加か賀が良りよう介すけは正面から見み据すえつつ感かん涙るいにむせび泣いた。


　実はレフェリー役の良介は、リサラが鬼崎のロメロスペシャルの餌え食じきとなった瞬しゆん間かん、すかさず股こ間かん側に滑すべり込んだのだ。


　そう──リサラの開脚された股間が、衆目に晒さらされるのがなんか腹立ったのだ！


　が、滑り込んでみると……すんごいんです。目の前に広がった脚の間があるんです。


　そもそもなんで正面から見据える形で滑り込んだんだろう？　とか一瞬思ったものの、これが男の本能だってことで、良介は感涙にむせび泣いた。


（くぅぅぅ、プロレスの衣い装しようってレオタードみたいでいいなぁと思ってたけど、こうやって……こうやって見ると、実にいいっ！　しかも食い込み気味のレオタードの端はしから伸のびる太もも内側の一筋のライン──薄はつ筋きんって最高だなぁ）


　うんうんと頷うなずきながら、じっくりと良介は見入ってしまう。だって仕方が無い。大きく開いた女の子の股間を合法的に間近で眺ながめられるなんて、女子プロレスのレフェリーでもやらないとないはずだ。


「ちょ、ちょっと良介、どこにいるのよ！」


　リサラがひっくり返ったままで頭を左右に動かして、良介を探した。位置的に良介のポジションは完全に視界外なのだ。


「レフェリーとしての仕事を──」


　とにかくリサラが叫さけんだ時だ。


『これは完かん璧ぺきに極きまっていますねっ、乱らん橋ばし先生』


　なんでか司会をやっている福ふく宗むねイリアの声が、学園祭特設ホールに響ひびいた。そう、今日は学園祭当日なのだ。そして、リサラは鬼崎の願いによって女子プロレス同好会主しゆ催さい大会のファイナルマッチに挑いどんでいた。


『ロメロスペシャルは鬼崎有ゆ希きの必殺技、フィニッシュホールドですからぁ。これを外すのは至難の業わざですよぉ』


　同好会顧こ問もんで良介達のクラスの担任でもある乱橋が、ビール片手に解説する。誰だれがどう見ても小学生にしか見えないが、これでも三み十そ路じ手前の大人なのだ。


『それに下手に抵てい抗こうすると恥はずかし固がために移行しちゃいますしねぇ』


『乱橋先生、恥ずかし固めってなんですか？』


『ええと、相手の股関節を思いっきり広げるんですよぉ。ほら、そうすると女の子の大事な所が、みんなにクパァってお披ひ露ろ目めになっちゃうんで、恥ずかしすぎて恥ずかし固めっていうんですよぉ。まぁもっとも、ヒールの技なんでベビーフェイスの鬼崎さんは滅めつ多たにやりませ──』


　乱橋の答えを全部聞く前に、イリアがマイク片手に机の上に足をのせると、その巨きよ乳にゆうを揺ゆらしながら身を乗り出して叫ぶ。


『いいぞぉぉぉっ、鬼崎───っ。やちゃってぇぇぇっ、リサラの脚をもっともっと開いて、クパァァァァッァァしちゃってよ──────！』


　イリアの絶ぜつ叫きように、観客（主に男子生徒）が一いつ斉せいに立ち上がり「恥ずかし固め」を連呼し始める。


「ちょ、ちょ、ちょっとぉぉぉぉぉ！」


　リサラが悲鳴を上げる。


『ふふっ、うふふふふふっ、リサラ！　恥ち辱じよくに塗まみれるがいいのよぉ！　てか、そこにレフェリー、邪じや魔まよっ、邪魔！』


　イリアの言葉にも良介は微び動どうだにしない。


　だって！


（ふっ、この股間は俺だけのものだ！　絶対に他の誰にも見せてやらねぇぇ！）


　股間間近に頭を置き、腕うでを組む。


「って、ええとでも、俺は何かを忘れていないか？」


「あのねっ、聞きなさいよっ。この私にっ[image: ]」


　リサラが鬼崎に吊つり上げられながらもがく。すると、腰こしが前後左右に揺れる。


「え……ええと……あっ、ああ」


　良介は合が点てんがいったと軽く頷く。そしてリサラの耳元、には行かずに彼女の股間と太ももを凝ぎよう視ししながら、ようやく口にした。


「いやぁ、脚を開いたまま腰が揺れてるのって……なんというか、この、堪たまらなくセクシーだよな。あ、そうそうギブアップするか？」


　良介がそう感想を漏もらした瞬間、リサラの絶叫が学園祭特設ホールに響き渡わたったのだった。


「ギブッ、ギブア─────────プ！」





　　　　※　　　※　　　※





　カチャリとドアノブが回る音がして、選手控ひかえ室に繫つながる扉とびらが開いた。


「まったく……」


　制服に着き替がえホカホカと湯気をまとったリサラが、ぶつぶつと文句を言いながら入って来た。控え室奥に設置された簡易シャワー室で、試合の汗あせを流してきた直後なのだ。


「ホント、ひどい目に遭あったわ」


　荒あらい口調とは打って変わって、バスタオルで丁てい寧ねいにその長い赤髪を拭ふきながら、リサラがパイプ椅い子すに座って、鏡台にあるドライヤーを手に取った。


「死神界の名門レストール家の跡あと取とりである私が、なんであんな恥ずかしい目に遭わないといけないのよ、ああもうっ」


「仕方ないだろ。鬼崎先せん輩ぱいの魂たましいからの願望が、女装じゃない、本当の女の子と学園祭で女子プロレスを披ひ露ろうすることだったんだからさ」


　リサラをなだめつつ、良介の目はどうしてもそのうなじに向かってしまう。女の子が、濡ぬれた髪の毛をドライヤーで乾かわかす、しかもチラチラと白いうなじを見せる姿は、とてもセクシーなのだ。普ふ段だんは見せないプライベートをのぞき見しているような感じがして、良介は勝手にドキドキしてしまう。


「はぁぁ、分かってるわよ。特異者の中の特異者《イレギュラー》候補である八奇衆の中で、まだ調べ終わってないのは乱橋先生と鬼崎先輩だけだものね」


「ああ、そうだ。玉たま野の先輩は当然として、五十嵐いがらし先輩も外れだったからな。杉すぎ浦うら先輩の正体はガルダーブロウグの野や郎ろうだったし、俺は端はなから除外らしいし、となればあの抜ぬけた乱橋先生じゃなくて、鬼崎先輩が最さい右う翼よくだったってわけだ」


　ちなみに桃もも園ぞの学園が誇ほこる奇き人じん変人である八奇衆は、二人欠員のために六人しかいない。


「だから分かってるわよ。ええ、対象者が本当に心の底から望んでいることを叶かなえる、その瞬間にしか特異者の霊れい力りよく調査は出来ないんでしょ。そして鬼崎先輩の望みが、女子プロレスだった。それは分かってるわよ。分かっているからこそ、あのレオタードみたいな衣装を着て、みんなの前でプロレスなんて慣れないことまでしたんだから」


　鏡に映るリサラの顔が苦にが虫むしを嚙かみつぶしたようで、良介は慌あわててフォローを入れた。


「いやでも、伊だ達てに死神学校で戦せん闘とう訓練してないよな。あの鬼崎先輩相手に、途と中ちゆうまでいい試合してたじゃないか」


「どこがよ。そりゃ、人間の女の子に比べたら私は強いし運動神経もあるけど、いいように遊ばれただけよ」


「いやでも、技を受けるのも大変だしさ」


「……女子プロ団体にも顔を出してる玄人くろうとってのは本当だったわ」


　リサラが自じ嘲ちよう気味に笑う。


「もうね、技を掛かけられてもほとんど痛くないのよ。最後のロメロスペシャル？　あれなんて、恥ずかしいだけで痛みなんてこれっぽっちもなかったわ」


「そ、そうなんだ」


「ええそうよ。人様、それも男子ばっかりの観客に恥ずかしい思いしただけで、痛くなんてこれっぽっちもなかったわよ！　しかもっ！」


　リサラの口調がどんどんヒートアップしていく。


「外れよっ、外れっ。鬼崎先輩は特異者でも《イレギュラー》でもなんでもなかったのよっ。ねぇっ、あれだけ恥ずかしい思いをしてどういうことよ！」


　キッと良介に振ふり返って、今にも嚙みついて来そうな勢いで睨にらんでくる。


「いや、その、俺にそう言われてもさ……」


「良介に言わないで、誰に言えばいいのよ！」


「まったく、リサラお姉様は良介さんに甘えすぎですわ」


　リサラの従い姉と妹こで妹分のキュール・ゼリアが、やれやれと首を振りながら控え室に入って来た。その真後ろには、良介の幼おさな馴な染じみでバスト九十二センチを誇る大おお倉くら美み菜なが続いていて、うんうんとキュールの言葉に頷いている。


「うん、今のは八つ当たりだよね」


「ま、要するに骨折り損のくたびれもうけだったってことですわね。ご苦労様です、お姉様[image: ]」


　キュールが制服のスカートの両りよう端はしを指先で摘つまんで広げると、慇いん懃ぎん無礼に頭を下げた。


「……なによ、わざわざそれを言いに来たわけ？」


　リサラが睨むと、美菜が顔の前で両手を振って否定する。


「差し入れを持ってきたの。リサラ、頑がん張ばって喉が渇かわいたでしょ？」


　ペットボトルが入っているビニール袋ぶくろを美菜が持ち上げると、リサラがすぐに微び笑しようを浮かべた。


「キュールと違ちがって、美菜が冷やかしなんて性格悪いことするなんて思ってないわよ。ありがと」


「……性格悪いって、酷ひどい言いがかりですわ」


　むすっと唇くちびるを尖とがらせたキュールに、リサラがペットボトルを受け取りながらニヤリと笑う。


「あらあら、自覚がないなんてかわいそうね」


「キュールがせっかく写真撮さつ影えい禁止を守って、お姉様の痴ち態たいを記録しなかったっていうのに酷い言い様ですわ」


「いや、ルールを守るのは当然だと思うぞ……」


　良介はそう言いながら、観客席を思い起こした。女子プロレス姿のマッチョな同好会所属の男子生徒達が写真撮影をしようとする不届き者を摘てき発はつしていた、あの地じ獄ごく絵図を。


「まあでも、お姉様の脚の広げっぷりったらありませんでしたわねぇ」


　キュールが、リサラにニヤニヤとした笑え顔がおを向ける。


「[image: ][image: ]……」


　自分の開かい脚きやくシーンを思い出してしまいがっくりと項うな垂だれ、リサラが呻うめく。そんなリサラに、美菜が慌ててフォローを入れた。


「あ、でもでも、鬼崎先輩がリサラの股こ関かん節せつは柔やわらかいって感心してたよ？」


「……みんなの前でより開脚しちゃったってことじゃない。嬉うれしくもなんともないわよ、それ」


「あ……ええと、そ、そっか」


　リサラは「はぁ～」と重いため息を吐つくだけで、頭を上げようとはしない。その姿に良介は苦笑しながら、ポンポンと頭を軽く叩たたいた。


「何よ、良介……」


　少しだけ頭を上げて、ジト目でリサラが良介を見上げる。そのしょげた顔に良介は優やさしさを込こめた視線を送った。


「安心しな、リサラ。お前の股間はこの俺が、男子生徒達の視線からしっかりと守ってやったぞ」


　良介はドンッと親指で自分の胸を突ついて、フッと微笑ほほえんだ。


「え、そうなの？」


「ああっ」


　自信たっぷりに良介は頷うなずく。


「でもどうやって……あ、もしかして私が技わざを極きめられた時に居なかったのは、身を挺ていして開脚を背中で隠かくしてくれていたんだ……」


　リサラがジーンと感動を瞳ひとみに浮うかべて、良介を見つめる。その感動に、良介はしっかりと答えた。


「いいや、顔でだ」


「……顔？」


　小首を傾かしげるリサラ。


「おう。俺の顔で、お前の股間をしっかりとガードしてやったってわけだ」


「………………顔って、良介の顔よね」


　十数秒じっくりと考えた後で、リサラが言った。


「なるほどね。どうりで、なんだか生温かい風を感じたと思ったわ」


「ああ、それはきっと俺の鼻息だな。いやぁ、落ち着いて観察するつもりだったんだけど、大興奮しちゃってさ」


「ふっふっふっ」


　リサラが低い低い笑い声を上げたと思った瞬しゆん間かん、良介の視界がいきなり闇やみに包まれる。そして顔面に走る、万力に挟はさまれたような痛み！


「いでででででっ、アイアンクローは禁止っ。頭部への攻こう撃げきは学生には危険過ぎるぞ！」


　ギリギリとリサラの右手が良介の頭部を摑つかんで締しめ上げてくる。


「良介……私を男の子達の視線から守ってくれて、本当にありがとう。とても感謝しているわ」


　ギリギリ。


「こ、言葉と行動が一いつ致ちしてないぞっ！」


　ギリギリ。


「お礼に、落ち着いて何でも観察出来るように……その余計にエッチな心を吸い取ってあげるわ！」


　ギリギリギリギリギリリリリリ！


「の、のぉぉぉぉぉぉっ」


「お姉様、ストップ、ストップ!!」




[image: ]


　良介の耳に、キュールが慌ててリサラを止めに入ったのが聞こえる。


「どきなさい、キュール！」


「落ち着いて、リサラっ。良介くんの霊力は有限になっちゃってるんだから、そんなに吸い取っちゃダメだよ！」


　今度は美菜がリサラに訴うつたえる。


「美菜っ、放しなさい！」


　どうやら必死に美菜がしがみついているらしい。


「良介はね、この、この私の……あ、脚あしの間に、鼻息を掛けたのよっ。しかもあんなに脚を広げられた状態でっ！」


　その言葉に、良介は閃ひらめくものがあった。だって思いっきり両側に脚を広げていれば、必然的に中心は左右に引っ張られるわけで……。


「あ、もしかして少し……中に？」


「………………良介ぇぇぇぇぇぇぇぇ」


　それはもう絶ぜつ叫きようだ。


「お、落ち着けリサラっ。平気だ、問題ない！」


「どこが問題ないのよ！」


「おうっ、息じゃ破れない！」


　その瞬間、良介の顔面を摑んでいたリサラの手が離れた。


　…………。


　…………。


　…………。


　なぜか一気に控ひかえ室が静せい寂じやくに包まれた。あと、なぜか気温が下がったような。


「キュール、美菜、まだ私を止めるの？」


　リサラの言葉に、キュールが同情の余地無しと頷く。美菜は顔を少し赤くしながら、ただただ深いため息を吐くだけだ。


　おかしい、誰だれもフォローがいない。


「というわけで、良介。覚かく悟ごを決めてね」


「ま、待て、落ち着け……ガ、ガルダーブロウグが来たらどうすんだよ」


　良介がじりじりと後あと退ずさる。


「だからといって、乙女おとめの大事な所に鼻息掛けていいわけないでしょうが！」


「し、仕方ないだろっ、魅み力りよく的だったんだから！」


「なっ」


「魅力的なものを見て、興奮する。そしたら鼻息が出る。これの、これの何ど処こが悪いっていうんだよ！」


「え、いや、でも」


「他の連中からリサラの股間を守るために適切な行動をしただけだっ。偶ぐう然ぜん、滑すべり込んだら股間が目の前で、あまりに魅力的で興奮して鼻息が掛かってしまった。これが不ふ可か抗こう力りよくと言わずしてなんと言うのだろうか！」


「……な、なるほど」


　コクンとリサラが頷いてしまう。


「というわけで、俺は先にクラスに戻もどってるぞ。リサラは、髪かみの毛ちゃんと乾かわかしてからでいいからさ」


「え、あ、うん、ありがと」


「じゃ！」


　右手を軽く上げて、良介は脱だつ兎との如ごとく更こう衣い室から逃にげ出した。


「え……ええと……ううんと……もしかして、逃げられた？」


　何度も首を傾げた後、リサラはキュールと美菜に同意を求めてみた。


　返ってきたのはキュールと美菜の苦笑だった。


「リサラお姉様って、良介さんに甘過ぎですわ……」


「まぁ、ちょっと分かっちゃうんだけど……」






　一章　なんでおれなんだ？










「ふぅ、危ない目に遭あったぜ……」


　女子プロレス同好会の学園祭テントから戻った良りよう介すけは、人出で賑にぎわう廊ろう下かをキョロキョロと見回してから、自分のクラスである二年Ｂ組の教室に滑り込んだ。


「おっ、かなり繁はん盛じようしてるじゃないか」


　教室の中は、学園祭の定番といえば定番である喫きつ茶さ店てんに模も様よう替がえされていた。カーテンを閉め切った教室内では、天てん井じようには銀紙と段ボールで作られたミラーボールがゆっくりと回転していて、四方に設置されたライトを乱反射している。


　その光の下で、艶つや々つやとした光こう沢たくある布地で作られたワンピース系の背中が大きく開いたナイトドレスで着き飾かざった女生徒達がしゃなりしゃなりと歩き、お客さん達にコーヒーや紅茶を注ぎ、少しの会話で楽しませている。


　ナイトクラブピーチ、それがこの喫茶店の、二Ｂの出し物の店名だ。ナイトにクラブって付いているが、あくまでも喫茶店である。もちろん、学園祭が終わる下校時間にはしっかりと閉店する、ナイトクラブだけど。その後に秘密クラブに切り替かわり、いかがわしいエッチなサービスを女生徒達が行うなんていう、エロゲー的な展開はもちろんない。


「まぁ、馬ば鹿かな提案をした大おお平ひらもいたけど。しかし、はぁ……女の子のドレスと背中は嬉しいけど、ここまでが地じ獄ごくだった……」


　教室の半分を仕切っている暗幕をぼやきつつくぐり、良介はこの出し物が決まった時のホームルームを思い出し、げっそりと肩かたを落とした……。





　　　　※　　　※　　　※





「あー、他に意見がある奴やつはいないのか？」


　ホームルームの時間、教きよう壇だんに立った良介は教室を見み渡わたした。密ひそかに学級委員のため、クラス単位の学園祭の催もよおしを決めるホームルームの司会を行っている。


「いないのかよ……。まぁなんだな、メイド喫茶とか執しつ事じ喫茶とか水着喫茶とか……お化け屋や敷しきねぇ。在り来たりなもんと、合コン会場だのキャットファイトだのと実現不可能なものと。あのなお前ら、考える気あるのか？」


　集まったプリントに目を通しながら良介が言うと、一いつ斉せいにブーイングが上がる。


「キャットファイトは実現可能だ！」


　ドンッと机を叩いて大平が叫さけぶ。


「……匿とく名めいで集めたんだが、そうか、これはお前の提案か」


「違ちがう！　俺は、足裏マッサージ店を提案した！」


「足裏マッサージ？　ああ、あった……なになに、男性客には女子が足の裏で踏ふんであげる。女性客には日ひ頃ごろのストレス解消に、男子を踏ませてあげる、体とストレスを癒いやす新しん機き軸じくマッサージ店、なるほど」


「どうだ。素す晴ばらしいだろう」


「いや、却きやつ下かだ」


「なぜだ良介っ。お前だって踏まれるのは好きじゃないか！」


　悲ひ壮そうな顔で、大平が抗こう議ぎしてきた。その抗議に数名の男子が頷うなずき、大半の女生徒が汚お物ぶつを見るような視線を向ける。


「単純な話だ、大平。俺が踏まれるのは嬉うれしい。だが、その嬉しさを他人に渡わたしたくはないっ。ああ、待て。分かってる。分かってるとも。全世界の女の子の足の裏が俺を踏むためにあるわけじゃないってことくらいな」


　両手の平を大平に向けて制しながら、良介は落ち着いた視線でクラスを、特に女子を見渡した。


「でもさ、せめてこのクラスの女子の足の裏くらい、自分を踏むためにあるって妄もう想そうしたいじゃん。いや、してきたっ。だからこそ、目の前でその妄想が破られるのを俺は見たくない。違うか、大平！」


「違う、違うぞ良介っ。俺だってクラスの女子の足の裏が自分を踏むためにあるって妄想くらいはしてるさ。でもな、そんな俺のためにある足の裏が、目の前で他人のための足の裏になっていく。それを無力感と共に眺ながめる。そこにも、一つのマゾヒズムがあるとは思わないのか！」


「悪いな大平。俺は、お前のような退たい廃はい的な変態じゃないんだ。健全な、健全過ぎるほど健全な変態なんだ。なぁ、みんな」


　誰しもが冷たい目をしていた……。


「あ……ああと、コホン。とにかく大平案は却下だ。てわけで、まぁ一番数が多かった喫茶店を採用しようと思う。賛成の人は手を挙げて」


　まだ文句を言っている大平を無視して、良介は決を採った。その結果、あっさりと喫茶店となった。


「あーでも、やっぱりインパクトは欲ほしいよなぁ」


「はーいっ、はいはい！」


　にこやかにイリアが、元気よく何度も何度も手を挙げた。そのせいで、偽にせの巨きよ乳にゆうがぶるんぶるんと揺ゆれている。


「まともな意見なんだろうな」


「何よ、その失礼な言葉っ。イリアはぁ、すっごーく良い案があるんだよ？」


「へぇ、そうですか」


「うんうん。ええとさ、今度イリアってばテレビでキャバ嬢じよう役をやるのよぉ」


　現役グラビアモデルでもあるイリアが、自じ慢まんげに言う。


「それがどうしたんだよ」


「あら、まだ分からないのぉ？　喫茶店っていうかー、キャバクラやっちゃえばいいんじゃない？」


「なっ」


　良介が言葉を失うと同時に、リサラが勢いよく手を挙げた。


「キャバ嬢ってなに？」


「あー、なんていうか、その……」


　説明に困ってしまう良介だ。だって行ったことがないし、行ってはいけないはずだ。だから良介もテレビの中でしか知らないのだ。


「お、お風ふ呂ろに入る……ところだったような、ええと」


　美み菜なが見当違いな説明を始める。しかもモジモジと恥はずかしそうにしながらだ。さすがのイリアも、顔を赤くしながら美菜の言葉を遮さえぎる。


「美菜ちゃん、それ違う……」


「え、そ、そうなの？」


「あのね。男性の隣となりに座って、おっぱいを押しつけながらお酒を注いで、大金をボッたくるのがキャバ嬢かな」


　イリアの説明に、リサラと美菜がほうほうと頷く。


「あとねー、綺き麗れいなドレスを着られるの。どうどう、楽しそうでしょう？」


「あのなイリア、まずお酒はダメだぞ？」


　その指し摘てきに、イリアがわざとらしく人差し指をちょいと咥くわえて良介を見上げてくる。


「……けち」


「いやいやいや、けちじゃないだろ。そもそも、そんなの乱らん橋ばしちゃんが認める……寝ねてやがる」


　担任の乱橋は教壇の下で、よだれ垂らして寝ていた……。その姿に頭を抱かかえてから、良介は気を取り直してイリアにまた指摘する。


「そもそも、それって男子の出番がないだろうが」


「あっ、そこにもイリアのナイスアイデアがあるのぉ」


「ナイス……イリアのナイスアイデアねぇ」


「あのね。男子の中からかっこいい人を選んで、執しつ事じになってもらえればいいと思わない？　そうすれば、女性客もガッポガッポでウッハウハ」


　メルロー人生保障幹部連帯直属の特務室極東支部主任のくせして、極ごく貧ひんにあえぐイリアらしい、その要点はボッたくることらしい。


　ただ意外にも女子達がキャアキャアと騒さわぎ出した。意外や意外、乗り気らしい。


「まぁ、ボッたくるのは怒おこられるからなしとして、喫茶店形式でやるのはありか……。あーでも、ドレスとか執事服とかどうする気だよ。イリアが用意してくれるのか？」


「そんなお金あると思う？　もしくは、衣い装しようがあったらもう売ってると思わない？」


　暗い瞳ひとみでイリアに睨にらまれてしまう良介だ。


「そうすると自分達で作るしかないか」


「良介、私に秘策があるわよ。任せてくれない？」


　リサラがパチンとウインクする。


「秘策？」


「ええ。まだ学園祭まで時間があるから、私で用意出来ると思うわ」


「なるほど……」


　リサラの実家は、死しに神がみ界の準王家でもある名門のレストール家だ。だとすれば、ドレスの類たぐいも大量にあるに違いない。きっとそれを人間界に送らせて使う考えなのだろう。と良介は判断した。後で返せばいいのだし、悪くない案だ。


「分かった。なら、衣装の用意はリサラがやるとして、教室の改修、調理担当、執事役の人選を行おう」


　かくして『クラブピーチ』は始動した。ちなみに店名のピーチは桃もも園ぞの学園から拝借している。


　そしてもう一つ。


　リサラの秘策はレストール家からのレンタルではなかった……。


「あのね。ただでさえレストール家は霊れい力りよく不足で悩なやんでいるのに、こんなことで転送を行えるわけないじゃない。簡単よ。良介の生きる力に溜たまる霊力から自然回復分を毎日貰もらって、それで術式で生成するのよ」


　ニコリとリサラは笑うと、良介から生きる力──エッチな魂たましいから霊力を吸い出し、ドレスを生成していった。もちろん良介が自然に回復する霊力だけで足りるわけがなく、かわいそうにカエサルまで巻き込まれて──加か賀が家の男にとって受難の日々が始まったのだった。


　結局、学園祭までほぼ毎日、霊力を吸い出されて女の子にエッチな興奮が湧わかない体にされたのだった……。





　　　　※　　　※　　　※





「[image: ][image: ]、マジで地じ獄ごくの日々だったぞ」


　厨ちゆう房ぼうスペースに入った良介が小さくため息を吐つくと、ぽんっと肩を叩たたかれた。


「珍めずらしいね。一人で戻もどってきたのかい？」


　ノータックの黒いズボンに、白いＹシャツとベストを着込んだライファン・ピグノートが、蝶ちようネクタイをくるくると指先で回しながら立っている。襟えり先さきが前に折れたウイングカラーのＹシャツを着ていて、どうやらこれから執事になってホールに出るところらしい。


「クラス内人気投票一位だけあって、執事姿がよく似合ってるな……」


　良介はしげしげとライファンの執事姿を眺めた。


　一級死神であることも女の子であることも隠かくして、男子として桃園学園に潜せん入にゆうしているライファンだが、今日の執事姿は普ふ段だんにまして完かん璧ぺきなイケメンになっている。


　青い髪かみをショートに切りそろえ、細く端たん正せいな眉まゆ毛げ、長いマツゲ、スラリと細い体格、何よりもその一挙手一投足が、スマートなのだ。


「な、なんだい、そんなにジロジロと僕を見つめて」


　少し頰ほおを赤らめ、ライファンが恥ずかしそうに鼻の頭を搔かいた。


「いやぁ、見事に執事になってると思ってさ」


「そうかい？　ま、僕の家にも執事はいたから、見知ってるってところじゃないかな」


　平然と普ふ通つうではあり得ないことをライファンが答える。言われてみれば、彼女はレストール家傘さん下かの元貴族だ。


「でも、そんな風に感心してていいのかな？」


「どういうことだよ？」


「良介は六位だったよね」


　念を押すようにライファンが指摘してくる。


「六位って……ああ、執事役を決める女子達の人気投票な。なぜか二票も入ったせいで六位なんだよな。というか、ほとんどの票がライファンに入ったから……二位以下がしょぼい票数だったんじゃないか」


「票数は問題じゃないさ。順位が重要なんだよ」


「まぁそれはそうだけど、男子は主に厨房担当ってことで、執事役は五位までじゃないか。俺はギリギリセーフのはずだぞ」


　ライファンのように執事姿が似合うならいざ知らず、自分は絶対に似合わないと思っている良介だ。六位落選に心底ほっとしたことを憶おぼえている。


「それがさ、五位の池いけ田だくんが腹痛でリタイアしたんだよ。で、さっきクラス会議によって良介が繰くり上げ当選ってわけ。幸い、池田くんと良介は体格も似てるから執事服着られるだろうしさ」


「………………は？」


　良介は首を四十五度に曲げてみた。


「服は入り口横に掛かかってるよ」


　ライファンが指差した窓まど際ぎわに、確かにノータックのズボンとＹシャツ、そしてベストが掛かっていた。そしてそこには蝶ネクタイが引っかけてある。


「そうそう、男子の着き替がえスペースは窓側の暗幕の中だから」


　暗幕で半分に仕切られた教室は、さらに暗幕で三等分されていた。真ん中が厨房スペースで、左右が男女の着替えスペースになっている。ただ男子の着替えスペースとされた窓側はあまり広くなく、逆側は女子の着替え兼けん休息所としてかなり余よ裕ゆうがあるスペースとなっていた。


「ん……待てっ」


　思わず良介はライファンを睨んだ。


「なに？」


「もしかしてライファンも男子側で着替えたのか？」


「僕はトイレで着替えたよ。それとも僕と一いつ緒しよに着替えたかった？　裸はだかと裸を披ひ露ろうしあいながらさ」


　ライファンのその言葉に厨房スペースがザワッと騒がしくなる。


「ライファンって、ちょっと中性的だし……」


「良介くん、とうとう男女の見境も……」


「どっちが受けなんだろうか……」


　主に休きゆう憩けいしている女子達がひそひそと囁ささやき合う。


「ああっ、余計な誤解がっ」


「ふふっ」


　頭を抱えた良介に、ライファンが可お笑かしそうな顔をする。


「くそっ、これ以上ライファンといると誤解が増えそうだし……観念して着替えてくる」


「それがいいみたいだね。ああでも……ま、どうでもいいか」


　ライファンが何か言いかけて途と中ちゆうでやめてしまう。良介は少し首を傾かしげながら、男子側スペースの暗幕をくぐり──ライファンが言いかけた「どうでもいい」という意味をすぐに理解した。


　幅はば二メートルほどの細長いスペースの奥の壁かべ際ぎわに、大平が立て掛けられていた。


　モップで作られた十じゆう字じ架かにロープでぐるぐると巻き付けられ、その口にはタオルで作られた猿さるぐつわがかまされている。


　そんな大平を二人の男子生徒が取り囲み、拝むように涙なみだしている。


　よく、いやよく見ないでも全員がＭＱＰこと校内フェティシズム愛好家秘密結社『マンコカパックパーティー』のメンバーだ。


「[image: ]……[image: ][image: ]……[image: ]～」


　ＭＱＰ会長の大平が何か呻うめいたが、何を言っているかさっぱり分からない。


「会長、忘れちゃダメだっ」


「そうとも、会長が書き示した聖典は、既すでに女子達によって……このザマなんだから」


　二人がビリビリに破られた紙を握にぎりしめて、大平に見せつけるようにする。


「なぁ、何が書いてあったんだ？」


　良介の疑問に、大平が「[image: ]ー[image: ]ー」と呻くがうるさいだけで、何にも分からない。


「大平、黙だまってろ」


「[image: ][image: ]……」


　がっくりと項うな垂だれる。


「顧こ問もんか……これは、これは大平会長が命を賭として書き上げた、本日の要注意女性客のスリーサイズだ」


「しかも、会話を盗ぬすみ聞きして学校と名前まで調べ上げた力作、そう、まさに聖典だ」


　二人の言葉に、良介は思わず息を呑のんだ。


「しかもフェチポイントもしっかりカバーだ。たとえば藤ふじ崎さき学園二年田た中なかさんは、座った時のお尻しりのたわみが素晴らしいとかな」


「その上、会長は携けい帯たいカメラで盗とう撮さつもして、ナンバリングしていたんだ」


　一いつ瞬しゆん、いやそれは犯罪なんじゃと思わないでもない良介だ。


「だが、我らの苦労は……あの、あのイリア様によって水すい泡ほうに帰した」


「プロレスから帰ってきたイリア様がすぐに俺達の秘密活動に気が付いて……携帯のメモリーは消され、聖典は目の前でビリビリに破られ……会長は首根っこ摑つかまれ、ここに放ほうり込まれたんだ」


「そうそう。しばらく『あーっ』とか『うひー』とか『もっとー』とか『イリア様ー』とか変な声が響ひびいて……中に入ったら、もうこうなってた。いや、あのイリア様の汚お物ぶつを見るような目……俺も是ぜ非ひお仕置きして欲しかったぜ」


　うんうんと二人が頷うなずく。


「イリアらしいというか……まぁなんだ、そこで怒いかりが解けるのを待ってるんだな」


　良介は苦く笑しようすると執しつ事じ服を手に取り、着替えを始めた。悲しいが確かにサイズはほぼ同じで、しっかりと着ることが出来てしまう。


「くそ、良介のくせに……執事役とかずるいぞ」


「そうだそうだ。なんでお前がモテ側になってんだよ」


「俺が聞きたいっての！」


　シャツに腕うでを通しながら、良介は思わず言い返す。馬ま子ごにも衣い装しようって言葉があるが、あれは絶対に噓うそだ。着替えスペースに置かれた小さな鏡に映る自分は、誰だれがどう見ても似合ってない。場ば違ちがい感に溢あふれている。誰が投票したかは知らないが罪なことをしてくれる。良介にはそうとしか思えない。


「なに文句言ってるんだよ。合法的に他校の女の子と会話が出来るんだぞ」


「もっとも俺は、緊きん張ちようして何も話せないと思うけどな」


「……そもそもお呼びが掛かるとは思えないんだけど」


　良介がボソッと言うと、二人が顔を見合わせ……同時に言った。


「強く生きろよ」


　そんなとても励はげみになる言葉を貰って、良介はホールに向かった。


　クラブピーチは大だい繁はん盛じようらしく、外の廊ろう下かにまで行列が出来ている。そんな中でドレスを着た女の子達以上に忙いそがしそうなのがライファンだった。


　お姉様から小学生くらいの女の子まで、ひっきりなしに応対している。他の執事役といえば……あまりお呼びは掛からずに、ただのウェイター状態だ。


「だよなぁ、やっぱり」


　良介が教室を見回してぼやくと、つかつかとトレイを脇わきに抱かかえたイリアがやって来た。


「良介くん、遅おそい～」


　いきなり唇くちびるを尖とがらせて文句を言ってくる。


「悪い悪い」


「こっちは大おお忙いそがしなのよぉ？　暇ひまなら女の子の代わりに飲み物を運んで欲しいなぁ」


「……というか、その服装はＯＫなのか？」


「どういうこと？」


　イリアが不思議そうな顔をする。何しろイリアのドレスは、絹のような光こう沢たくあるシルバーで、胸の谷間を強調するように大だい胆たんに開いているのだ。


　歩くだけでゆさゆさと揺ゆれて、ドレスがキラキラと輝かがやく。とてもじゃないが高校生の格好じゃない。


　おかげで男性客の視線は、イリアが動くたびに一いつ斉せいに集まる始末だ。


（まぁでも、この胸は偽にせ物ものなんだけどな……）


　良介が心の中で苦笑すると、イリアが体を寄せてきて小さく囁く。


「……胸のこと言ったら、承知しないからね」


　ドスの利きいた、恐おそろしい声でだ……。そしてすぐに離はなれて、


「じゃ、良介くんも頑がん張ばってね[image: ]」


　可愛かわいらしく笑い、イリアはまた客応対に戻もどっていく。


「まぁそりゃ言わないけど……ホントあいつは性格ねじ曲がってるよな」


「同感ね」


　いきなり響いた声に慌あわてて振ふり返ると、ドレスを着込んだリサラが立っていた。死しに神がみ界でリサラが着ていた背中が大きく開いた純白のドレスだ。赤い髪かみも後頭部で結ゆい上げていて、うなじから背中がよりはっきりと強調されている。


「ああ、このドレス？　死神界からこっちに帰ってきた時に、一緒に持ってきていたのよ」


　裾すそをちょっと持ち上げてリサラが、クルリと回転した。


「持ってきたって、生活費を貰もらうのは忘れたくせに……」


「だって良介、このドレス気に入っていたみたいだったから」


　一回転して良介の正面に戻ってきたリサラが、パチンとウインクをしてくる。


「違う、だったら違うぞリサラ」


　良介は、リサラの全身をウインクをした目から爪つま先さきまでじっくりと眺ながめてから、はぁとため息を吐ついた。そんな良介の反応に、リサラが目め尻じりをぴくりと吊つり上げる。


「どういうことよ、良介。この私がわざわざ貴方あなたのために気合い入れてあげたっていうのに」


　声こそ荒あららげないが、リサラが良介を鋭するどく睨にらみ、むすっとした顔を浮うかべる。確かにリサラにしては珍めずらしく口紅を薄うすく塗ぬり、頰ほおもうっすらと化け粧しようがのっていた。


「……って、ん？」


　ふと疑念がよぎって、良介は小首を傾げた。


「なによ」


「俺のために気合い入れたって、化粧はクラブピーチのためだよな」


「えっ」


「そもそもドレスだってそうだろうし……」


「そ、それはその……あ、あれよっ。選せん択たく肢しの中でも良介が気に入りそうなのを選んであげたんだから、感謝しなさいって意味よっ」


　ワタワタと両腕を意味不明に動かして、リサラがなんでか言い訳をした。


「えー、それってなんだか横暴な」


「いいのよっ。そんなことより、この私のドレス姿にため息吐いたのはどういうことよ！」


「ああ、リサラが勘かん違ちがいをしてたからだよ」


「勘違い？」


「そうとも」


　深く頷いてから、良介はリサラの肩かたに手を置いた。その行動にリサラが緊張してビクッと体を硬かたくする。


「な、なによ？」


「いいか、リサラ。お前のこのドレス姿は、綺き麗れいだし可愛いしセクシーで極ごく上じようなものだ。俺が保証してやる」


　じっとリサラを見つめながら、良介は断言した。その言葉にリサラがへその前辺りで両手を、モジモジと何度も握り返す。


「あ、あはは、何よ良介、分かってるんじゃない。そうよね、うんうん」


「だがな」


　そのまま良介は、グルリとリサラを半回転させた。


「ひゃんっ。な、何よいきなりっ」


「いいか、リサラ。このドレス姿の一番のチャームポイントは、ここだ！」


　右人差し指を伸のばし、ツ────ッと走らせる。


　そう大きく開いてむき出しになっている背中、それも形の良い肩けん胛こう骨こつに挟はさまれた背筋にだ。


「ふあぁぁぁぁぁぁぁぁんっ」


　リサラのあられもない声が教室に響き、全員が一斉に振り返った。だが良介は、そんな視線に物もの怖おじせずに指先を走らせながら、力説した。


「いいかリサラ。この背中、美しい湾わん曲きよくを強調する背筋こそが一番のチャームポイントであり、俺が大好きなポイントなんだっ。そうともっ、首筋が肩の柔やわらかい曲線と結実して流れを生み出す、うなじ。そこから緩ゆるやかに降りて肩胛骨という美しき谷間を通り、腰こし、そして遂ついにはお尻へと到とう達たつする……そう、俺達は背中のライン一つで、裸はだかの女の子を思い浮かべてしまうっ。さらにもう一つ！」


　指を離し、良介は大きく両腕を天てん井じように広げ叫さけんだ。


「背中に何もないってことはノーブラってことじゃないかぁぁぁぁ！」


　その瞬間、室内の男子が全員立ち上がり、一斉に拍はく手しゆを行う。


「ちゃんと付けてるわよっ！」


　ものすごい勢いでリサラが振り返り、良介に詰つめ寄った。


「え───？」


「ウエストやガーターと一体になったものだってあるのよっ」


「ガーターだとっ！」


　キランと良介の目が光る。


「な、なによ」


「ガーターベルトにストッキング、それは男の夢じゃないか。女王様の必ひつ須すアイテム！」


「……はぁぁぁ、美菜。私はどう反応すればいいのかしらね」


　やれやれとリサラが頭を振った。その視線の先には、いつの間にかドレスを着た美菜が苦笑している。


「うーん、でもまぁいつもの良介くんだし」


「ま、それはそうなんだけどね」


　美菜の言葉に、リサラが肩をすくめる。


「なんだよ、失礼な……ん？」


　良介は美菜に振り返り、目が点になった。


　肩も鎖さ骨こつも露ろ出しゆつさせていて、首の後ろで結ばれた生き地じが両りよう脇わきから胸の谷間を強調するように挟み持ち上げているドレスだ。デザインそのものは、それほど奇き抜ばつなものではなかったが、何と言ってもその谷間が凶きよう悪あくなまでに存在感を放っているのだ。


　ムチッとおっぱいの柔らかい肉と肉が押しつけ合っていて、相手が美菜だと分かっていても、思わず指をその間に差し入れたくなってしまう。


「くぅっ」


　出かかった右腕を、良介は慌てて左手で摑つかむ。


「どうしたの、良介くん？」


「ふっ……男は何い時つだって突つき入れたくなる生物ってことさ」


　美菜の質問に良介は自じ嘲ちよう気味に笑った。


「はぁ……」


「良介、今、美菜の胸に手を伸ばしかけたでしょ」


　リサラが良介の行動を目め聡ざとくも捉とらえていたらしい。


「き、気のせいじゃないか？」


「そうなの、良介くん？」


　ずいっと美菜が顔を近づけてくる。良介にはよく理解出来ないが、なぜかその顔は嬉うれしそうだ。


「良介くん、私の胸を触さわりたいって思ったの？」


「ちょ、ちょっと待て。そんなに身を乗り出してきたら、おふぅっ」


　良介の眼下に美菜の胸の谷間──というか、おっぱいとおっぱいが密着した夢の狭はざ間まが見える。上から見下ろすと、さらにその大きさが分かってしまう。


「くぅぅぅぅぅ」


　相手は美菜だ。おねしょの世話だってしてやった幼おさな馴な染じみで、家族みたいな存在だ。そんな美菜のおっぱいがどれだけ大きく成長しようとも、彼女がかなり可愛くなってきても、良介はあまり興奮することはなかった。


　いやまぁ、大きなおっぱいは目の保養になったし大好きだけど、揉もみたい！　とか、挟まれたい！　とか思ってこなかった。


　のに、何だろう。


　なんでこんなに興奮しているんだろう。


　そう戸と惑まどいつつも、良介の鼻息はどんどん荒くなってしまう。


「はいはい、そこまでね」


　いきなりガシッと後頭部をリサラに摑まれて、良介は無理矢理反り返った。


「まったく、教室で何をやらかすつもりだったのよ」


　美菜の胸の谷間から引き離す作業が終わっても、リサラがギリギリと後頭部を摑み続ける。


「痛いんですが」


「あのね良介、私はどうやら貴方に甘いみたいなのよ」


「どこがだよっ！」


　後頭部の痛みに耐たえつつ、思わず良介は叫んだ。


「プロレス会場から貴方を逃のがしちゃった時に、みんなにそう言われたのよ。だからね、今後はもっと良介に厳しく接することにしたの」


　横から良介をのぞき込み、ニコリと笑う。


「厳しくって……今でも十分厳しいと思うぞ。ぐぐっ、たとえば何がどう変わるんだよ」


「そうね……」


　ようやく後頭部を摑んだ手を離はなして、リサラが口元に人差し指を当てて考え込む。


「あ、分かったっ！」


　痛みから解放された脳みそが動き出し、良介はいきなり閃ひらめいた。


「え？」


「さては、今後は弁当作ってくれないとかだろ！」


「お弁当？　それとこれとは別よ」


　リサラが苦く笑しようする。


「じゃ弁当の中身の質が落ちるとか」


「あのね、良介は仮とはいえ私の霊れい力りよく供給源なのよ。そんな貴方が不健康になったら困るじゃない。だから、お弁当は今まで通り作ってあげるわよ」


　リサラが大おお真ま面じ目めな顔で指し摘てきしてきて、良介はほっと胸をなで下ろすと同時に、小首を傾かしげた。


「じゃぁ、何がどう変わるんだよ」


「え……ええと、ううん」


　リサラが考え込むと同時に、美菜がクスッと笑い声を零こぼした。


「な、何よ、美菜」


「ううん、なんでも」


　リサラの問いに答えるが、美菜の顔は裏腹にクスクスと笑っている。


「[image: ][image: ]……あ、そうよ、そうだわ」


「……なんだよ」


　ビシッとリサラに指差され、良介は思わず息を呑のんだ。


「テレビのチャンネル権から、三十分を接収することにするわ。良介が変なことをする度たびに、どんどん削けずるから覚かく悟ごしておきなさい！」


　そう言いながら、リサラはうんうんと満足そうに頷うなずく。そんなリサラを見つつ、良介は美菜の顔を見た。


「お前達が言った厳しくってのは、こんなことなのか？」


「あははは……仕方ないってことかな」


　よく分からない答えを良介に与あたえて、美菜が一人微笑ほほえむ。


「そもそも、リサラは俺に甘くないと思うんだけど……」


　そう良介が悩なやみ、腕うでを組んだ時だ。イリアが良介達に刺とげ々とげしく嫌いやみったらしい声を掛かけて来た。


「ちょっとぉ、いつまで油を売っているつもり？」


　トレイを右小こ脇わきに抱かかえたまま、左人差し指でリサラをビシリと指差す。


「特にそこの発情女さんはぁ、なにいちゃいちゃしてるのよっ」


「は、発情ですってっ!?」


「あらぁ、いちゃいちゃは否定しないわけぇ？」


「どっちもに決まってるでしょ！」


「あらあら無理しちゃってぇ」


　左手で口元を隠かくし、ニヤニヤとイリアが笑う。


「イリアぁぁぁぁ」


「って、いけないいけない。リサラさんを弄いじって遊んでる暇ひまはなかったんだぁ」


　毛を逆立てて怒ったリサラを完全に無視して、イリアが話し出す。


「あのね。大だい盛せい況きようで大おお忙いそがしなんだからぁ。しかもイリアの次に戦力になるって言われてる美菜さんとぉ、おまけのリサラには、さっきからあの二人は来ないのかってクレームがいっぱいなんだからぁ。さっさと仕事に入ってよね！」


　言われてみれば、チラチラと客達がこっちを見ている。なんというか、それが二人を見世物にしているみたいで良介にはちょっと癪しやくに障さわる。




[image: ]


「あの、本当に私なんかに？」


　おずおずと聞いた美菜の右胸を、イリアがいきなり指先で突く。


「ひゃんっ、イリアさんっ、いきなり何を、あっ、あんっ、またぁ」


「ふんっ。その天然の、努力も何もしないで立派に育ちやがったおっぱいが、人気ないわけないでしょぉっ。しょせん男の子なんて、みーんなおっぱいに吸い寄せられる馬ば鹿かな連中なんだから」


　憎にく々にくしげに美菜のおっぱいをイリアが何度もつつく。


「しかもこの弾だん力りよくだしぃ。柔らかいくせに、押し込むとちゃんとバインッて弾力あるなんて卑ひ怯きようだと思わない？」


「ええ、私も常々思ってるわ」


　なぜかリサラが会話に加わって──あげくに美菜の左胸をつつきだす。


「ひあぁんっ、リ、リサラまでぇぇぇっ」


「お前らっ、いい加減にしろ！」


　ちょっと色っぽい声を上げて困こん惑わくする美菜を庇かばうように、良介はドンッと立った。


「良介くん」


　ホッとした声を美菜が上げ、


「良介……ついちょっと」


　リサラがばつが悪そうに笑顔を引きつらせる。もっともイリアは、ムスッとした顔で良介を見つめた。


「なによ、なにか文句あるのぉ？」


「ある大いにある。いいか、おっぱいってものはつつくよりも揉もむもんだ」


「はい？」


「よしんばつつくにしてもっ。あんな意思も意図もないつつき方は、冒ぼう瀆とくだっ。いいか、つつく時はちゃんと、両手を使いこうやって先せん端たんを──」


「良介、その指先をどうするつもり？」


　低い、低い声だった。リサラが、口の端はしをヒクヒクと震ふるわせながら良介をにらみつける。その視線と声で、リサラの胸の先端へと向かった良介の人差し指がピタリと止まった。


「あ、いや、つい……」


「つい、じゃないでしょっ！」


「はぁぁぁ、まーたイチャついてっ。ほら、さっさと仕事に行く！」


　イリアがあきれ返りながら、リサラの腕を摑んだ。


「ちょっとイリア、イチャついてってなによっ！」


「はいはい、もうなんでもいいわけぇ。ほら、きりきり働く！」


「う……うう、分かったわよ！」


　渋しぶ々しぶリサラが頷き、接待に向かう。


「いらっしゃいませ～」


　そう言った時には、もう満面の作り笑いだ。その隣となりでは張り合うように、イリアも笑みと──胸（偽かつこにせ）を強調しながら、しなを作る。


「仕方ない。美菜、俺達も行くか」


　軽く髪かみの毛を搔かいて、良介はやや緊きん張ちようし始めた美菜に振ふり返った。


「うん……でも、私にあんなこと出来るかな？」


「まぁ美菜なら、特に喋しやべらないでもニコニコしてるだけで、相手は嬉うれしくなると思うぞ」


「そうなの？」


「当然だろ。イリアの言いっぷりは少々過激だけど、まぁ、お前のその胸を見て嬉しくならない男はいないと思うし」


「私の胸……うん……」


　ちょっと微び妙みような、あまり嬉しくなさそうな反応を美菜がする。そんな美菜の顔を、良介は指先で円を描えがくように空中でなぞった。


「良介くん？」


「それにだ。お前は顔も可愛かわいいからな。人気間ま違ちがいなしだぞ」


「え……可愛いって」


「女の子には一家言ある俺が保証してるんだ。自信持てって」


「ありがとう、良介くんっ！」


　喜色満面の美菜だ。


「そうそうその笑顔だ。ほら、行くぞ」


「うん」


　良介が歩き出すと、美菜がすぐにその後に続いたのだった。


　そして一時間後。


「………………」


　良介は、端はじっこに独りぼっちで座っていた。


「ふっ……分かっちゃいたが、女の子が誰だれも声を掛けてくれない。ていうか、落としたハンカチ拾ったら、ライファンにお願いするつもりだったのに！　って怒おこられた。俺の存在意義って」


　両りよう肘ひじを両りよう膝ひざにのせ、良介は真っ白になってがっくり項うな垂だれる。教室内ではライファンが、リサラが、美菜が、イリアが引く手あまただ。いや、他の女生徒だってそこそこ忙いそがしそうだし、ライファンと良介以外の執しつ事じ役である三人の男子生徒も、まったくオーダーが取れないわけでもなかった。


　そう、独り良介だけが蚊か帳やの外……。


「ふ、ふふふふ、だから俺には無理だと。くそぉ、誰だ俺に投票なんてした奴やつは。嫌がらせだろ、絶対に嫌がらせだ」


「やれやれ、何ともみっともない姿だね、良介くん」


　玉たま野の光ひかるの声だ。良介が驚おどろいて顔を上げると、やっぱり玉野がニヤニヤと皮肉げな笑えみを、右頰ほおを赤くしながら笑っている。


「……先せん輩ぱい、その頰どうしたんで？」


「ふっ、イリアくんのお尻しりを触さわったら引っ叩ぱたかれた」


　髪の毛を搔き上げ、玉野がキラリと歯を輝かがやかせて笑う。


「お触り禁止なんだけど」


「ああ、知ってるとも。でもね、触られるってことは、この僕に選ばれる栄えい誉よを得た証しよう拠こじゃないか。きっとイリアくんの、あの大きなお尻も喜ぶと思ったのさ」


「それ、喜ぶが違う意味なんじゃ」


「いいや、ダブル・ミーニングさ。なのに、イリアくんは『あんっ』とか可愛い声一つ上げてくれないんだよ。このボクシング部部長である僕ですら反応出来ない速度で、強きよう烈れつに頰を叩かれてしまったよ」


　反省の欠片かけらもなく、玉野が言う。


「で、その先輩がなんで俺の所に来たんで？　ああ、蚊か帳やの外な俺を笑いにか……」


「ふっ、この僕がそんな暇なことをすると思うのかい」


「あーまぁ、先輩の頭の中は女の子しかないもんな」


「なに、君には負けるがね」


　そう言って微笑ほほえみ、玉野が急にその場に座り込んだ。


「……何やってんで？」


「お尻触った代金として、一ヶ月間毎晩松まつ阪さか牛三百グラムを持ってこいっていうんだ……。良介くん、頼たのむ、取りなしてくれ」


「いやでも、先輩金持ちなんだし」


「ふっ。実はこの間、家のメイドさんの着き替がえを覗のぞいたことがばれてしまってね。預金口座は凍とう結けつ、小こ遣づかいもお昼ご飯代で一日五百円なんだよ……」


「何やってるんだか……。でもまぁ、なんだ。触ったの事実なんだし、イリアに土下座するか、肉体労働で返すかすべきでしょ」


「ふむ。なるほど肉体労働か。確かにこの僕の美しい肉体ならば、イリアくんもきっと喜ぶだろう。そうとも、この僕がイリアくんの肉体を喜ばせてあげればいいんだっ。そうとも、そうだ、うふ、うふふふふ、素す敵てきな夜を僕と過ごす権利を与えてあげよう、イリアくん！」


　デレェとみっともない笑みを浮うかべて、玉野がイリアの所に戻もどっていく。そして案の定、往復ビンタを食らっていた……。


「良介くん、暇そうだね」


　入れ替かわりに美菜が来て、良介の隣に立つ。


「美菜、いいのかよ。忙しそうなお前が、ここでサボってて」


「うん。いっぱい指名されるのは嬉しいんだけど、やっぱり私、こういうの苦手だから」


　良介と一いつ緒しよに、イリアに叩かれグリグリ踏ふまれる玉野を見つつ、美菜が苦く笑しようする。まぁ確かに、どちらかと言えば引っ込み思案な美菜が、初めて会う人、しかも男性と如じよ才さいなく話せるとは思えない。


「まぁでも、延々とじゃなくて一分程度じゃないか、相手をするのって。ニコニコ笑って頷うなずいてるだけじゃダメなのか？」


「それはそうなんだけど、やっぱりそれだけじゃダメな気がして」


「ダメ？」


「うん。私なんかが笑ってるだけで、本当にいいのかなって……」


　ニコニコと作り笑いを浮かべて接客しているリサラを見ながら、美菜が「はぁ～」とため息を吐ついた。


「やっぱりリサラは可愛いし、綺き麗れいだよね。しかも、楽しそうにお喋りもしてるし」


「まぁ、あいつが綺麗ってのは俺も思うけどさ、あの笑顔は酷ひどいもんだろ」


「酷い？」


「ああ。作り笑顔な上に、リサラの奴、内心は早く切り上げたくて仕方ないって感じじゃないか」


「そ、そうかな」


「あれ、分からないか？」


「う～ん……」


　美菜がじーっとリサラを見つめる。


「確かにちょっといつもの笑顔とは違う気はするけど」


「だろ？　猫ねこ被かぶってるっていうか、ああいう仮面みたいな笑顔はなぁ。あまり可愛いって俺は思わないぞ」


　リサラを見ながら、良介は思わず苦笑する。


「そっか、良介くんはリサラのことがよく分かるんだね」


「まぁ、仮にも一緒に住んでるし……色々と振り回されてるからな」


「うん、そうだね」


「でも、美菜のことだって分かるぞ？」


　良介は隣の美菜に顔を向けた。


「え？」


「お前、相手の話をちゃんと聞いて、素直に頷きながら笑うじゃないか。こんな場でもさ」


「……そうかな」


　美菜が分からないと小首を傾かしげる。


「そうとも。だからお前の笑顔は、ちゃんと相手に届くし、十分過ぎるほどのご褒ほう美びになるわけだ」


　不器用というべきか正直者というべきか。美菜はいつだって相手に真しん摯しに向き合って、演技なんてしない。リサラの様に完全に仮面を作ってしまって、別人格の自分に対応させることなんて出来やしない。素の美菜で対応してしまう。もちろんイリアの様に適当に相手の話を聞き流して、媚こびた笑顔で誤ご魔ま化かしたりしない。


　だからこそ、美菜と話した相手は緊張が解れるし、その正直さと優やさしさに絆ほだされてしまう。


「さっきも言ったけどさ。美菜なら人気間違いなしだし、イリアやリサラとは違った意味で相手を喜ばせてると思うぞ」


「私がリサラと同格？」


「ああ。幼おさな馴な染じみのひいき目じゃなくて、この教室内のトップスリーだよ。間違いなく、美菜のドレス姿は可愛いし、超ちようセクシーだ」


「……お世辞じゃないよね」


　美菜が下からのぞき込むように窺うかがう。


「あのな。俺が、こと女の子のことに関して、噓うそを吐ついたりしないってのは知っているだろ。いいか、宝物に噓なんて吐くのは万ばん死しに値あたいするんだ」


「そっか、うん、良介くんはそうだよね」


　クスリと美菜が笑った。と思うと、キョトキョトと挙動不ふ審しんにしばらく視線をさまよわせる。


「どうし──」


「あ、あのね」


　良介が「どうしたんだ」と聞こうとしたのと同タイミングで、美菜がジッと強い視線で見つめてくる。


「……なんだよ」


「良介くんが言う、可愛くてセクシーって……その、ええと、男の子がデートしたいって思うってことでいいのかな」


「デート？」


「うん、デート」


「まぁ、今の美菜とデートしたくないって男は……そうだな、いないと思うぞ」


　なにしろ美菜が移動する度に、視線がその胸に集中するほどだ。元々、隠かくれ美菜ファンは多かったが、やや地味な上に良介以外の男子とはあまり接点がなく、誰も告白やちやほやするなどの行動には出てこなかった。


　それが、このナイトドレスのおかげで一気に美菜の可愛さとセクシーさが認にん知ちされてしまった感がある。


　下手をすると学園祭が終わった後に、告白しようと考えている男子だっているかも知れない。良介はそう考え、なぜかそのことが少し怖こわかった。


「なら良介くん」


「うん？」


「休きゆう憩けい時間は、わ、私と、デ、デートしてくれるよね」


　美菜にしては珍めずらしく、ぎこちない笑みが顔に広がる。


「……は？」


「私とデートするのを断る男の子って、いないんでしょ」


　ググッと美菜が迫せまってくる。


「いや、そ、そうは言ったけど」


「女の子には噓吐かないよね」


「お、おう」


「だったら、いいよね。私と休憩時間のデート」


　ぐいぐいと美菜が、かつて見たことがない強さで押し込んできて、良介はついついコクコクと頷いてしまった。


「ありがとっ」


　美菜が嬉うれしそうに笑いながら、一歩良介から離はなれる。その動作で、おっぱいがユッサユッサと大きく揺ゆれ動いて、良介はついつい見入ってしまう。それに気が付いた美菜が、サァッと頰ほおを赤らめ、胸を両りよう腕うでで隠した。


「……良介くんのエッチ」


「え……あ、いや、その」


「じゃぁ休憩時間にね」


　良介に二の句を継がせず、美菜が仕事に戻っていった。


「な、なんだったんだ……」


「サボッてる上に、美菜と楽しく会話なんて随ずい分ぶんなご身分じゃない、良介」


　トレイ片手に厨ちゆう房ぼうに向かっていたリサラが、良介の前で止まりジロリと見下ろす。どうやら追加オーダーを取りに行く途と中ちゆうらしい。


「楽しそうって、俺に言われてもな。美菜から話しかけてきたんだし」


「何を話してたの？　ちょっと美菜が心配だったんだけど、すっかり元気になってたわよ」


　リサラがちらりと、笑顔いっぱいで話している美菜の姿を見やる。


「うーん。休憩時間にデートする約束をした程度だぞ」


「っ……デート？」


　パチパチとリサラが何度も目を瞬しばたたかせて、信じられないといった風に言う。


「まぁ、学園祭を一緒に見て回ろうってことだろ。今回の企き画かくで、美菜の評価は一気に上がったはずだしさ、言い寄る男がいても断れるようにボディーガードでも欲ほしいんじゃないか？」


　そうリサラに説明しながら、良介は自分自身の言葉で納なつ得とくした。そうだ、そういう意味なら美菜の不自然な積極性も理解出来る。あれはきっと男子達の視線を不安に思ったからこその必死さだったのだ。


「ふぅ……美菜も報むくわれないわね」


　リサラが肩かたを落としてから、良介を呆あきれ顔で見つめる。


「どういうことだよ」


「何でもないわよ。でも、あ～あ」


　今度は急に、良介を責めるような顔に変わるリサラだ。


「なん……なんだよ」


「べっつに～。でもね、真ま面じ目めな良介のことだから休憩時間は、きっと《イレギュラー》捜さがしを手伝ってくれるのかなぁって思ってたのになぁ」


　そっぽを向き、でもチラチラと良介を見つつリサラが態わざとらしい詰きつ問もん調で言う。


「いやでも、手伝うも何も……残りのターゲットは、そこで居い眠ねむりしてる乱橋ちゃんしか残ってないだろ」


　生徒達の活動を監かん視しすべく、暗幕の前に座っている乱橋の頭がコクンコクンと何度も落ちる上に、その口元にはよだれが……。


「あれが三十前の独身女性とは……思えないわよね」


　さすがのリサラもなんとも微び妙みような口調だ。


　良介達の担任のアラサー女教師、それが乱橋だ。そのスペックだけならお姉様を想像しがちだが、外見は誰だれがどう見ても小学生のちびっ子な上に、言動はのんびりで内容は適当。責任感を見せたことはあまりなく、威い厳げんの欠片かけらもない。


　おかげで桃園学園の奇き人じん変人の頂点に位置する八はつ奇き衆しゆうの一人《イモータル》に選ばれてしまっていた。


　ついでに言えば、無類の酒好きで給料はほぼ全すべて酒代に消えるらしい。もっとも、同時にウワバミと言われるほどに酒には強いらしく、乱橋の呑のみ友達にしてイリアの部下の四級死しに神がみでもあるパオイ・マルベックを毎晩のように潰つぶしているらしい。


「しかし、ホントにアレが《イレギュラー》なのか？　《イレギュラー》っていえば、一いつ般ぱん人の千倍万倍の霊れい力りよくを持つ特異者の中でも、滅めつ多たにいない特別の中の特別な存在なんだろ？　とてもそうは見えないぞ」


　良介の言葉に、リサラがハァとため息を吐ついた。


「そうなのよね。ライファンの家に残っていた《雷神の雹テイールハガル》の資料によれば《イレギュラー》候補は八奇衆と重なってて……はぁ、鬼おに崎ざき先せん輩ぱいも違ちがった以上、残りは乱橋先生だけなんだけど、私も疑わしい気がしてくるわ」


「まーでも、調べてみれば分かるか。もっとも乱橋ちゃんの願いなんて、俺はお酒以外に思いつかないけどな」


「どうかしら。だって毎晩飲み歩いているじゃない、しかも最近はマルベックとでしょ？」


　リサラが言うことも最もではある。毎晩のように呑んでいるのだから、お酒関係の望みならもうとっくに果たされているはずだ。しかも、四級死神とはいえ霊力を測ることが出来るマルベックがいつも一いつ緒しよなのだ。果たされていれば、《イレギュラー》としての覚かく醒せいをその場で気が付いているだろう。


　そして、その場合にマルベックの女子で性格がねじ曲がり旺おう盛せいな出世欲を持つイリアが黙だまっているわけがなかった。


「なるほどな。でも、だとしたら、乱橋ちゃんの魂たましいからの願いとか望みってなんなんだよ」


「そうね……あ、年相応に結けつ婚こん相手を求めてる可能性だってあるんじゃない？」


　リサラが閃ひらめいたっと顔を明るくした。その瞳ひとみには好奇心が少し浮うかんでいる。どうして女の子ってのは、色いろ恋こい沙ざ汰たが大好きなんだろう……と思う良介だ。


「うーん、あの乱橋ちゃんにそういうのは、ちょっと想像しがたいぞ」


「まぁいいわ。幸い、乱橋先生は私達の担任なんだし、魂の本当の願いを聞き出す機会は幾いくらでもあるわよ」


　よしっとリサラが自分に気合いを入れる。


「ま、とにかく今はこの仕事を頑がん張ばらないと」


「……意外だな。作り笑え顔がおで面めん倒どうくさそうにしてたじゃないか」


「あら、良介にはさすがに分かった？」


　あっさりとリサラが認める。


「そりゃ分かるって。普ふ段だんのリサラの笑顔と全然違うからな」


「どういう風に？」


「どうって……硬かたいっていうか、目が笑ってないっていうか、あ、そうそう、抜ぬけてない」


「はぁっ？」


「あ、いや、良い意味で間が抜けてないっていうかさ……普段のリサラの方が、抜けてる感じがするんだよな」


「……私、そんなに油断した顔を良介に見せてるのかしら」


　ぼそぼそとリサラが自問自答する。


「で、そんなリサラがこのクラブピーチに気合い入れて望むってのは、どういう風の吹ふき回しだよ」


「イリアよ」


「イリア？」


「あの腹黒女が、いつの間にか指名数を比べてたのよ。それで自分の方が私よりちょっと多いからって、女の魅み力りよくがどーだのなんだのって嫌みを言ってきたのよっ」


　グッとリサラが強く拳こぶしを顔の前で握にぎる。


「死神界の名門中の名門レストール家の次期当主でもある、このリサラ・レストールが、偽にせ乳ちちでレストール家の死神養成学校の首席を取ったあげくに、裏切ってメルローなんて弱小組織に入った、腹黒陰いん険けん女に負けてなるもんですかっ。ええ、分かってるわよ。死神としての実力で私に勝てないからって、女の子としての魅力で勝負しようっていうんでしょうけど、ふふ、うふふふふふふ」


　リサラがニマァと怖い笑みを浮かべて、低く低く笑う。


「あんな下品な色気を必死に振ふりまいたって、この私の美び貌ぼうと気品、そして美貌には勝てないってすぐに分からせてやるんだからっ！」


　わざわざ美貌を二度宣言して、ノシノシとリサラが歩いて行く。


「まぁ、なんというか……リサラもイリアも、張り合う割には仲が良いというか、同レベルというか」


　苦く笑しようしか出ない良介だ。


「しかし暇ひまだな……」


　延々と誰からもお呼びが掛かからない。待てど暮らせど、女性客は誰だれ一人ひとり良介に声をかけてくれない。時折、自分から売り込みに言っても、変な目で見られるだけだ。


「まぁ、お尻しりの形と胸とかうなじとか絶対領域とか、そういうのが目に付いた時だけ行く俺も俺なんだけど……」


　再び隅すみっこに戻もどり、良介は腕うでを組んだ。


「まぁあれだ。どうせお呼びじゃないんだし、今出来ることをするか」


　そう決めると良介は椅い子すを片手に、よだれ垂らして気持ちよさそうに居眠りしている乱橋の隣となりに座った。


「さてと…………」


　乱橋の耳元に、そっと口を近づける。


「何でも……叶かなう……どんなことでも……思いのまま……」


　ボソボソと良介は囁ささやく。


「う……ううん……」


「ほぉら、望みはなんですか……どんなことでも、叶うんですよ……」


　何度も何度も繰くり返し、乱橋の夢に吹き込んでいく。


（くくく、俺って天才だろ。夢という無防備な深層心理から、直接に魂が本当に望んでいることを聞き出してしまおうというこの作戦。我ながら知性が溢あふれまくってる作戦過ぎて怖こわいぜ）


　絶対の自信を持って、良介はさらに続けた。すると──、


「う[image: ]ぅ、むにゃ……か、加賀……良介……くん……むにゃ」


　良介の名前を口にし始めるではないか！


（うげっ、もしかして乱橋ちゃん、俺に惚ほれてたのかっ。いやだが、イモータルなんて呼ばれるくらい、学生時代から延々と年格好が変わらないって言われてるこの先生だぞ……心の中がまだ高校生でもおかしくはないな。外見は小学生だけど）


　微妙な気持ちになりながら、良介は囁き続ける。


「良介くん……むにゃ……す……」


「す、す……？」


　さすがに良介は、ゴクンと息を呑んだ。


「す……すごくうるさいです」


「え？」


　ぽかんと乱橋の顔を、良介は見てしまった。


「さっきからなんですかぁ。先生の耳元でゴニョゴニョとくすぐったいし、うるさいし……せっかく先生寝ねていたのに」


　いや、そう堂々とサボってた宣言されても……と思う良介だ。


「誰にも相手されないで暇なんですか？」


「うぐっ」


　教師にあるまじき行こう為いだ。生徒の心の傷を遠えん慮りよも容よう赦しやもなくえぐりやがる。


「まぁうん、そんなに役立たずなら……」


「や、役立たず……ふっ、分かっちゃいたけど、正面から言われると、俺のピュアハートが粉々だぜ」


「うん。二軍落ちで、厨ちゆう房ぼうの仕事でもしてたらどうですかぁ。そうすれば、先生も邪じや魔まされずに居眠り出来ますし」


「も、もう少しサボってることを隠かくせよな！」


「うーん、でも先生はクラスのみんなを信用してるんで。トラブルなんて起きないから、先生がまめに観察してる必要ありませんよぉ」


　ニコニコと無責任なことを言い放す教師であった。


「はぁ……でもまぁ、作戦が失敗した以上、おとなしく厨房で働くか」


　仕方なく良介は立ち上がり、厨房へと続く暗幕をくぐった。その背中を見つつ、乱橋はうーんと考え込んだ。


「夢、ううん、何を望んでもいいなら……先生の夢は仕事サボって真っ昼間から呑んだくれること……あ、そうだマルさんを、えへへへ」


　最低の夢を呟つぶやく、アラサー独身女教師だった。





　　　　※　　　※　　　※





「……何しに来たのよ」


　険悪さを隠す気もなく、リサラは目の前の客を睨にらんだ。


「アタイは仮にも教師だよ。その口調はいただけないね」


　面おも白しろくなさそうに、客が口を開いた。


　大きいというより巨きよ大だいという言葉がぴったりな百八十センチを超こえる大おお柄がらな女性だ。飾かざり気けのない紺こんのジャージの上からでも発達した筋肉がよく分かり、白く短い髪かみはザンバラだ。


「では、このクラスに何のご用でしょうか、体育教師に化けているアルカレア・レイギル先生」


　リサラは慇いん懃ぎん無礼な仕草と言こと葉ば遣づかいで、アルカレアの前に置かれたグラスに麦茶を注いだ。


　アルカレアは今の死しに神がみと人間の関係を破は壊かいしようとする《雷神の雹テイールハガル》の高級幹部《四し雷らい斧ふ》のナンバースリーで、トップのガルダーブロウグの命令によって《イレギュラー》捜そう索さくのために桃園学園に体育教師として潜せん入にゆうしている。


　先日には、学校内で《イレギュラー》候補を巡めぐって実際に戦ったばかりだ。


　それまでの、イリアと男子の指名数を張り合っていた学園祭気分は一気に吹き飛び、リサラは一級死神として全身に緊きん張ちようをみなぎらせた。


　そんなリサラをアルカレアが不ふ機き嫌げんそうに睨んだ。


「なんだい。アタイが誰だれかを指名する間もなく押しかけてきたくせに、随ずい分ぶんと刺とげ々とげしい態度じゃないか」


「当たり前でしょう。常識も何もなくて、何をしでかすか分からない相手に、友好的な態度なんて取れるもんですか」


「ふん。言ってくれるじゃないか」


　アルカレアがグイッと麦茶を一息で呑のみ干し、空のグラスをリサラに突つき出す。そのグラスに、リサラは忌いま忌ましさを隠す気もなく乱暴に麦茶を注ぐ。


「目的は《イレギュラー》？　それとも貴方あなた達を裏切ったライファンかしら？」


　リサラは、そう聞きながらアルカレアの顔を探さぐる。


「それをアンタに言う必要性があるとは思えないけどね。もっとも、ライファンの奴やつはもうお終しまいさ」


「どういうことよ」


　自然と敵意がむき出しになってしまう。


　リサラにとって何かと良介にちょっかいをかけるライファンは、邪魔以外の何者でもない。それでも、良介が仲間として認めている以上、リサラもまた受け入れていた。さらには共に戦ったり、同じ時間を過ごしている内にリサラ自身、ライファンのことが気に掛かるようになりつつあるのだ。


「どうもこうもないさ。ライファンは正面切ってあのガルダーブロウグを裏切って、奴を敵に回したんだ。始末される日も遠くはないね。お前達だってガルダーブロウグの恐おそろしさと強さは知っているんだろう？」


「それは……」


　死神の中でも強力な死神だけに贈おくられる《スタンザ》の称しよう号ごうを持つ男、それがガルダーブロウグだ。些いささか変態な面を持つが、かつてレストール家にも所属していた膨ぼう大だいな知識と、強力な戦せん闘とう力を持ち、何度も《グラム》を覚かく醒せいさせた良介と死し闘とうを繰り広げてきている。


　そしてリサラは、ガルダーブロウグに太た刀ち打うちすることすら出来なかった。


「ふん、いやって言うほど分かってるようだね」


　ニヤリとアルカレアが笑う。


「別に貴方が自じ慢まんすることじゃないでしょ。そういうのを虎とらの威いを借る狐きつねって言うのよ」


「なんだってっ！」


　アルカレアがドンッと机を叩たたく。


「だいたい、ライファンのことをああ言ったってことは、やっぱり貴方がここに来た目的は《イレギュラー》、つまり乱橋先生ってことよね」


「そ、それは──くそっ」


　苛いら立だたしげにアルカレアが麦茶を一気呑みし、リサラにはもう用はないと腰こしを浮うかした。その時だ。


「おいおい、何も取って食おうってんじゃないじゃんか」


　チャラい声が響ひびく。


「あの、すいません、こ、困ります」


　女生徒が一人、男の客に絡からまれて逃にげようとしたところ、その手首を摑つかまれてしまっている。


「……なるほど」


　リサラは、意地悪い考えが浮かび、クスリと笑った。


「アルカレア先生」


「……なんだい、気持ち悪い」


　アルカレアが訝いぶかしむ。


「仮にも先生をやっているんだから、生徒を助けてくれるんですよね」


「はぁっ、どうしてこのアタイがそんなことを」


「あら、だって先生でしょ。見殺しにしたなんてなれば、《イレギュラー》捜索どころか、教師を続けるのも難しくなるんじゃ？　その時、あのガルダーブロウグはどう怒おこるのかしらね」


「[image: ]っ……くそっ、後で憶おぼえているんだね！」


　悔くやしそうな顔でアルカレアが立ち上がると、ズカズカとトラブルへと向かい──チャラい男の首根っこを摑み軽々と持ち上げてしまう。


　そのままブツブツ文句を言いながら、職員室へと連行していった。


「とりあえずこれで、一時間くらいは撃げき退たいかしらね」


　リサラは苦く笑しようすると、相も変わらず居い眠ねむりしている乱橋をちらりと見た。


「問題は、どうやってあの先生から聞き出すかよねぇ……はぁ、寝ているんだし、耳元で願いは何かって囁ささやいてやろうかしら」


　我知らず、良介と同じことを考えていたリサラだった。





　　　　※　　　※　　　※





「ふぅ、男はやっぱり仕事の中に居場所を見つけるんだな」


　勤労の汗あせを拭ぬぐい、良介は自分の仕事ぶりに満足して頷うなずいた。


「見ろ、この綺き麗れいさっぱり空になったゴミ箱を！」


　ゴミ集積所の上で何度もゴミ箱を振ふり、何も落ちてこないことを仰ぎよう々ぎようしく確かく認にんしてみる。


「……むなしい」


　厨房に入った後、料理が出来ない良介に任された仕事は……基本なかった。食器洗いには既すでに専門スタッフがいて、机のセッティングにもと、人が足りている中で、辛かろうじてありついたのが床ゆかのゴミ拾いとその片付けだったのだ。


「いやでも、これもまた重要な、そうとも重要な仕事だ……はぁ」


　そう自分に言い聞かせながらトボトボと廊ろう下かを数メートル戻もどった時だ。良介の目の前を、ドタドタと荒あら々あらしい足音を立ててアルカレアが走りすぎた。


「……な、なんだ？」


　あまりの勢いに、ちょっと呆ぼう然ぜんとしてしまう。


「トイレか」


　そう結論に至ると同時に、良介はクラスにたどり着いた。


「良介っ」


　暗幕をくぐって厨房に入ろうとすると、リサラが呼び止めてくる。なぜかは知らないが、かなり不機嫌そうだ。


「どうしたんだ？」


「アルカレアよ」


「ああ、トイレに向かってまっしぐらだったな」


「………………はぁぁぁぁぁ」


　思いっきり深いため息を吐つかれてしまった。


「そんなわけないでしょ。今いま頃ごろ、この奥で乱橋先生と話しているはずよ」


「え……あ、そういえば居眠りしてないな」


　定位置の椅い子すに、乱橋の姿がない。


「客じゃなくて、教師として相談があるって凄すごい勢いで入って来て、そのまま乱橋先生を奥へ連れ去ったのよ」


「乱橋ちゃんの願いを聞き出すためか」


「ええ、それ以外に考えられないわ」


「てっきりトイレだと思ったじゃないか。騙だまされたな……」


「……それは良介が馬ば鹿か過ぎるだけでしょうが」


　やれやれとリサラが首を振り、その後に悔しそうに呻うめいた。


「ああもうっ。こんなことなら、居眠りしている乱橋先生の耳元で願いを言えって囁いて、深層心理に働きかける作戦を実行に移すべきだったわ」


「あ、それダメだぞ」


「え？」


「だって俺がやって失敗したし」


　リサラがキョトンとする。


「……ええと、良介が寝ねている乱橋先生に囁く作戦を、もうやったってこと？」


「おう」


　素す直なおに良介は頷いた。


「…………うう、良介と同じ発想してたなんて。一生の不覚だわ」


　失礼にもリサラが落ち込んだ。そんなリサラに一言文句をと良介は思ったが、いきなり大きな腕うでで横にどかされてしまう。


「うわっ!?」


「どきな、邪じや魔まだよ」


　アルカレアだ。良介をいとも簡単に横に追いやると、猛もう然ぜんと教室から出て行ってしまう。


「なんだ……って、もしかして乱橋ちゃんの願いをもう聞き出したんじゃないか？」


　良介の言葉を聞いたリサラが、慌あわてて厨ちゆう房ぼうの中に入る。


「乱橋先生は？」


　リサラの切せつ迫ぱくした声に、男子生徒の一人がおずおずと暗幕で仕切られた男子スペースを指差した。


「ありがと」


　ニコリと笑え顔がおを男子生徒に返すと、リサラがなんの躊ちゆう躇ちよもなく男子スペースに入っていく。


「おいおい、誰だれか着き替がえてたらどうするんだよ」


　追いついた良介が聞くと、


「誰も着替えてなかったんだからいいでしょ」


　リサラが平然と答える。


　スペースの一番奥には、相も変わらず大平が縛しばり付けられている。そしてリサラの視線の先には、スルメを咥くわえた乱橋と……なぜかマルベックがいた。


「何をやってるんですか……」


　リサラが啞あ然ぜんとしてしまう。それもそのはずで、床に座り込んだ二人の間には、空になったビール缶かんが転がり、その手にはワンカップのお酒が握にぎられているのだ。


　とてもじゃないが、学園祭の真っ最中に担任教師と臨時教師がやることではない。


「何って……ええと、酒しゆ宴えん？　ねぇ、乱」


「うんうん、そーですよ。ねぇ、マルさん」


　マルベックと乱橋が、悪びれることなく答える。


「あのなぁ。昼間っから教師が学校で酒を飲むとか、ばれたら大問題でしょうよ」


　さすがに良介も呆あきれ果てて言うが、当の本人達はあっけらかんとしたものだ。


「あははは、だって今日は学園祭でしょ。つまりお祭りなわけ。お祭りっていったら無礼講じゃないのー。酒飲まずして、どこがお祭りなのよ」


　ボンデージファッションにグラマラスな、ちょっと垂れ始めた胸を包んだマルベックが、ケタケタと笑う。もう出来上がってやがる……。


「そうそう。お祭りですからね。せっかくなんでマルベックさんに電話して、お酒とおつまみを持ってきてもらったんですよぉ」


　ちょこんと座った乱橋が、グビグビとお酒を飲みながら朗ほがらかに笑う。


「ダメ、さすがに私もこのノリは理解不能だわ……」


「その気持ち、よく分かるぞ……。まぁでも、頭を抱かかえてても仕方ないだろ」


「そうね、うん、そうよね」


　軽く自分の頰ほおを叩いてリサラが気合いを入れ直した。


「二人とも、一つ聞いてもいいですか？」


「なんだってどーんと来いってなもんなわけ。ねー乱」


「もちのロンですよぉ、ねーマルさん」


　何が面おも白しろいのかマルベックと乱橋が顔を見合わせながら言い合い、ケタケタ笑う。


「う[image: ]、出来上がってる。あの、アルカレア……先生が来たと思うんですけど、何を話したんですか？」


　リサラが二人の笑いの合間に、なんとか言葉を挟はさんでいく。


「ん、ああ、あの人？　なんだっけ？　忘れちゃったわー」


　マルベックがほんの僅わずかな時間だけ考えて、すぐにグビグビとお酒を飲み出す。それに対して乱橋は、意外にまともに考えてくれた後に、ポンッと手を叩たたいた。


「そうそう。やりたいことは何かって聞かれたんで、お酒が足りないから買いに行きたいって言ったんですよぉ」


「もしかして、それであいつは急いでお酒を買いに行ったんじゃ……」


　猛然と教室から出て行ったアルカレアの姿を、良介は思い出した。だとしたら、なんというかかなり短たん絡らく的なというか……。


「どう考えても、その場の欲求を言っただけよね」


　リサラも同じような感想だったらしい。


　すると、アルカレアが見たことのないスーパーのビニール袋ぶくろを持って、荒々しく中に入ってきた。


「なんだい、アンタら。いいかい、これは──」


　良介とリサラをジロリと睨にらみ何か言おうとしたが、乱橋とマルベックのやんややんやの喝かつ采さいで打ち消されてしまう。


「いやぁ、アルカレアだっけ。見直したわ～。うんうん、意外にいい人じゃないのっ。ほら、ここに座るわけ」


　マルベックがアルカレアの腕を摑つかみ、座るように促うながす。


「なんだい、アタイはね」


「そうそう。折角ですから、懇こん親しん会ですよぉ。やっぱり買ってきてくれた人も一いつ緒しよに呑のんだ方が、場も盛り上がりますし」


　乱橋の提案に、アルカレアは渋しぶ々しぶとその場に座ると、ビニール袋から大量のお酒を取り出し、その中からビール缶を開けた。


「こうなったら仕方ないね。乱橋、アンタを酔よいつぶして色々と聞き出してやる。こう見えて、アタイは酒に強いんで有名なんだよ」


　アルカレアが、グビッとビールを飲む。


「良介、外に出ましょうか」


「いいのか？　アルカレアのやつ、アレでも一応乱橋のこと調べてるつもりだと思うぞ」


　良介の言葉を聞いたリサラがアルカレアをチラリと見て、ふっと鼻で笑った。


「下調べが足りないのよ。乱橋先生の魂たましいからの望みがお酒だったら、今頃毎晩一緒に呑んでいるマルベックが気が付くはずだって、さっきも話したでしょ」


「ああ、それもそうか」


「そうそう。だから外に出ましょうよ。だってここ、お酒臭くさいし……」


　ダメな大人達の宴会に言葉を失い、リサラと良介は暗幕をくぐった。


「うーんでもまぁ、万が一もあるか……良介、お願いしてもいい？」


　再び接客に戻もどろうとしたリサラが、良介に振ふり返る。


「お願い？」


「そ。あの宴会の会話を、時々でいいから盗ぬすみ聞きしててよ。なにかよっぽど盛り上がってきてるとか、異常があれば注視すればいいんだし……それに、もしアルカレアが乱橋先生を酔いつぶしたら、そこから聞き出すかも知れないでしょ」


「ああ、なるほど……でもなぁ」


　あの乱橋を酔いつぶせる人間なんているんだろうか。


「ウワバミで有名な乱橋先生に、アルカレアが勝てるとは思わないんだけどね」


　リサラが苦く笑しようする。どうやら良介と同じことを考えていたらしい。


「ま、ちょくちょく気にしておくよ」


　良介が答えると、リサラは「お願いね」と言い残し、イリアとの勝負の場に戻っていったのだった。
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「どう、何か有意義な情報でもあった？」


　一時間ほどしてリサラが、厨房の中に入ってきた。そのリサラに、良りよう介すけはただ肩かたをすくめる。


「何もなしなの？　まぁ、あのアルカレアが頭を使って聞き出すとか出来るとは思えないし、当然かしらね」


「まぁ、それもあるんだけどさ。それ以前の問題なんだよ」


　うんざりと良介は答えて、そっと三人が飲んだくれているスペースに繫つながる暗幕をめくった。


「どういうことよ……って、[image: ]わ」


　のぞき込んだリサラが、眉まゆをひそめる。


　そこでは乱らん橋ばし、マルベック、アルカレアの三人が確かにまだ宴会の真っ最中だった。でも、マルベックはもう床ゆかに寝そべりながら酒を飲み、アルカレアはふらふらと体を揺ゆらし続けている。しかも二人の口から出ているのは、もうそれが意味のある言葉なんだかよく分からない、へべれけな状態だ。これを会話として聞き取ることは、たぶん話している本人達にも無理だろう。


　そんなマルベックとアルカレアを、乱橋が特に酔った風もなく座りニコニコと見ながら、一人ハイペースで飲み続けているのだ。


「これは……もう盗み聞きしたって意味ないわね」


　暗幕を閉じたリサラの言葉に、良介が続ける。


「意味ないし、そもそも盗み聞きが出来ないとも言えるな」


「案の定って結果よね」


「アルカレアの筋肉も、乱橋ちゃんの酒しゆ豪ごうっぷりには勝てなかったってところだな」


　そう良介とリサラが苦笑しあったところに、美み菜なまで厨房に入ってきた。


「あれ、リサラもここに来てたんだ」


「ええ。ちょっと良介に用事があったんだけど、もう終わったわよ」


「そっか、良かった」


　美菜がホッとした顔をする。


「何か良介に用事なの？」


「え……うん」


　リサラの問いにばつが悪そうに美菜が頷うなずいた。


「いいわよ美菜。約束のことは良介から聞いているから」


「そうなんだ。でも、いいの？」


「他校からたちの悪い男子も来てるみたいだし、こんなのでもボディーガードになるわよ。その代わり、私も後で借りるから」


　そう言ったリサラと美菜が、アイコンタクトを交かわし、互たがいに頷く。良介は完全に取り残されてしまい、何が何だかさっぱりだ。


「なら、休きゆう憩けい時間に入るって伝えてくるね」


「え……あ、ああ」


　厨ちゆう房ぼうを出て行く美菜を見たあと、良介はリサラを向いた。


「どういうことだ？」


「あのね……美菜とデートの約束してるでしょ」


　呆れたとリサラが、良介の胸をトンッと突ついた。


「ああ、あれか」


「そう、それよ。美菜の休憩時間になったんだから、ちゃんと付き合ってあげなさいよ。分かった？」


「そうだな。俺も全然学園祭を回れてないし、楽しんでくるか」


　するとリサラが俯うつむき良介の胸に突いた指先を、そのままグリグリと動かし始める。


「なんだよ？」


「あーえー、その……半分にしておいてね」


「半分？」


「学園祭で回る先を半分にってことよ」


　さらに強く指を押し込んでくる。ちょっと痛いくらいだ。


「まぁ、一時間だっけ休憩時間は。だったら半分回れれば良い方だとは思うけど」


「なら、ええ、ならいいのよ」


　指を離はなし、リサラが顔を上げた。


「いやでも、なんでだ？」


「なんでって……良介、貴方あなたは私が休憩時間で学園祭を回る時に、ボディーガードとかしないつもりなの？　このか弱い私を一人で放ほうり出す気？」


「か弱いだぁ？」


　言った瞬しゆん間かん、リサラに思いっきり睨まれてしまった。


「あ、はい、付き合います。か弱いリサラを守るために付き合います」


「なら約束よ？」


「分かったよ。約束だ」


「うんっ」


　満足そうにリサラは答えると、クルリと良介に背中を向けて──、


「いい、約束だからね」


　そう念を押して厨房を出て行った。


「約束もなにも、そん時に誘さそえばいいじゃないか……わからねぇ」


「約束にするってことが大事って感じかな。私もそうだったから」


　休憩時間に入ることを伝え終わった美菜が、良介に笑う。


「そういうもんか？」


「そういうものなの。じゃ、早さつ速そく行きましょ。時間がもったいないもん」


　美菜がそう言うとドレス姿のまま歩き出す。その隣となりを歩きながら良介は、最近は美菜が色々と積極的になって来ている気がして、少し首を捻ひねった。


（そもそも、今までだったら俺の後をついて来てて、先に歩き出すなんてなかったもんなぁ。何があったんだ？）





　　　　※　　　※　　　※





「リサラ、リサラ。キュールって子が呼んでるわよ」


　良介と美菜が出て行ってから数分後。クラスメイトの女の子がリサラを呼び止めた。


「キュールが？」


「ええ、ほらあそこ」


　クラスメイトが指差した入り口脇わきに、確かにキュールが居た。しかもカエサルまで一緒だ。


「何の用かしらあの子……ま、いいわ。ありがとね」


　リサラはクラスメイトに軽く頭を下げると、早足でキュールに近寄った。


「何よ、その仮装」


　リサラは笑うのを抑おさえて、キュールの姿をまじまじと見た。つばが大きく広がった黒い円えん錐すい形の帽ぼう子しを被かぶり、これまた黒いローブを羽織っている。その隣で大人しく座っているカエサルは、首輪と足首に発はつ泡ぽうスチロール製と思わしき棘とげが無数に付けられていて、さらに額には角まで生やされている。


　所々にチープ感が漂ただよっていて、リサラには仮装にしか見えないのだ。


「……魔ま女じよですわ」


　聞かれたくないことを聞かれたと、キュールが小声で答える。


「カエサルは？」


「カエサルは、魔女の使い魔である地じ獄ごくの番犬ケルベロス」


「クゥン……（俺だってみっともない格好だって思ってるんだよ）」


　カエサルが情けない声で鳴く。


「キュールのクラスの出し物は劇だっけ。かわいそうに、カエサルは巻き込まれたのね」


「オン……（俺を見たクラスの連中がノリノリになっちまってな）」


「いいわよ、カエサルは。キュールなんて……はぁぁぁ」


　がっくりとキュールが肩を落とす。


「魔女が出てくるって、そもそも何の劇をやるのよ。魔女がいる上にケルベロスが出てくるとか、私の知識にはないんだけど」


「ケルベロスは追加設定ですわよ」


「じゃぁなに？」


「……はぁ、白しら雪ゆき姫ひめですわ」
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　心底言いたくなさそうだったキュールが、観念して題名を口にした。


「白雪姫？　え、でもそれで魔女ってことは」


「ええ、そうですわ。リサラお姉様が思ったとおり、白雪姫に毒リンゴを渡わたす意地悪な継母ままははの魔女ですわ」


　その答えに、リサラがポンッとキュールの肩を叩たたいた。


「そう。腹黒さがクラスにもばれてるのね」


「し、失礼ですわねっ。ただ白雪姫は黒くろ髪かみストレートだって意見が多くて、ウェーブが掛かかってるキュールが魔女になっただけですわっ。それに、白雪姫と美び貌ぼうを競きそうんですから、魔女はいわば白雪姫のサブヒロインですわよ！」


　必死にキュールが言いつのる。


「ケルベロスをお供に連れたサブヒロイン？」


「[image: ][image: ]……」


「で、わざわざそのことを愚ぐ痴ちりに来たの？　見て分かる通り、私も忙いそがしいんだけど」


　リサラが教室を指し示す。相も変わらず大だい盛せい況きようで、忙しくみんな働いている。


「そうでしたわ。良介さんが接待してくれるって聞いて来たんですけれど」


　キュールがキョロキョロと教室内を見み渡わたし、良介の姿を探す。


「残念。どこで聞いたか知らないけど、良介は人気なさ過ぎて二軍落ちよ」


「そうなんですの？　確かに『エロ介すけの接待とか信じられない』って言葉を聞いて来たんですけれど……見る目がない連中ですわね」


「まぁ、うん、気持ちは分かるけど……それに、そもそも良介は今、ここにいないわよ」


「なんでですの？」


「美菜とデート中」


「はぁぁぁっ!?」


　キュールが思いっきり驚おどろき、円錐帽子がずり落ちてしまう。


「学園祭見物に言ってるのよ。良介としては、ボディーガードとしてね」


「良介さんとしてはってことは……」


「そこは言わぬが花でしょう？」


「よくお姉様が許しましたわね」


「許すもなにも私に止める権利はないし、それに」


「それに？」


「……後で私も一いつ緒しよに見物するって約束してるから」


　リサラはキュールに告げながら、なんかちょっと気まずくて、誤ご魔ま化かすように右頰ほおを人差し指で搔かいた。


「……ずるい。ずるいですわ」


「ずるいって言われても、クラスメイトなんだから仕方ないじゃない」


「いいや、僕も納なつ得とくがいかないよ」


「ライファンっ!?」


　いつから盗ぬすみ聞きしていたのか、リサラの後ろからライファンが顔を出す。


「僕だってクラスメイトなのに、忙しすぎて良介と会話すら出来てないんだよ？」


「仕方ないでしょ。私だって忙しくて、あまり会話出来てないわよ」


「いいや、してるね。ちょくちょく話してるのを僕は見てるんだ」


「……お姉様、ずるい」


　ライファンとキュールが、揃そろってリサラをジトーッと睨にらむ。


「そんな目をされてもっ」


「決めましたわ。カエサル、今すぐ良介さんの臭においを追うんですわ！」


「オ、オン？（マジかよ。この人ひと混ごみの中で、臭いを辿たどれっていうのか？）」


　カエサルが、耳をピクッと動かしてキュールを見上げた。


「マジもマジですわ。犬の中の犬と呼ばれているカエサルなら、絶対に出来ますわ！」


「……オン（わぁったよ。やれやれ、相手が犬と人間の差があっても、やっぱり男は女の頼たのみには弱いってことか）」


　ゆっくりと立ち上がり、カエサルが鼻を床ゆかに近づけ……歩き出す。


「では、お姉様。キュールは今から良介さんの跡あとを追いますので！」


「もちろん僕も行くよ。そろそろ休憩時間だしね」


「ちょ、ちょっと、せっかく美菜が！」


　慌あわてて止めようとしたリサラを、クラスメイトが呼ぶ。


「リサラ、そろそろ戻もどってよ～」


「あ、うん、分かったわ……って、ああぁっ」


　返事をしている間に、キュールとライファンはもう教室を出てしまっていた……。


「美菜、ごめんなさい……」


　リサラは、心の中で何度も何度も美菜に頭を下げたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





「良介くん、昔一緒に遊園地のお化け屋や敷しきに行ったの憶おぼえてる？」


　お化け屋敷をやっていた三年Ａ組の教室から外に出て、美菜が良介に振ふり返った。


「お化け屋敷？　うーん、何度か遊園地に行った記き憶おくはあるけど、それは憶えてないなぁ」


　残念ながらとりあえず開けてみた記憶の引き出しの中には、美菜とお化け屋敷に行った記憶はなかった。


「もう。あの時の良介くん、すごく頼たより甲が斐いがあったのに」


「俺が？　まさか」


「本当だよ？　だって、怖こわくてしゃがみ込んじゃった私を、泣き声だけを頼りに捜さがし出してくれて……そのまま手を引いて外まで連れてってくれたんだよ？」


「そんなことあったっけ……」


　言われても全然憶えていない。記憶のとっかかりも出てこない良介だ。


　というか、もう幾いくつかのクラスや部活の出し物を見てきていて、そのたびに美菜が色々な思い出を語ってくれるが……本当に申し訳ないことに、良介はそのほとんどを記憶してなかった。


「悪いな、美菜……その俺が忘れっぽくて」


「ううん。良介にとっては、きっと自然な行動だったんだと思う。昔っから困っている女の子は放っておけないんだもんね」


　良介に怒おこった様子もなく、美菜が懐なつかしそうに昔のことを思い出す。


「俺自身いつからそうなったかは、うーん、よく憶えてないんだけどな。女の子の素す晴ばらしさについては、散々親おや父じに語られた記憶はあるんだけど」


「そっか」


「ああ。あとよく憶えてるのは、美菜のおねしょとか──」


「良介くんっ。そういうことをここで言うのは、優やさしくないと思うよ」


　怒られた。


「ごもっともで。悪い悪い。美菜相手だとつい気が緩ゆるんでさ」


「幼おさな馴な染じみだもんね」


「ああ、幼馴染みだ」


　良介が肯こう定ていすると、美菜はピタリと話さなくなってしまう。そのまま、美菜と一緒にいる時にしては珍めずらしく、なんだか少し気まずいまま良介は並んで歩いた。


「ねぇ、良介くん」


　美菜が立ち止まって、ようやく口を開く。


「なんだ？」


「昔はさ、一緒によく歩いたよね」


　再び歩き出して、美菜が楽しそうに笑う。


「まぁな。登下校も二人の時は多かったし、買い物とかもよく一緒に行かされたよな」


「良介くん、お母さんに信用なかったもんね」


「まぁうん、つい余計な物を買って、目的を忘れたなぁ」


「ふふ。だから私がお目め付つけ役やく」


「でも、美菜は押しに弱いからな。結局、いつも俺が余計な物を買うのを止められなかったよな」


「うん、良介くんってばけっこう強ごう引いんだったからね」


「ふっ、欲ほしい物には一直線だ」


「ねぇ、良介くん。これは憶えてるでしょ？」


「何をだよ」


「昔は、よく手を握にぎって歩いてたってこと」


「……あー、そういえばそうだな。いつ頃ごろまでかは、ちょっと憶えてないけど」


　顎あごに手を当てて、良介は思い起こした。小学校高学年だったような気もするし、もっと前だった気もする。やっぱりよく憶えてない。


　が、やっぱり美菜はちゃんと憶えていた。


「小学校四年生の夏だよ」


「そうだっけ」


「うん。クラスの男の子がエッチな本を拾って……良介くんが大興奮して見ていた日から、手を握ってくれなくなったの」


「なるほど……女体のエッチさに目覚めたせいで、恥はずかしくなったんだろうなぁ、きっと」


「そうなのかな」


「なんかそんな気がする」


「そっか……ねぇ、良介くん」


　並んで歩く美菜が、少し良介との距きよ離りを縮めて話しかけてくる。


「久々に、手を握って歩かない？」


「え……手を握る？」


　言葉の意味を理解した途と端たん、なぜかリサラに睨まれた気がして良介は、びくっと美菜との距離をつい離はなしてしまった。


「い、いやでも、学校内だし」


「別に校則で禁止されてないよ」


「まぁ、それはそうだろうけど……」


　比ひ較かく的自由な校風の桃もも園ぞの学園だ。


「あーいや……あ、ちょっと待っててくれ。トイレ行ってくる」


　返答に窮きゆうしているとトイレマークを見つけて、良介は即そく座ざに飛びついた。そんな良介に、美菜は怒るわけでもすねるわけでもなく、


「うん。待ってるね」


　と、いつも通りの優しい笑顔を向けてくれた。


　なんというか、それが却かえって心に重く感じてしまう良介だ……。


「…………ふぅ」


　トイレに入ると、元々はそんな気は無くてもちゃんと使ってしまう、そんな習性がある良介だ。ちょいとすっきりして、手を洗った。


「いやでも、どう答えるよ。美菜とだから手を握っても別に悪くはないんだけど……なんだか、どうにも、違ちがうんだよなぁ」


　小さい頃ころとは、今の「手を握る」って行こう為いは意味合いが違う気がする。そしてそれは確信に近い。


　だから、おいそれと気安く女の子の手を握ることには抵てい抗こうがあった。


「…………ああ、トイレから出る時に手を拭ふき忘れたってことにするか。そうすれば、とりあえず今は、その話題じゃなくなるだろう。うん、我ながら名案だ」


　うんうんと頷うなずいて良介はごしごしと手を……ズボンで拭いた。ハンカチは、ない。


「悪い、待たせたな。いやぁ、ついつい手を洗うのを……あれ？」


　努めてひょうきんな素そ振ぶりで良介がトイレから出てくると、美菜がいない。キョロキョロと周囲を捜すと、すぐ近くに見知らぬ学校の制服を着た男達が背中を向けて円を作ってる。


「まさかっ」


　慌てて円に近づくと、一いつ斉せいに威い嚇かくされてしまう。だがその行為のせいで、円の中に視線が通る。


「美菜っ」


「りょ、良介くんっ」


　名前を呼ぶと、美菜が泣きそうな声を上げて良介に近寄ろうとする。


「おいおい、まずは俺達の用件からにしてくれよ」


　チャラい男が、腕うでを伸のばして美菜の前をふさいでしまう。


「お前らっ」


　割り込もうとした良介を、他の連中が押し出す。


「くそっ。伊だ達てに最近鍛きたえ続けてるわけじゃないんだ」


　腰こしを下ろしググッと力を入れて、邪じや魔まする連中を押し戻す。


「なっ、くそっ、こいつ思ったより力が」


　一人が予想外の力に驚おどろくが、美菜ににじり寄るチャラい男は余よ裕ゆうな顔だ。


「おいおい。あの筋肉女教師なら分かるけど、そんなしょぼい奴やつに負けるなよ？」


「ちっ、分かってるよ」


　一人が舌打ちと共にチャラい男に振り返る。


　良介は、その瞬しゆん間かんに咄とつ嗟さに体が動いた。ガルダーブロウグと何度も戦ってきた経験のおかげか、男が見せた隙すきに体が自然と反応したのだ。


「うあっ!?」


　男の腕の下に体を放るようにして潜もぐり込み、一気に美菜の所まで転がる。


「きゃっ!?」


　勢い余って美菜の足あし下もとまで転がって、半ば彼女に体当たりになってしまった。


「わ、悪い」


「ううん、平気だよ」


　尻しり餅もちをついた美菜が、良介に全然痛くないと笑いながら首を振る。


「ならいいけど……問題はこれからか」


　ほっとした気分もつかの間、良介はこめかみをぴくぴくと痙けい攣れんさせているチャラい男を睨にらみながら、美菜を背後に庇かばうようにしてゆっくり立ち上がった。


　美菜の側そばに来ることは出来た。


　でもそれは、どう見ても優等生には見えない、というか控ひかえめに言っても不良達に取り囲まれているただ中に来たってことだ。


　彼らがこのまま良介と美菜を笑顔で送り出してくれるとは、到とう底てい思えない。


「さて、どうするか──」


　ビリッ。


　何かが破れた音がした。そして即座に続く美菜の悲鳴。


「キャァァァッ!?」


　慌あわてて見下ろすと美菜の巨きよ乳にゆうを支えている右側の布が、良介の携けい帯たいストラップの金具に引っかかり……破けてしまっていた。


　支えを失ったドレスはバサリと下に落ち、大きさと柔やわらかさと弾だん力りよくを全すべて兼かね備えた美菜のおっぱいがブルンッと肌はだ色いろを晒さらしたのだ。


「って、肌色っ!?　え、ノーブラ!?」


　良介の目が、いや男達全員の目が点だ。


　必死に美菜がおっぱいを両腕で隠かくすが、その柔らかなおっぱいに腕が沈しずみ込み、たわわなその豊かさをより強調してしまう結果になっている。


　両腕のあちこちからはみ出る、そのおっぱいのボリュームといったら、もう！


「くっ、くぅぅぅぅうっ」


　ドクンッ。良介の魂たましいの奥底が、生きる力がエッチな刺し激げきに激しく反応し出す。


　それと同時に、良介の右腕に装着されたブレスレット《グレイプニル》が、貪どん欲よくに良介の生きる力を吸い上げ始める。


　エッチな刺激に反応すればするほど、エッチな魂が去勢されていってしまう……。


　結果、良介は美菜のおっぱいに大興奮なのに、体はシーンと何も反応しない生殺し状態に追いやられたのだった。


「う、うおぉぉぉぉぉんっ、くそぉぉぉ」


　良介は泣いた。こんな極ごく上じようのおっぱいシチュエーションを見て、なんの反応も示せない自分の息子むすこのために、むせび泣いた。
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　ブチブチとボタンを破りながら良介はＹシャツを脱ぬぎ捨て、美菜の肩かたに掛かける。おっぱいが大きすぎて、それだけでは半分以上露ろ出しゆつしてしまうが、美菜が慌てて両手で裾すそを合わせて、なんとか隠す。


「お前らに見せるおっぱいなんて、ない！」


　ビシッと男達を指差し、はたと美菜に振ふり返る。


「ああ、でもっ。白いから、それだけだと乳首が見えちゃうのか！」


「……ちゃんとシリコン製のニップルカバー付けてるから」


　美菜がＹシャツの裾で胸を隠しつつ、恥ずかしそうに言う。


「ニップルカバー？　ニップルって乳首のことだよな」


「良介くん英語の成績悪いのに、どうしてこういうことだけ知ってるの……」


「男の子だからな」


　確信を持って良介は答える。


「なるほど、乳首を包み隠すものか。そんなものがあるなんて、おっぱい……お前って奴はまだまだ神秘に溢あふれてるな。でもなんでブラジャーじゃないんだ？」


「このドレス、背中も肩も開いてるから、ブラジャーの紐ひもが隠せないから……」


「リサラは、そういったのに対応したのがあるって言ってたぞ？」


「持ってないし……買おうと思ったんだけど、その、ええと……大きすぎてサイズが」


　真っ赤になって美菜が答える。


「なるほどな。納なつ得とくだ」


「でも、良介くんＹシャツありがとう……ボタン、後で付けるね」


「美菜は裁さい縫ほう上う手まいも……ん……な」


「良介くん？」


「あ、いや、なんでもない」


　目が離せない。自分のＹシャツでも隠しきれない胸の谷間が目に飛び込んできて、どんどんとエッチな魂が《グレイプニル》に吸い込まれていく。


　しかも、あのＹシャツは今さっきまで自分が着ていたものなのだ。つまり、乾かわいた汗あせとかが滲にじんでいる。


　今、美菜のおっぱいは……裸はだかになった上半身は、良介の汗に包まれているのだ。


　なんか、すごく背徳的な興奮──劣れつ情じようを催もよおしてしまう。


（って、相手は美菜だぞ、美菜……くそっ、最近の俺は美菜にも興奮するとかおかしいぞ！）


　心の中で必死に劣情を追い払はらう。
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　が、どうしても視線を谷間から外すことが出来ない。


「良介くん……そ、そんなに見つめられると恥はずかしいよ」


　美菜が、ぎゅっと胸をより隠しながら赤い顔で俯うつむく。髪かみの毛が掛かった耳も、既すでに赤い。その恥じらいが、良介のエッチな魂をズキューンと射い貫ぬいてしまう。


「ふ、ふおぉぉぉぉ……なぜだ、くっ、いかん、鎮しずまれ俺の魂っ！」


　そう良介が自分に向かって叫さけぶと、スッとライファンが隣となりから顔を出してきた。


「なるほどね。このシチュエーションは、興奮するのも分かるかな。美菜、君はやっぱり素す晴ばらしいおっぱいの持ち主だよ」


　レズでもあるライファンが、しげしげと美菜のＹシャツ一枚に包まれたおっぱいを眺ながめる。


「ライファン……え、なんで？」


「まったく、なんでじゃありませんわよ」


　今度はキュールがやれやれとやって来て、美菜の前に立った。


「美菜さん、今はこの黒ローブを羽織るといいですわ」


　魔女仮装の黒いローブを、美菜の肩に掛ける。


「オンッ（良介。女に興奮するのは、守り切ってからだぜ。それが男の流りゆう儀ぎってもんだ）」


　カエサルが、チャラい男の頭を前脚で押しつけながら、良介を諭さとした。


「くっ……確かにそうかも知れない」


「バウッ（そうさ。それに安心した時こそ、女って奴は心と体が無防備になるもんだ）」


　そしてグリグリとチャラい男の頭を床ゆかに押しつける。


「オンッ（それを無理矢理こじ開けようなんて、無ぶ粋すいにも程ほどがあるってもんだ。だからモテやしないんだ）」


「ちょっと待て、カエサル。ええと、俺と美菜を取り囲んでいた連中は？」


「……バウ（後ろからお前を殴なぐろうとしてたんでな。咄嗟に俺が飛び込んでぶっ倒たおした）」


　得意がるわけでもなくカエサルが平然と答える。


「残りは僕とキュールさんで片付けておいたよ」


「あんな連中、死しに神がみの力を使わなくったって朝飯前ですわ。というより、油断しすぎですわよ」


「全くだよ」


　ライファンとキュールが、呆あきれながら良介を見る。


「面めん目ぼくない……」


「それと美菜さん」


　キュールが間近で美菜の顔を直視する。


「な、なに？」


「ずるいですわ。クラスメイトの職権乱用です」


「本当だよ。一人で楽しもうっていうのは、些いささか感心しないよ」


　ライファンまで同調して、美菜を問い詰つめた。


「……やっぱり、そうかな？」


　美菜の答えに、キュールとライファンが同時に頷うなずく。


「あははは、なら残り時間はみんなで回ろうか？」


　キュールとライファンが、またもや同時に頷く。そんな二人に美菜が微笑ほほえみ、ローブを纏まとったまま立ち上がった。その足あし下もとに、カエサルがそっと体を寄せる。


「オンッ……（いいのか、美菜？）」


「うん。もう十分に楽しんだし、いっぱい守ってもらったから。ちょっと残念なこともあったけど、私は満足だよ」


「……（ならいいけどな……）」


　ちらりと美菜の顔を見上げてから、カエサルが足下を離はなれ……なぜか良介の足を踏ふんで後ろに下がった。


「いてぇっ……なにすんだよ！」


　良介が抗こう議ぎをすると目で「しっかりしろ」と怒おこられてしまった。何がどうしっかりなのか、よく分からない良介ではあるが。


　そして、美菜のドレスの応急処置をしてから、四人と一匹ぴきが学園祭を満まん喫きつするために歩き出した。


　終始美菜は、機き嫌げん良さそうに笑っていた。


　良介には……そう見えたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





　屋上に設置されたベンチに女の子が一人座っていた。


　小学生高学年程度の年ねん齢れいだろうか、薄うす手でのジャケットに付いたフードを深く被かぶり、ホットパンツから伸のびた健康的な細い脚を無防備に伸ばしている。


　そんな彼女が、眼下の校庭を行き交かう人々をどこか冷めた目で眺めつつ、右手に持ったフランクフルトを口に含ふくみしゃぶっていると、スマートフォンらしきものの着信音が小さく鳴った。


　画面をタッチすると、ガルダーブロウグの顔が映る。


「んっ……何かご用ですか、ガルダーブロウグ」


　フランクフルトから口を離し、少女が淡たん々たんと答える。


『学園祭を満喫しているようだな』


「冗じよう談だん。これから飼う対象を観察しているだけです」


『人間の営みも、まぁ面おも白しろいものなのだがな』


「そうやって馴なれ合うから、加か賀が良介に後おくれを取るんです。しかも連中に杉すぎ浦うらという仮装がばれて、おかげで僕が潜せん入にゆうする羽目になった。死神界での工作を終えてはいなかったんですよ」


　言いたいことを言ってから、少女が再びフランクフルトを咥くわえる。


『お前の仕事ぶりには満足しているさ。五う月る蠅さい幹部連中はあらかた始末してくれたからな。おかげで私が治ち療りように当たっている間に、《雷神の雹テイールハガル》はほぼ手中に落ちた』


「んっ……しかし、レストールを筆頭とする死神組織への工作は終わってませんよ」


　フランクフルトを一度離して喋しやべり、また口に含む。皮表面の味がよほど気に入ったのか、何度も何度も口の中で舐なめ続けている。


『それは構わんさ。無む尽じん蔵ぞうの霊れい力りよくを生み出す《ファヴニール》の取り込みは間もなく終わる。後は《イレギュラー》を手に入れ、その霊力で起動するだけだ。そうすれば私に敵かなう死神など存在しない』


「大した自信ですね」


『死神学校を、暴れすぎで放ほうり出されたお前が試ためしてみるか？』


「冗談。けれども、《ファヴニール》は貴方あなただけにしか作用しない。一人の力では限界があります」


『そのための《イレギュラー》でもある。あの膨ぼう大だいな霊力は《ファヴニール》の起動後にも使える。あれだけの霊力があれば、死神界の全すべての組織を制圧することなど容易なことだ』


「《イレギュラー》への仕込みは、機を見て行います」


『連中に気が付いた様子はあるか？』


「いいえ。連中も、それにアルカレアもまだ踊おどっています」


　唾だ液えきの付いたフランクフルトで空中に円を描かき、少女が言う。


『単純で助かるというものだ。で、踊っているアルカレアの利用はどうなっている』


「乱橋の願望のために案の定お酒を要求してきたので、興奮作用の術式を掛かけて渡わたしてあります。あと一時間もすれば効果が最大となるでしょう」


『お前が闘とう牛ぎゆう士しというわけか』


「まさか。闘牛士は僕ではありません。僕は闘牛場に、興奮して最大限の力を出すように用意した闘牛を導くだけ」


『そこで《折れた剣けんグラム》と加賀良介の力を測るか。見境がなくなったアルカレアを相手にしては、《グラム》を使わざるを得ないだろうからな。ま、いい。アルカレアと、あの裏切り者の始末は任せたぞ、ヘルガ』


　そう言ってガルダーブロウグが電話を切った。


　ヘルガ・キヴィレフト、それが少女の名前だった。時にテロリスト集団と言われる《雷神の雹テイールハガル》の高級幹部《四し雷らい斧ふ》の第二格に座る見習い死神だ。


「……好き勝手言いますね」


　呟つぶやいてヘルガがまたフランクフルトをしゃぶった。と同時に、再び着信音が鳴る。


「なんですか」


『ところでな、ヘルガ。そのフランクフルトはしゃぶるんじゃなくて、嚙かんで食べるものだぞ』


「……………………先に言って下さい」


　真っ赤になりながら、ヘルガはフランクフルトをまた口にし、初めて嚙んだ。肉の味がようやく口の中に広がっていく。
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「あ、美お味いしい……」


　ヘルガ・キヴィレフト。


　大きすぎる力故ゆえに死神学校で数あま多たの見習い死神を半殺しにし、逃とう亡ぼうした少女なのだ。


　おかげで知識も常識も、あんまりなかった……。





　　　　※　　　※　　　※





「遅おそい！」


　良介達が二年Ｂ組クラブピーチに戻もどって来ると、待ち構えていたようにリサラがいきなり怒ど鳴なってきた。


「休きゆう憩けい時間をもう十五分もオーバーしてるわよ。良介だけならまだしも、美菜まで一いつ緒しよにいたのに大おお幅はば遅ち刻こくよ」


「ごめんなさい……」


　申し訳なさそうに美菜が頭を下げる。


「どうせ、遅れて休憩時間を取ったライファンに合わせたんでしょ」


　リサラの指し摘てき通りだった。良介と美菜より遅れて休憩時間に入ったライファンが教室に戻る時間は、当然ながら二人よりも遅い。ただ学園祭を一緒に回り楽しんでいる間に、うっかりそのことを失念してしまったのだ。


「すまない。僕がそのことに気が付くべきだった」


　間に入ったライファンに、リサラが首を振ふる。


「貴方は時間通りなんだから、どこも悪くないわよ。悪いのは、良介と美菜」


　きっぱりと断言だ。実際その通りで、良介もまた美菜に続いて頭を下げた。


「悪かった」


「ふんっ。時間も忘れるくらいさぞ楽しい時間を過ごしたんでしょ。良かったわね」


　随ずい分ぶんと嫌いやみたっぷりなリサラの口調で、つい良介の言葉も刺とげ々とげしくなってしまう。


「いや楽しかったけどさ、何もそんな風に言わないでもいいだろ」


「そんな風ってなによ」


「嫌みたっぷりってことだよ」


「嫌みたっぷりですって？　私は単に遅れた理由を指摘しただけよ」


「何がだけ、だよ。思いっきりリサラの感情が入ってたじゃないか」


「良介の耳が悪いんじゃないの。だいたい、謝る方がなんで逆に怒ってるのよ」


　正面から、リサラが良介をきつく見み据すえた。その怒り顔に良介もまた睨にらみ返す。


「だからさっき謝ったじゃないか。それをいつまでもネチネチほじくり返してるのは、リサラの方だろうが」


「ネチネチですって？」


　ピクンと眉まゆが跳はね上がる。そんなリサラを良介は鼻で笑った。


「ああ、そうとも。ネチネチネチネチしつこくさ」


「ふうん、そう。遅ち刻こくしてきたくせに、そうやって人のことを笑うのね」


　リサラが侮ぶ蔑べつするような目付きになる。


「あ、あの、お姉様も良介さんもその辺りに……」


　キュールが割って入ろうとするが、リサラと良介に睨まれて……すごすごと下がり、


「あ、あらキュールもそろそろ戻らないといけない時間ですわ。ええと、それではまた後で」


　わざわざ言い訳を口にして逃にげだそうとした。が、その肩かたをライファンに摑つかまれてしまう。


「キュールくん。さっきまだまだ時間あるって言ってたよね」


「[image: ]、[image: ]ぐ……余計なことを言いますのね」


　恨うらみがましい目でキュールがライファンを見る。その足あし下もとではカエサルが欠伸あくびだ。


「今は、協力してあの言い争いを宥なだめるべきだよ」


「そんな無理難題……ねぇ、美菜さん」


「…………」


「美菜さん？」


　何も答えずに、美菜はじっと良介とリサラを見ている。その視線の先で、良介とリサラの言い争いは続いていた。


「遅刻したことはもう謝ってるだろっ。それをいつまでも、しつこく言いやがって。だいたいリサラはヒステリーなんだよっ」


　知らず知らずに、良介は声が大きくなっていってしまう。それはリサラも同じだ。


「悪かったの一言だけじゃないのっ。あれで反省？　はっ、どこがよ。それに私がヒステリーですって？　自分の態度が悪いのを、そうやってよくもまぁ私のせいに出来るわね！」


「あれが反省に聞こえないのは、リサラの心が狭せまいからだろっ！」


「ほら、そうやってまた人のせいにしてっ！」


　良介とリサラの間で、バチバチと視線がぶつかる。


　教室の入り口で始まった言い争い──というより口くち喧げん嘩かは、今や生徒やお客の注目の的になりつつあった。


　もちろん良介もリサラも互たがいに集中しているせいで、そのことに気が付いていない……。


「ああもうっ。良介っ、貴方みたいな無責任人間とはもう口を利ききたくないわ！」


「それはこっちの台詞せりふだよ、このヒステリー！」


　互いに肩を怒いからせてにらみ合い、同時にフンッとそっぽを向いた。


「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、五月蠅い、五月蠅いったらありゃしないよ！」


　いきなり怒ど号ごうが教室中に響ひびいた。暗幕をビリビリと引き裂さいて、アルカレアが出てくる。


「ギャーギャーピーピー、気持ちよく酒が飲めないじゃないかっ。だいたい、喧嘩ってのは口じゃないんだよ。この腕わん力りよくでやるもんだ！」


　濃のう厚こうにアルコールの臭においを撒まき散らしながら、近づいてくる。さすがに良介もリサラも、口喧嘩を忘れて啞あ然ぜんとアルカレアを見てしまう。


「って、なんだい。加賀良介とリサラか、喧嘩してんのは」


　アルカレアがボキボキと組んだ拳こぶしを鳴らす。


「この喧嘩、アタイが買ってやる。二人まとめて、今日こそ叩たたき潰つぶしてやるよ！」


　完全に意味不明、理り屈くつが破は綻たんしている。


「何を言ってるんだ、アルカレア」


　ライファンが、アルカレアに駆かけ寄り──いきなり吹ふき飛ばされた。


「ぐあぁっ!?」


　どかすではなく、裏拳で思いっきり殴なぐったのだ。そのせいで、ライファンが机を巻き込みながら床ゆかに転がる。


　一いつ斉せいに教室に悲鳴が上がった。


　生徒達が逃げ散る。


「酔よっ払ぱらって、理性を無くしてやがるのか？」


　良介はそう呟きながら、リサラの背に近づいてくるアルカレアの前に出た。


「そうとしか思えないけど……だとすると、まずいわね」


　リサラが良介を押しのけて前に出る。


「あのなっ。今、意地張っても仕方ないだろ！」


「良介に言われたくないわよ。喧嘩してる真っ最中の相手を庇かばおうとする、普ふ通つう」


「それが俺だ！」


　ドンッと良介は自分の胸を親指で指差した。その仕草にリサラが苦く笑しようする。


「分かってるわよ、もう。って、そうじゃなくて……まずいわよ。理性が飛んでるなら、死しに神がみの力を使いかねないわ」


「ちょっと待て。それってこっちも……」


「使わないと、タダじゃすまないでしょうね」


「いやでも、ここで使ったら」


「そりゃ、私が死神って一発でばれるわよ」


　リサラが、机を無造作に搔かき分けてノシノシと歩いてくるアルカレアを睨みながら言う。


「そんな……ねぇ、逃げればいいんじゃないかな」


　美菜が良介とリサラの後ろに来た。


「あの様子だと、地の果てまでも追って来そうですわよ」


　キュールがうんざりと言う。


『いい手があります』


　いきなり、良介に淡たん々たんと声が掛かけられた。


「え？」


　キョロキョロと周りを見回すが、良介だけにしか聞こえていない様子だ。


『死神とばれないで戦える場所が、あります』


　また聞こえてくる。その声はどこかで聞いたことがあるようなないような……。


（あっ……痴ち女じよ騒そう動どうの時に、ガルダーブロウグに話しかけた奴やつの声だ！）


　戦おうとするガルダーブロウグを撤てつ退たいさせた声に、そっくりだ。


『その通りです。僕達としても、アルカレアにここで死神の力を使われたくない。と言って、今のアレを止めることは厳しい。ですので、人目につかない場所を提示します』


（……分かった。どこだよ）


　胡う散さん臭くさい。もの凄すごく胡散臭いのは確かだが、今は贅ぜい沢たくを言える場合ではなかった。ほとんど考えることなく良介は、相手に乗ることを決断した。


『プロレスリング。あそこは今、誰だれも使っていません。貴方あなた達が来るまでに、戦せん闘とうが外に影えい響きようしないよう結界を掛けておきます』


　相手の言葉に頷うなずき、良介は一同に振り返った。


「俺に考えがある。とにかくプロレスリングまで走ってくれ」


「え、でも……あそこだと」


「そりゃテントで隠かくれてますけど、戦ったりしたら外にばれますわよ」


　美菜とキュールが、疑問を口にする。


「……分かったわ」


　リサラだけが一いつ瞬しゆんためらったものの、すぐに頷いてくれた。


「とにかく今は良介の考えに従いましょう」


　そう言ってリサラが走り出す。そんなリサラに並走して良介は、苦笑いと共に頭を下げた。


「悪いな」


「遅刻のこと？」


　悪戯いたずらっぽくリサラが笑った。


「あのなっ、まだ言うのかよ」


「冗じよう談だんよ、冗談。ま、悔くやしいけど意外に良介のことを、私は信用してるみたいね」


　微笑ほほえむ。そのリサラの微笑みに、良介の心臓がなぜか跳ね上がってしまうのだった。


　そんな二人の様子を、走りながら美菜もまた見ていた……。






　三章　のばなしな猛牛










「噓うそ、これって結界が張られた？」


　午前中、ロメロスペシャルを掛けられたリングに上がったリサラが、周囲を見み渡わたしながら驚おどろきの声を上げた。


「間ま違ちがいありませんわ。《隔離の小島リユングヴイ》が張られましたわね」


　キュールが、入り口から入ってきたアルカレアを油断無く見つつ答えた。その横では美み菜ながゼイゼイと荒あらい呼吸をしている。


「ど、どういうことなの？」


「キュールが聞きたいですわ」


「良りよう介すけ、何か知ってるの？」


　キュールとリサラが良介に振ふり返った。


「いや、俺もよくは分からないんだけど……ガルダーブロウグの仲間っぽい奴が提案してきたんだよ。自分達もアルカレアが死神だってばれたくないから、結界を用意したここに来いってさ」


「……胡散臭いわね」


　リサラがアルカレアに再び振り返り、ボソリと呟つぶやく。


「いや、俺もそう思ったけど……他にどうしようもなかっただろ」


「その通りね」


「それより、アルカレアの奴……完全に目が血走ってるぞ」


　バッファローか何かのように荒い鼻息を吐はき、目はつり上がり、口元は歪ゆがみ、今にも突つっ込こんできそうな雰ふん囲い気きだ。


　すると、アルカレアがいきなり叫さけぶ。


「《装束デイスラード》！」


　ジャージが解体されていき、周囲の塵じん芥かいと共にアルカレアを巻く。やがてそれはアルカレアの体へと纏まとわり付き、赤しやく銅どう色の鎧よろいと化した。


　鎧には無数の血管のようなものが通り、ドクドクと脈打っている。


　そして虚こ空くうに手を伸のばし、摑つかんだ。


「来るんだ、《野牛の鎌ウル・プラデユール》」


　鎌というよりも、まるでハンマーの様に無骨なポールウエポンを何もない空間から引きずり出し、軽々と頭上で振りまわしてからアルカレアが肩かたに担かついだ。


「ガルダーブロウグが復活させた、黄昏たそがれの戦い以前の《装束デイスラード》に改造した武器ですわね。しかも、この間の痴女騒動の時より迫はく力りよくがあるんですけど……」


　キュールが呻うめく。


「はっ、当然だろ。なんの遠えん慮りよもなく、人間の犠ぎ牲せいが出たってお構いなしで好き放題暴れていいって言われてるんだ。そうとも、加か賀が良介、お前が死んじまっても構わないってね！　ははははははっ、今日のアタイの筋肉をこれまでと同じと思わないことだね！」


　言い終わるや否いなや、ボンッとアルカレアの筋肉がパンクアップする。わざわざ身に纏まとった《装束デイスラード》が吹き飛ぶんじゃないかという勢いでだ。


「さてと、さっさとお前らも戦闘準備するんだよ。そして、徹てつ底てい的に破は壊かいして絶望させてやるからさぁ！」


《野牛の鎌ウル・プラデユール》の先せん端たんをリングに向けて、アルカレアが怒ど鳴なる。


「仕方ないわね……《装束デイスラード》」


「やれやれキュールも付き合いますわ……《装束デイスラード》」


　リサラとキュールが、術式を唱えて死神装束を身に纏う。アルカレアのソレとは違ちがい、鎧ではなく黒いなめし革のような生き地じが体を包んだ。


　そしてリサラは赤黒い死神の鎌《カルヌーンプラデュール》を呼び出し、キュールはカエサルの魂たましいに刺さされた《龍りゆう殺しの剣けんリジル》を引き抜ぬく。


「ふんっ。それでアタイに勝てると思ってるのかい！」


　アルカレアが地面を蹴けり、突とつ進しんを始めた。その迫力を正面から受け止めつつ、リサラが叫ぶ。


「キュール、少し時間を稼かせいでちょうだい！」


「ええぇっ……[image: ][image: ]、仕方ありませんわね。カエサル、行きますわよ！」


「オンッ（野や獣じゆうの狩かりには、犬の助けが昔から必要だしな）」


　キュールとカエサルが、リングから飛び降りる。その様子を見つめたまま、リサラがキュールに声をかける。


「……美菜、なるべく離はなれてて」


「……うん」


　リサラの言葉に素す直なおに従い、美菜が離れていく。そしてリサラが良介に振り返った。


「良介、貴方には聞かないわよ」


「逃にげられるもんなら逃げたいぞ」


　震ふるえる足を隠そうともせず、良介が正直に言ったせいでリサラがずっこけた。


「あ、あのねぇ」


「まぁでも、俺の場合はアルカレアのターゲットにもうなってるからな。逃げたって追いかけられるだろ？」


　肩をすくめると、良介は右手をリサラの前に差し出した。


「《グラム》を使う気なんだろ？」


　黄昏の戦い以前から伝わる《旧ふるき五つ》の一つ《折れた剣グラム》。良介の魂奥深くに突き刺さされた《グラム》の使用回数に限度が出来たため、その鞘さやから作られた《グレイプニル》が封ふう印いんとなっていた。


「多くて五回スタートで二回使ったから、今日使ってもまだ平気ってわけだ」


「おそらくはだけどね。それに、あのアルカレアを相手にするなら《グラム》の力が必要よ」


　リサラが、その細く白い指で《グレイプニル》の表面を覆おおっている革を勢いよく剝はぎ取った。


「ちゃんと《グラム》を呼び出してよね」


　そう言葉を残して、リサラもまたアルカレアに向かう。


　良介は目を閉じて、呼びかけた。


「《グラム》……」


（よう相棒。どうやら俺の出番らしいな）


　意表を突くほどあっさりと《グラム》が良介の呼びかけに答える。


「ああ、お前の出番だ」


（しかしいいのか？　俺にも分かるほど、蓄ちく積せきしてる霊れい力りよくは減ってるぞ）


「そんなにか？」


（ああ）


「……と言ってもな」


　良介はリサラとキュールに目を遣つかった。


　アルカレアの周囲を飛び跳はねているようにしか見えない。つかず離れず纏わり付き、連れん携けいしながら戦っている。


　いるが、《野牛の鎌ウル・プラデユール》の攻こう撃げきを避さけるので手て一いつ杯ぱいで、まともにヒットしていない。


　アルカレアに最も接近し、脅きよう威いを与あたえているのがカエサルといった有様だ。


「《グラム》……戦うぞ！」


　良介は胸の上に手を置き、何も無い空間を摑み、引き抜いた。


　柄つかがある。


　そしてズルリと刀身が良介の胸から引き抜かれていく。


　飾かざり気けもなにもない、武器としての機能しかない無骨な剣──《折れた剣グラム》だ。柄の末まつ端たんから魂へと伸びた鎖くさりがじゃらじゃらと鳴り響ひびく。


　と、いきなり《グレイプニル》から無数の縄なわが蛇へびのように鎌かま首くびをもたげる。一瞬、ゆらゆらと揺ゆれたと思うとすぐに猛もう烈れつな勢いで右みぎ腕うでと刀身に巻き付いていく。


　まるで《グラム》を押さえ込むように巻き付くが、良介は気合いと共に一気に《グラム》を、《グレイプニル》の縄を引きちぎるようにして抜き放った。


「ぐっ……」


　右腕に巻き付いた縄は、いつしか肩から右胸までも隙すき間ま無く埋うめてあたかも黒光りする鎧のように変質している。


　それはまるで《グラム》と一体の鎧のように、無骨で飾り気がない。


「徐じよ々じよに長くというか、元通りになってきてないか？」


《グラム》の刀身を良介はまじまじと見た。《ファヴニール》が奪うばわれる前、《グレイプニル》も何もなかった時の《グラム》の刀身に近くなってきている気がするのだ。


「ま、今はそれどころじゃないか。行くぞ、《グラム》！」





　　　　※　　　※　　　※





　時間は少しだけ遡さかのぼる。


　キュールはリサラに時間を稼ぐように言われて、突進してくるアルカレアの前に立ちはだかった。


「邪じや魔まだってんだよっ、小こ娘むすめが！」


　アルカレアが全く速度を落とさずにそのまま突っ込んできて、ハンマーのように無骨で巨きよ大だいな鎌《野牛の鎌ウル・プラデユール》をキュール目め掛がけて振り上げる。


「《盾アスタルツフ》！」


　キュールは術式を唱えた。二人の間に光の幕が出来上がる。


「はぁぁっ！」


　アルカレアが《野牛の鎌ウル・プラデユール》を使うことなく、ショルダータックルでいとも簡単に《盾アスタルツフ》を吹ふき飛ばしてしまう。そしてそのままの勢いで《野牛の鎌ウル・プラデユール》を振り下ろす。


「リ、リサラお姉様の馬ば鹿か─────っ！」


　涙なみだ目めになりながらキュールは《リジル》を両手で握にぎりしめて、鎌へと衝しよう突とつさせる。


　ギィィィィィン。


　重い金属音が響き渡わたり、キュールはその場に尻しり餅もちをついた。


「い、生きてますわ……」


　自分でもびっくりだった。《リジル》を衝突させる瞬しゆん間かん、《野牛の鎌ウル・プラデユール》の迫力の前に完全に押しつぶされる。キュールはそう覚かく悟ごしたのだ。にも拘かかわらず、尻餅をついただけですんでいる。


　自分が無事であることが信じられずに何度か瞬まばたきをして、ようやくキュールの目に、その理わ由けが映った。


「カエサル……」


「このクソ犬、よくも邪魔してくれたね」


　アルカレアが唸うなる。その右手が《野牛の鎌ウル・プラデユール》の柄えから離れて、首を守っていた。そしてカエサルは、その右手に嚙かみ付いている。


　左手だけの攻撃になったおかげで威い力りよくが半減以下となり、キュールにもなんとか堪こらえることが出来たのだ。


　カエサルがアルカレアの右手を蹴って、地面に降りる。


「ヴヴゥゥゥゥゥ、ヴォンッ（殺す気で来る奴やつには、俺も殺す気でいくだけだ！）」


　犬歯を向きだしにしてカエサルが吠ほえる。


「カエサル……命拾いしましたわ」


「オンッ（正面から戦う奴があるかよ。猪しし狩がりと同じだ。つかず離れず、相手の正面は避さけて戦うのがセオリーってやつだ）」


「カエサルの言う通りよ、キュール」


　リサラがカエサルとは反対側に立つ。


「こういうケダモノを相手にする時には、まず取り囲んで隙すきを窺うかがいながら戦うのよ」


　リサラの言葉に、アルカレアが一度肩を離させ、哄こう笑しようを始めた。


「あはははははははははははははは、そうかいそうかい。アタイはケダモノか。なら、お前達にケダモノの恐おそろしさってヤツを教えてやるよ！」


　ブルンブルンと《野牛の鎌ウル・プラデユール》を頭上で振ふり回し始める。


「さあっ、どっからでもかかってきな……来ないのなら、小娘っ、まずはお前からブチ殺してやるよ！」


　アルカレアがドスドスと足音も荒あらくキュールに向けて歩き出す。


「させるもんですか……《嚙む竜よニドホツク》！」


　リサラが突つきだした手の平から、黒い竜が羽ばたいて──アルカレアの腕に跳とぶ。が、アルカレアは「フンッ」と気合いを入れただけだ。その気合いで筋肉がパンクアップし、包んでいる鎧よろいが跳ねるように動き、ガシャンと鳴る。ただそれだけで、炎ほのおは吹き飛んでしまった。


「う、噓うそ……」


　リサラが呻うめく。


「なんでキュールですのっ。絶対にリサラお姉様の方が、倒たおした時のポイント高いと思うんですけど！」


　悲鳴を上げながらキュールは動くが、アルカレアが必ずキュールに向かってくるのだ。しかも、リサラの数度に亘わたる攻撃をほとんど無視し、徐々に距きよ離りを詰つめてくる。


　その上、ぶんぶんと頭上で振り回す《野牛の鎌ウル・プラデユール》の勢いに陰かげりは見えない。


「言っておくけどね、アタイの体力は無む尽じん蔵ぞうだよっ」


　今まさに獲え物ものを狩る肉にく食しよく獣じゆうのように笑い、アルカレアがキュールを射程に捉とらえる最後の一歩を踏ふみ出し──止まった。


「クソ犬……またお前か」


　アルカレアが瞳ひとみだけを動かして、脇わきに忍しのび寄ったカエサルを睨にらむ。


「気配を消すとはね。危あやうく頸けい動どう脈みやくを食いちぎられるところだったよ」


「ヴォッン……（本気でケダモノじみた感覚を持ってやがる）」


　カエサルがアルカレアの間合いを外すために、一歩退いた。ただその間に、キュールはさらに距離を取ることが出来ていた。


　もっとも離れ過ぎれば、リサラとカエサルと連携が出来なくなるので、二メートルほど離れたに過ぎない。


「[image: ][image: ]、良介さん遅おそいですわよっ」


　思わず愚ぐ痴ちが出てしまう。


「そうか。俺はどっちかって言うと早いほうだと思ってるんだけどな」


　言葉と共に、ポンッとキュールの肩かたが叩たたかれた。


「良介さんっ……って、ええとどういう意味ですの？」


「あーっとっ、お前にはまだ早かったかもな」


　振り返ったキュールに良介は苦く笑しようすると、気を引き締しめ直してアルカレアを見み据すえた。


「随ずい分ぶんと好き勝手やってくれたじゃないか」


「はっ、加賀良介。アンタが遅いのが悪いんだよ」


　頭上で回転させていた《野牛の鎌ウル・プラデユール》の肩に担ぎ直して、アルカレアが獰どう猛もうに笑う。


　その間に、リサラとカエサルが良介のもとに集つどった。


「気をつけてよ、良介。自分で言うだけあって、確かに今までのアルカレアとは違ちがうわよ」


「オンッ……（ああ、油断ならない相手だ）」


　リサラとカエサルの忠告を聞いた後でも、良介はそれほどの危機感は抱いだかなかった。手に持った、魂たましいと繫つながった《グラム》が、高こう揚よう感と自信を良介に与えてくれる。


　ゆっくりと良介は《グラム》を正眼に構えた。


「リサラ、悪いけど俺一人にやらせてくれないか」


「私達の忠告を聞いてなかったの？」


「いける気がするんだよ。今日の俺と《グラム》は、久々に来てるんだ。アルカレアなんて目じゃないほどに、暴れ回れる気がしてる」


「……まさか《グラム》に支配されかけてるんじゃ」


「違うね。《グラム》と共に、俺は目の前の敵を一気に叩き潰つぶす」


　良介は自信を持って断言する。


（そうだな相棒。俺も、お前の剣けんとして──くくっ、あいつを叩き潰すのが嬉うれしくて堪たまらないよ。お前となら、ケダモノどころか竜だって倒せそうだ）


《グラム》が獰猛に笑う。それは、アルカレアの獰猛さとは比ひ較かくにならないほどに、野性的で危険なものだ。


　良介は、そんな《グラム》を受け入れ、同調し、一歩踏み出した。


　アルカレアが無意識に一歩下がる。


「なっ──」


　下がった自分が信じられず、アルカレアが呆ぼう然ぜんとしてしまう。


「おい。このまま斬きり捨てていいのか？」


　良介は殺気を視線にのせて、アルカレアを睨んだ。


「ひっ──くっ、ふ、ふざけるんじゃないよっ。《グラム》を持ってるって言ったって、ただの人間じゃないか！」


　悲鳴を出しかけて飲み込むと、アルカレアが自分自身を鼓こ舞ぶするように叫さけぶ。そして、再び頭上で《野牛の鎌ウル・プラデユール》を回し始める。


　どんどんと回転速度を増していく。その挙動がアルカレアを徐々に落ち着かせていった。


　そのままゆっくりと良介に近づいていき、自分の間合いで立ち止まる。


「……行くよ、このアルカレアの全身全ぜん霊れいを掛かけた一いち撃げきに、耐たえられるものなら耐えてみせな！」


「耐える？　俺と《グラム》が本気なんだ、そのでかい武器ごとぶち壊こわしてやるよ」


「よくほざいたねっ。《野牛の鎌ウル・プラデユール》、全すべてを粉ふん塵じんに変えてやれっっっっっっ！」


　怒ど号ごうを放つと、アルカレアが自分の力に遠心力を上乗せして、《野牛の鎌ウル・プラデユール》を良介の頭上に振り下ろす。


　空気を裂くというよりも、空気を押しつぶしながら迫せまる。


　その様が、良介にははっきりと見えた。


　正眼に構えた《グラム》の刃やいばを切っ先に宛あてがい、斬り捨てる。


　それだけだった。


《野牛の鎌ウル・プラデユール》が真っ二つになり、耳をつんざく破は砕さい音と共に粉々に砕くだけ散った。


「なっ……がぁぁぁっ!?」


　自分の武器の破は片へんに巻き込まれたアルカレアが、絶ぜつ叫きようを上げ──背中からドスンと倒れる。


　その衝しよう撃げきで、もろとも斬られていた彼女の死しに神がみ装しよう束ぞくも塵じん芥かいに戻もどっていった。





　　　　※　　　※　　　※





「良かった、生きてるわ。これなら拘こう束そくした後で、《雷神の雹テイールハガル》のとか色々と情報を聞き出すことが出来そうね」


　アルカレアの体をチェックしたリサラが、ほっと胸をなで下ろす。その言葉を聞いて、良介はリサラに抗こう議ぎした。


「あのな。俺はちゃんと考えてやったんだぞ」


「だって、あんなに凄すごかったのよ。見ていたこっちは、アルカレアごと真っ二つにするんじゃないかと思ったわよ」


「するかよ。アルカレアだって女性なんだ。この俺が、宝物である女の子を傷つけるわけがないだろ！」


　グッと拳こぶしを握り、訴うつたえる。


「その割には、破片のせいであちこち傷だらけですけれど？」


　キュールがアルカレアの肌はだについた切り傷を見て、突っ込こんできた。


　確かに《野牛の鎌ウル・プラデユール》の破片に巻き込まれて、アルカレアの体には無数の傷が出来てしまっている。


「……真っ二つで終わりだと思ったんだよ。まさか粉々に砕けるとは思いもしなかった。ごめんなさい」


　ぺこりと良介はアルカレアに頭を下げる。


「確かに、ちょっと信じられないくらいに凄いというか、研とぎ澄すまされていたわよね……なんでかしら？」




[image: ]


　リサラが、良介の胸を叩く。


　既すでに魂の奥に戻った《グラム》を叩いている感覚のようだ。


「俺だって理由は分からないさ。ただ《グラム》は、溜たまってた霊れい力りよくは残り僅わずかだって言ってたし、強くなることはないと思うんだけどなぁ」


　良介にだって、今日の《グラム》の調子の良さは理解出来ていない。《グレイプニル》はいつも通りに作用していたし、特にエッチな刺し激げきがあったわけでもない。


「ううん……」


　良介が、そう首を捻ひねった時だ。美菜が小さな悲鳴を上げた。


「きゃっ……りょ、良介くん後ろっ！」


「え？」


　慌あわてて振り返り、良介は思わず飛び退のいた。


　自分の影かげから、ゆっくりと人間がせり上がって来ているのだ。


「な、なんだ……？」


　頭はフードに覆おおわれていて、端はしから黒い髪かみが流れている。肩かた幅はばは小さい。と、小さな手が影から出てきて、床ゆかを摑つかんだ。


「よいしょ」


　影から体を引き抜ぬくようにして、女の子が姿を現す。


　小学校高学年程度と思われる女の子だ。


「…………ああっ！」


　キュールが、驚おどろきの声と共に女の子を指差す。


「キュール、知り合いなの？」


　リサラの問いに、キュールがブルンブルンと激しく首を左右にして否定する。


「とんでもありませんわ。こんな危険人物とキュールみたいな優等生が知り合いなわけありませんわよ！」


「危険人物って？」


「ヘルガ・キヴィレフト。世代的にお姉様は知らないでしょうけど、キュールは死神学校中等部で写真を見せてもらったことがありますわ。初等部の見習い死神にも拘かかわらず、術式、戦せん闘とうに秀ひいでて同級生だけではなく、教師も半殺しまで叩きのめした天才死神ですの」


「半殺しかよ……」


　キュールの説明を聞いて、良介はさらに五メートルほどヘルガから距離を取った。


「いいえ、良介さん。問題はここからですわ」


「どういうことだ？」


「ヘルガはやり過ぎだってことで、しばらく謹きん慎しんさせられたんですの」


「ま、まぁそうだろうな。人間界でも暴れれば休学くらいは当然だし」


「ですが、それをあのヘルガは根に持ったんですわ」


「は？」


「翌朝。担当の男性教師は──」


　キュールがガクガクと震ふるえながらヘルガを見て、言葉を切る。


　良介もリサラも、恐きよう怖ふから思わず息を呑のんでしまう。


「た、担当教師はどうなったんだよ。まさか……」


「死にましたわ」


「なっ!?」


「そう。男として死んじゃいました……」


「……え？」


「……は？」


　キュールの言葉に、リサラと良介が顔を見合わせる。


「全身を永久脱だつ毛もうされた上に乳首にピアッシングされ、果ては徹てつ底てい的にお尻しりを責め抜かれて……今は女教師として第二の人生を送っているそうですわ」


「こ、こぇぇぇぇぇぇぇぇ」


　良介の全身に鳥とり肌はだが立ち、ヘルガからもっともっと距きよ離りを取る。


「いや怖こわいけど、その、なんか釈しやく然ぜんとしないのは私だけかしら……」


「ううん、リサラ。私もなんか違う気がする……」


　微び妙みような顔をしたリサラの肩を、ポンポンと励はげますように美菜が叩いた。


「いや、十分怖いだろっ。エッチが出来なくなるなんてレベルじゃないんだぞ！」


「でも、そんな死神がどうしてここに？」


　良介の魂の叫びを完全に無視して、リサラが疑問を口にする。


「ええと……そういえば、男性教師を女教師にした後、行方ゆくえ不明になったって聞いていますけど」


　そんな会話を完全に無視して、ヘルガがアルカレアの脇わきにしゃがみ込む。


「なぁ、思ったんだけどさ。もしかしてあのヘルガって女の子……」


　リサラにキュールに美菜が、良介を見る。


「もしかしてガルダーブロウグの仲間なんじゃないか。ええと、なんだっけ、そうそう《雷神の雹テイールハガル》とかいう」


　良介が言うと、リサラとキュールがもの凄い勢いでヘルガに振ふり返った。


「しまったっ。アルカレアを救いに来たのね！」


「結界を張った張本人ですのね！」


　二人の言葉に、ヘルガがコクンと頷うなずく。そして手を床に置き、


「《川魚イアル》」


　術式を唱える。するとヘルガが手を置いた地点から、魚の形をした影が数匹ひき一気に泳ぎだし、良介達の足あし下もとに来る。


「なん……だぁぁぁぁ？」


　いきなり良介の下半身が沈しずみ込む。まるで沼ぬまのようになっていて、床にしがみついて沈みきらないようにするので精せい一いつ杯ぱいだ。


　他のみんなを見ても同じだ。


　カエサルも必死に犬かきをしている。


「初めまして、《雷神の雹テイールハガル》が《四し雷らい斧ふ》の第二格ヘルガ・キヴィレフトです。ああ、慌てないで下さい。今、貴方あなた達に危害を加えるつもりはありません」


　ヘルガが淡たん々たんと告げ、アルカレアの頭に手を置いた。


「お前になくても、アルカレアを起こしたら……くそっ、絶対に俺達に襲おそい掛かってくるじゃないか！」


「その心配は無用です、加賀良介……《知識を奪われし者ヴアフスルーズニル》」


　ヘルガが再び術式を唱えた。それを見たキュールが、呻うめく。


「今の術式……強力な記き憶おく消去ですわ。でも、なんで……」


「アルカレアの記憶を消したって言うのかよ」


　良介のその問いへの答えは、キュールではなくヘルガだった。


「その通りです。幾いくつもの失態を犯おかした上に、ガルダーブロウグが桃もも園ぞの学園に杉すぎ浦うらとして潜せん入にゆうしていることまでばらしたのです。始末するのは決定事じ項こうでした」


　ヘルガが立ち上がる。


「もっともただ捨てるのでは、情報流出の可能性もありますし、なによりもったいない。ですから廃はい物ぶつ利用として、加賀良介の戦闘力を測り、同時に《グラム》の覚かく醒せい回数を削けずらせてもらったというわけです」


「このプロレスリングに俺を導いたのもお前か」


　良介の確認にヘルガが頷く。


「その通りです。それだけではなく、アルカレアが暴走するように飲料に一服盛ったのも僕ですけど。目もく論ろみ通り戦闘に至り、アルカレアを気絶させてくれたことをまずはお礼申しあげます。おかげで余計な手間を掛かけずに記憶消去出来ました」


　喋しやべりながらヘルガが、良介達の周りをゆっくりと歩く。


「そうそうお礼に代わりといってはなんですが、幾つか面おも白しろいことを教えましょう」


　ヘルガが腕うでを組んだ。左手で右みぎ肘ひじを支え、顔の前で人差し指を立てる。まるで教師か何かのような素そ振ぶりだ。


「今まで貴方達は八はつ奇き衆しゆうを必死になって調査してきた、そうですよね」


「ああ、そうだ。死しに神がみ界で《イレギュラー》の情報を仕入れたからな」


　良介が答えると、ヘルガが右肘を左手にのせたまま、手首のスナップだけで指差してくる。


「そう、それです。僕達《雷神の雹テイールハガル》高級幹部《四し雷らい斧ふ》の第四格ライファン・ピグノート。そのピグノート家にあった僕達の資料を基もとに、桃園学園八奇衆が《イレギュラー》候補だと分かったわけです」


　ヘルガが、変わらず周囲を回りながら続ける。


「その情報を基に貴方達は《イレギュラー》を捜さがし続けた。最初は、そう、《ピンクボクサー》玉たま野の光ひかるでしたね。ライファンが玉野の調査を行ったはずですが、なぜか貴方達と馴なれ合ってしまった。これは、僕達にしても誤算でしたけれど。ええと、次は誰だれでしたっけ？」


「……五十嵐いがらし先せん輩ぱいだろ」


　また良介が答える。すると同じようにヘルガが指差す。


「そうそう、そうでしたね。《清せい楚そなる野や獣じゆう》でしたっけ、茶道部部長で学園祭実行委員長の五十嵐郁いく恵えですね。この調査は、僕達側はアルカレアが担当した。その結果、痴ち女じよになったんですよね。ふふふ、あれは傑けつ作さくでした」


　さも可お笑かしそうにヘルガが笑う。


「もっとも、そこで伸のびているアルカレアの馬ば鹿か牛が、ガルダーブロウグの変装である杉浦の正体を暴あばきやがった──これはもう、本当に誤算でしたよ。おかげで死神界で指揮を執とっていた僕が来る羽目になった」


　忌いま々いましげにアルカレアを睨にらむ。その視線は、とてもかつての同どう胞ほうを見るものではない。


「さて、これで八奇衆は二人。ところが現在八奇衆は欠員二名で六人しかいない。しかも《六十九》杉浦はガルダーブロウグその人でした。さらに一人は《エロ介》こと加賀良介、貴方です。貴方は今までガルダーブロウグに、直接魂たましいに手を突つっ込こまれたり、調べられたりしている。だからここは除外する。どうやらそれは、僕達もレストール家も同じ判断でしたね。となると、残りは二名です」


　トンッとヘルガがリングを蹴けった。


「《プリティモンスター》鬼おに崎ざきも違ちがいましたね」


「だから、乱らん橋ばし先生を調べようとしてるんじゃないのっ。いったい、さっきから何が言いたいのよ！」


　リサラが痺しびれを切らして叫さけんだ。


　その叫びを聞きながら、ヘルガが嬉うれしそうな、本当に嬉しそうな笑えみを浮うかべた。


「僕もね、乱橋って先生のことは知っていますよ。この学園のことは自分自身で調査もしましたしね」


「だから、何よ」


　苛いら立だたしげにリサラが言う。


「本当にそう見えるんですか？　あの乱橋って先生が人より優すぐれた……時に英えい雄ゆうや偉い人じんなんて呼ばれるような人間に」


「そ、それはまぁ……只ただの呑のんだくれな気はするけど」


　良介の答えに、ヘルガがさらに嬉しそうに笑み──歪ゆがめる。


「では思い返して下さい。貴方達が今まで調べてきた八奇衆。女好きなだけのボンボン、パンツを追いかけた痴女、女子プロに憧あこがれる女装男、そしてアル中です。あんな連中なら、そこの犬の方がよっぽど《イレギュラー》の可能性がありますよ」


　ヘルガがカエサルをチラリと見た後、天てん井じようを見上げた。


「傑作ですよね。ああもうっ、もうダメだっ──ふふっ、ふふふふふふふふふふっ、本当にあんな連中が《イレギュラー》だと思ってたんですか？　馬鹿じゃないの？　あはははははははははははははは」


　笑い声を堪こらえきれず、ヘルガが腹を抱かかえてけたたましく笑い出した。


「ふふっ、あはははは。そうそう、ふふっ、あの乱橋ね。あれの望みは仕事サボって昼間から飲んだくれることでしたよ。だからもう計測してます。それはもう低い、一万ちょっとのしょぼい霊れい力りよくでした。くくっ、くはははははははははははは」


「そんな、で、でも、ライファンもアルカレアも……八奇衆を調べてましたわ！」


　キュールが叫ぶ。


「あははは……ひひっ……はぁはぁ、誰があんな使えない奴やつらに、本当のことを教えるものですか」


　笑いすぎて出た涙なみだを拭ふきつつヘルガが吐はき捨てる。


「ま、もっともらしくするために、調査方法は貴方達と同じで正しいものを教えましたよ。でもね、ガルダーブロウグには僕がいるだけで事足りているんです」


「そんなことして、何がしたかったのよ……」


　悔くやしそうに唸うなるリサラに、ヘルガがニマァと笑みを歪ませる。


「時間稼かせぎですよ。僕達が《イレギュラー》に対応出来るようになるまでのね。そう、ライファンとアルカレアが動いたおかげで、貴方達は八奇衆が《イレギュラー》候補だなんて馬鹿げた情報を疑いもせず信じて、時間を浪ろう費ひしてくれました。おかげでガルダーブロウグが《ファヴニール》を取り込み、僕達が《雷神の雹テイールハガル》を完全に掌しよう握あくする時間を稼ぐことが出来ました。ま、おかげでもう用済みなんですけれど」


「……ちょっと待て」


　一つの疑念が湧わき、良介はヘルガを睨んだ。


「なんですか？」


「アルカレアは囮おとりの意味がなくなった上に失態を犯したから……記憶を消したのか」


「まぁ、そうですね」


「ライファンに、まだライファンには手を出してないだろうな！」


　失態を犯した程度でアルカレアは消された。同じく囮で、さらにガルダーブロウグを裏切ったライファンをヘルガが見み逃のがすとはとても思えないのだ。


「ふふ、そうだ。と答えたらどうしますか？」


「許すわけがないだろう！」


　良介が、無理矢理に体を沼から引きずり出し始める。何かが纏まとわり付いてくるが、そんなものは無視する。


　女の子を傷つける奴は、許さない。


　怒いかりのせいか、《グラム》まで反応し始める。


「なるほど。ガルダーブロウグの言った通りですね。女の子のことになると、少々異常な霊力を発揮している」


　興味深そうに良介を見つつ、ヘルガが美菜のもとに歩いて行く。


「安心して下さい。まだライファンには手を出していませんよ。あの裏切り者に手を出すことは、そのまま加賀良介と戦うことになりそうですからね。それは、ガルダーブロウグに止められている。ま、ライファンはアルカレアよりも何も知りませんしね」


　そしてヘルガ、美菜の脇わきで立ち止まった。


「ひっ……」


　美菜の顔に怯おびえが走る。


「さてと、もう一つ重要なことを教えてあげます。貴方達も気になっているでしょう？　《イレギュラー》が八奇衆ではなくて、いったい誰なのか」


　まだ子供にしか見えない死神ヘルガが、ポンッと美菜の頭を小こ突づく。


「大おお倉くら美菜、この女こそが《イレギュラー》です。そう必死に捜し回っていた《イレギュラー》は、いつも貴方達と一いつ緒しよにいたわけですよ。くふっ、くふふふふふふふふふふ」


　一いつ瞬しゆん、その場が固まる。


　その凍こおった空気を破ったのは、良介だ。


「美菜に手を出してみろっ、承知しないぞ！」


《グラム》が激しく反応し始める。


　同時に今この時となっては忌々しい《グレイプニル》が、《グラム》の覚醒を阻はばむべく霊力を吸い取り始めようとする。


「残念ながら《イレギュラー》確保は最優先事項です。そのために加賀良介と戦うことは、ガルダーブロウグも認めている……《水ラグ》」


　ヘルガが術式を唱えると、美菜の体が触ふれてもいないのに浮き上がる。


「くそっ、美菜を放せ！」


　なんとか腰こしまで沼ぬまから引き抜ぬいて、良介は床ゆかを這はいながら叫んだ。そんな良介にヘルガは微笑ほほえむ。


「それほどに大倉美菜の存在が、貴方あなたには大切ですか」


「当たり前だろう！」


「なるほど。大倉美菜、良かったですね。そこまで加賀良介に……想われていて」


　ヘルガが「想われていて」を、なぜか強調する。


「え……りょ、良介くんに……」


　捕つかまえられて言われるような言葉ではなく、美菜が戸と惑まどう。


「さて、加賀良介。今まで馬鹿みたいに八奇衆を調べていた滑こつ稽けいな貴方に、僕からのささやかな労ねぎらいです。何しろ、この僕を散々笑わせてくれましたからね」


　ヘルガが、少し前に腕を出し両手の平を上に向け、何かをプレゼントする仕草を、態わざとらしく作る。


「そうっ、貴方に大倉美菜を取り戻もどすチャンスをあげましょう。僕達としても、無理矢理大倉美菜から願いを聞き出すのは、やはり気乗りしませんし、一石二鳥というわけですよ」


「……どういうことだ？」


「僕の調査によれば、加賀良介、貴方が美菜の本当の願いを知っているはずだ。一時間を与あたえよう。美菜の願いを叶かなえる心構えが出来た時、再びここに一人で戻ってくるといい」


　ヘルガが言い終わると、良介達は一気に沼へと引きずり込まれてしまった……。





　　　　※　　　※　　　※





　空が青い。良介の耳には学園祭の喧噪が聞こえてくる。


「……畜ちく生しようっ」


　気が付けば、美菜をのぞく全員が揃そろって屋上に放ほうり出されていた。


　これで美菜が目の前でさらわれるのは二回目だ。良介は悔しさのあまり、地面を強く叩たたいた。そんな良介に、リサラが自分の手をそっと手の上に置く。


「良介……落ち着いて」


「落ち着けるわけないだろっ」


「それでも落ち着いて。いい、チャンスはまだあるのよ」


「え……」


　キョトンと良介は、リサラを見つめた。


「そうですわっ。美菜さんの願いを叶えれば、あのヘルガと一いつ騎き打うちですのよ。美菜さんを取り返せるだけではなくて、キュール達を騙だまして散々笑ったあの性格が徹てつ底てい的に、そうですとも、イリア以上に性格がねじくれたガキに仕返しするチャンスがあるんですわよ！」


　キュールが励はげますというか、思いっきり悔しがりながら言ってくる。


「あ……ああ……そうか。そうだな。いやでも、そんなこと信じられるか？　本当に正々堂々の一騎打ちなんて、あいつらがやるとは思えないぞ」


「オンッ！　（それならそれで、俺達も用意しておけばいい）」


　カエサルが力強く吠ほえ、尻しつ尾ぽをピンと立てた。その意見を聞いたキュールが、人差し指を顔の前に立てて、先生が教え諭さとすような顔をする。


「そもそも誘ゆう拐かいなんて非合法行こう為いをしたのはあっちですわ。なら、最初から一騎打ちなんて守る必要ありませんわよ」


「そうだな。キュールの言う通りだ……何も、あいつらが勝手に作ったルールに乗る必要なんてないもんな。美菜を救う、それが一番大事だ」


　良介は気を取り直して立ち上がった。


　そう考えれば、それほど悲観することもない気がしてくる。


「……そうね」


　リサラが小さく頷うなずいてから、良介の顔をじっと見つめた。


「なんだよ」


「どうするの？」


「どうするって……何をだ？」


　そう良介が答えると、リサラが立ち上がった。そして、睨にらむわけでもなく、ただ良介を静かに見つめる。


「美菜の望みよ。良介は、美菜の望みを叶えてあげるの？」


　リサラの問いに、キュールがなぜか息を呑のんだ。


「……いやでも、向こうのルールに乗らないんなら別に叶えなくてもいいんじゃないか？」


「でも、結局は必要なことよ。美菜が本当に《イレギュラー》かどうか知るためにも、いつかは叶えてあげないといけないわ」


「それは……まぁそうだな」


　もし《イレギュラー》なら、しっかりと守る態勢が必要になる。《イレギュラー》と分かれば、死しに神がみ界もちゃんと動いてくれるだろう。


　そして《イレギュラー》でなければ、美菜が襲おそわれることはなくなる。


　今の《イレギュラー》かも知れないという中ちゆう途と半はん端ぱな状態が、ある意味一番危険かも知れなかった。


「よし。ちゃんと叶える心構えの方が、ヘルガも俺が向こうのルールに乗ったと思って油断するだろうし、叶える方向で行こう」


　良介の答えに、リサラがそっと目を閉じて俯うつむいた。


「リサラ、どうしたんだよ」


「………………ううん、なんでもないわ」


　数秒押し黙だまってから、リサラが顔を上げ微笑んだ。そして一歩、良介と距きよ離りを取ってからのぞき込むように聞いてくる。


「で、良介。美菜の望みは……分かってるんでしょうね？」


「いやそれが、さっぱり分からないんだけど。なんでヘルガは、あんな勘かん違ちがいをしやがったんだ？」


　頭を搔かいた良介に、リサラが目を何度も瞬しばたたかせて深い深いため息を吐ついた。


　いや、リサラだけじゃなくてキュールもカエサルも、それはもう深い深いため息を吐いたのだった……。





　　　　※　　　※　　　※





「どこまで分かって、あんなこと言ったの？」


　リングの中央に座った美菜が、ポールの先せん端たんに座っているヘルガを見上げた。


「どこまで？　どういうことです」


「だ、だから……私の望みを、その、どこまで分かってるの」


　顔を恥はずかしそうに赤らめながらも、美菜は怒ど気きの孕はらんだ声を出す。


「さあ。僕が分かるのは、加賀良介が鍵かぎを握にぎっているということだけですから」


　両手を広げて、ヘルガがおどけてみせた。そんなヘルガを美菜が探さぐるように見つめる。


「………………分かって、いるの？」


「さあ。でもこれだけは言えますよね」


　ヘルガがぴょんとリングに降り立つ。


「僕が分かっているか、分かっていないか、それを貴方に教える必要はないということです。分かりますよね」


　そう言って、クスクスとヘルガが笑う。


「ああ、そうだ。他にも忠告しておきますね」


　ヘルガが指を鳴らした。すると、無数の蛇へびがリングに上がってくる。


「ひっ!?」


　美菜が真っ青になり逃にげようとするが、周囲全すべてを埋うめ尽つくす蛇の前にただ立ち尽くすことしか出来ない。


「ああ、安心して下さい。これは蛇じゃなくて、縄なわですよ、ただの縄」


「え……」


　ヘルガの言う通り、よく見てみれば蛇と思えたものは全て縄だ。その中から一本が、いきなり美菜に飛びかかった。


「きゃぁっ!?」


　ぐるぐるとドレスの上から美菜に巻き付き──その体を縛しばり上げてしまった。


　両手は後ろ手にされてしまい、胸も腰も強く窮きゆう屈くつに縛られている。ただ足だけが自由なままだ。


「今は予行演習ですからね。逃げようとしたら、その足も縛り上げますよ」


「……は、はい」


「ああ、あと。加賀良介が来る時間になったら、テントの天てん井じように縛り付けるんで覚かく悟ごしておいて下さいね」


　ヘルガが天井を見上げながら、こともなげに宣告した。


　天井には無数の梁はりがある。そのどれかは分からないが、リングから四～五メートルはある高さで、美菜は恐きよう怖ふから息を呑んだ。


「さて、今から楽しみですね。大倉美菜、貴方の願いが叶う時が、ふふっ、ふふふふ」


　再びポールの上に座り、ヘルガは悪戯いたずらの成功を夢見る子供のように笑い声を上げたのだった。






　四章　この心が伝わらない










「……分からない」


　良りよう介すけは二年Ｂ組、今はクラブピーチとなっている教室の厨ちゆう房ぼうスペースで椅い子すに座りながら頭を抱かかえていた。


　ナイトドレスでは戦えないということで、記き憶おくを失ったアルカレアを保健室に置き、その後で着き替がえに一度戻って来たのだ。クラスメイトには美み菜なが体調を崩くずしたから、付き添そいで家に帰ると告げてある。


　もっともクラブピーチ自体はアルカレアが暴れたおかげで現在閉店中のため、教室内には誰だれもいなかったりする。


　キュールはキュールで、今いま頃ごろは自分のクラスで同じ説明を行い配役の交代と着替えを行っているはずだ。


「くそ、全然分からないぞ」


　教室まで戻ってくる間も、今現在も、良介は必死になって美菜の魂たましいからの望みが何かを考え続けている。


　過去の思い出を必死になってほじくり返す。


　が、かなり忘れてしまっている。というか、美菜に言われても憶おぼえてないことの方が多かったのだから、自力再生なんてそうそう出来るわけがない。


　ならばと最近の出来事を考えてみる。


「[image: ][image: ]……最近一番の出来事といえばブラのサイズがＦカップになったこととか。ああ、そうか、分かったぞ！」


　左手の平に右拳こぶしを叩きつけて、良介は勢いよく立ち上がった。


「ふうん。分かっちゃったのか」


　制服に着替えたライファンが、外から入ってきた。かつての仲間がしでかしたことだし、やられる前にやっておかないとと、ライファンもまた協力してくれることになったのだ。


「ああ、やっと思いついたよ」


　にっこりと良介は笑った。


「……ううん、その割にはやけに明るい気がするけど」


「そうでもないぞ。美菜がそんなことを望んでいたなんて、俺の心中は激しく複雑だ。ものすごく葛かつ藤とうしてると言ってもいい」


　力なく良介は頭を振ふる。


「そうか。そうだよね……」


「そうとも。まさか美菜が、俺に気き兼がねしていたなんて……辛つらい思いをさせちまった。早く伝えるべきだったんだ」


「良介……」


　女子スペースから制服に着替えたリサラが出てきて、じっと良介を見つめる。


「美菜の望みが……くっ……バストサイズを小さくしたいだったなんてっ。くそっ、俺がおっぱい大好きなのを知ってて、幼おさな馴な染じみとして言い出せなかったんだなっ。すまないっ、くそっ、俺は貧ひん乳にゆうだって好きなことを、もっと早く伝えておけばよかった！」


「そんなわけないでしょうが──────！」


　リサラが思いっきり叫さけんで否定してくる。


「お、おおう……耳がキーンってなったじゃないか」


「良介が馬ば鹿かなことを言うからよ！　なにふざけたことを言ってるのよ、もうっ」


「ふざけてなんかないんだけど……じゃぁ、美菜の望みってなんなんだよ、いったい」


「え……そ、それは……その……ええと……」


　リサラの声がどんどん小さくなって、遂ついには聞こえなくなってしまう。なんだか悪いことをしてしまった気がして、良介はフォローを入れてみた。


「いや、別に分からないからってリサラを責めてるわけじゃないんだぞ？」


「え……あ、うん」


　返ってくるのは、やっぱりリサラらしくない力ない声だ。


「どうしたんだよ」


「良介、リサラのことは放ほうっておいた方がいいと思うよ」


　ライファンが言葉を挟はさみ、少し寂さびしそうな顔をする。そしてリサラの肩かたを叩たたいて、無理しないでいいと思うよと声を掛かけるのだ。


　良介には二人の行動がさっぱり分からない……。


「もう着替え終わってるみたいですわね」


　制服姿のキュールと、変な装そう飾しよくを外したカエサルが暗幕をくぐって中に入ってきて、小首を傾かしげた。


「って、ううんと……どうかしましたの？　なんか空気が変なんですけれど」


「さあ、俺にはさっぱり」


「あ……なるほど」


　何がなるほどなのか、キュールがうんうんと頷うなずく。


「良介さん、まだ美菜さんが何を望んでいるか分からないんですのね」


「ああ、残念ながらまださっぱりだ」


「ふうん、そうですの」


　ちらりとキュールがリサラを見やる。


「でもキュールは、こう思うんですの。確かにそのうち美菜さんの願いを叶かなえてあげるべきですわ。でも、今すぐじゃなくていいじゃないですか」


　そう言ってキュールが苦く笑しようした。


「だって、明日あしたでも明後日あさつてでも構わないでしょう。それこそ、助け出した後に美菜さんに直接聞いたって構いませんわ」


「いやでも、ヘルガが言うには俺が分かってるはずなんだろ？」


「分かってても、思い出せなかったりすることだってありますし、ヘルガの勘違いの可能性だってありますわ。いいですこと、まずは優先順位ですわ。そう、美菜さんを助け出す。そのことに全力を尽くしましょう」


　キュールが全員を見み渡わたしてからリサラに視線を留めると、念を押すように口を開いた。


「それとも、美菜さんの願いを叶えてあげないと助けられない理由でもありますの？」


「それは……」


　顔を上げたリサラが、歯切れ悪く答える。その姿が、なんだか見ていられなくて良介は助け船を出して、言葉を繫つないだ。


「あれだ。美菜の願いを叶えた後の方が、俺達が向こうのルールに乗ったと思わせられるからさ」


「……大した効果じゃありませんわね。キュールとしては、それよりもまずは良介さんが一人で行く方が、効果覿てき面めんだと思いますわ」


「一人で？」


「ええ。そもそも向こうは結界を張ってるんですのよ。普ふ通つうに行ったら、良介さん以外が入れないで終わりですわ」


「なら、どうするつもりなのかな？」


　ライファンが訊たずねる。


「さっきキュール達は屋上に放り出されましたでしょう？」


　プロレスリングから、気が付けば屋上だった。


「リング小屋には結界が張られてましたわ。解かい呪じゆされたような動きもありませんでした。ということは、結界が張られた状態でキュール達は屋上に放り出されたことになりますわね。これがどういうことか分かります？」


「さっぱり」


　即そく座ざに降参した良介に、キュールが「ズバリ」と人差し指の腹を見せつけた。


「結界内と屋上が繫がっているんですわ。屋上に結界内に繫がる、何かしらの術式が施ほどこしてあると考えるのが妥だ当とうだと思いますの。もしそうであれば、いきなりヘルガが結界内に現れた理由も説明出来ますわ」


　キュールの意見に、ライファンが顎あごに手を当てて目を閉じる。そして何度か小さくフンフンと頷いた。


「そうか。屋上にいたヘルガが、その術式で作られた道を通って結界内に現れ、今度は逆にその道を使って僕らを屋上へ放り出したのか。なら、その術式を解かい析せき出来れば僕達もその道を使うことが出来る……」


「その通りですわ。ですから良介さんには一人でテントに入ってもらい、キュール達は屋上から結界内に潜せん入にゆうすればいいんですのよ。これでキュール達の大勝利は確実ですわ！」


　キュールが腕うでを組み、鼻息も荒あらく自じ慢まんげに勝ち誇ほこる。


「でもキュール。術式の解析は、そう簡単には出来ないわよ？」


　リサラの疑問に、キュールは「チッチッ」と鼻先で指を振った。なんというか、今のキュールは自信満々で、あり得ないことにものすごく頼たよりになる感じがする。


「今まで何度、ガルダーブロウグ達と戦ったと思ってるんですの？　しかも《雷神の雹テイールハガル》の幹部だったピグノート家も接収してますのよ。ゼリア家に命じて、《雷神の雹テイールハガル》系の術式の解析はかなり進んでいますわよ。ある程度癖くせが分かれば、このキュールの知識と頭脳を持ってすれば、決して不可能ではありません」


　キュールの言葉に微び妙みような顔をしたのはライファンだ。何しろ元々は彼女の屋や敷しきだったのだし……。


「ま、仕方ないか。いいよ、僕も手伝おう。ガルダーブロウグから色々と貰もらっているからね、キュールに負けないくらい僕だって詳くわしい」


「当然ですわね。元《雷神の雹テイールハガル》……で、いいのかしら」


「この期ごに及およんで《雷神の雹テイールハガル》に戻もどれるとは思ってないよ」


　ライファンが肩をすくめる。


「それに、玉たま野の先せん輩ぱいの家に異母弟として潜入して思うのだけど、人間も……ま、そう悪くはないって分かったからね」


「玉野先輩……だけですの？」


　キュールがニヤニヤとライファンに意味深な視線を向けた。その視線に対してライファンは、小さく笑う。


「それは、今は特に言わぬが花だろう？」


「ま、それもそうですわね」


　良介には分からないが、ライファンとキュールの間で何か通じ合うものがあるのか、ニコリと笑いあい握あく手しゆをする。


「さてと、となれば時間が惜おしいですわ。さっそく屋上に行って解析を始めますわよ」


「ああ、そうだね」


　キュールとライファンが慌あわただしく暗幕から出て行く。その後をカエサルが追い……かけて、リサラの側そばで止まった。


「オンッ……（一歩も進まないよりも、十歩の中の一歩でも踏ふみ出しておいた方が、後で立ち直ることが出来ると、俺は思ってるぜ）」


「カエサル……」


　リサラが名前を呟つぶやくとカエサルはパタパタと尻しつ尾ぽを振り、そして駆かけだし──また立ち止まり良介に振り返った。


「バウッ！　（良介、俺達は女の子をみんな愛してるよな。一人だけなんてケチくさいこと言わないでよ！）」


「おう、任せろっ！」


　力強くガッツポーズと共に、良介は答えた。その姿を見て、カエサルは満足そうに頷き、今度こそ暗幕の中から出ていった。


「って……それがどうしたんだ？」


　腕を組み、良介は首を傾げた。特に今の会話が必要だったとは思えないのだ……。


「ま、いいか。俺も何か手伝えるだろうし……リサラ、屋上に行こうぜ」


「え……あ、うん……ちょ、ちょっと待って良介！」


　リサラの声が、途と中ちゆうでいきなり跳はね上がる。


「なんだよ。さっきから様子が変だぞ？」


「悪かったわね……。私だって色々と悩なやむし、その……お、女の子なのよ」


「いや、そんなの言われないでも知ってるっての。うなじだって腋わきの下だって、足の裏だって太ももだって、女の子の中でも特上の女の子じゃないか」


「……あのね、そういう時はせめて顔とかを褒ほめてよね。そんなマニアックな箇か所しよじゃなくて」


　はぁとリサラがため息を吐つく。


「いやでも、リサラの顔が綺き麗れいなのは言うまでもないしなぁ」


「なっ……ば、馬鹿っ。なに恥はずかしいことを面と向かってサラッと口にするのよ！」


　なんでか怒おこられてしまった。


「はぁ、いいわ。あのね良介、しっかり聞きなさいよ」


　真しん剣けんな顔をしてリサラが良介を見上げる。


　間近で、引き締しまったリサラの顔を見ると、本当に綺麗だと思う。テレビの中でもこんなに綺麗な子を見たことがない。


　そんなリサラが、何もさせてくれないとはいえ、一つ屋根の下に住んでいる。女の子の香かおりをまき散らしてくれている。しかも食事も洗せん濯たくもしてくれている。一いつ緒しよにご飯を食べている。


　そう考えると、なんて幸せなんだろうと思う。


　が、同時に。


　最近は、リサラが綺麗だから幸せだと思っていないことに、良介は気が付いた。


　なんというか、リサラが一緒だから嬉うれしい的な……なんかそんな感じがする。


（ん……ええと、それって……何か引っかかるな）


　首を捻ひねってしまう。


「あのねっ、しっかり聞きなさいって言ったでしょ！」


　いきなり耳をつねり上げられて、叫さけばれる。


「ぎゃーすっ……ご、ごめん、悪かった、つい考え事しちまった」


　耳がキンキンして、考え事なんて一気に吹ふき飛んでしまった。


「まったくもう……いい、お願いだから今度こそ、しっかりよく聞いて。真ま面じ目めな話なの」


「分かった」


　気合いを入れて、良介は頷いた。


「美菜の……望みについてよ」


　リサラの声がか細い。それでも、はっきりと良介には伝わった。


「もしかして、リサラ……」


「ええ」


　コクンと小さくリサラが頷く。そして、吐き出すように一気に言う。


「好きな人が美菜にはいるのよ！」


　──ゴンッ！


　ハンマーで頭を叩たたかれたような衝しよう撃げきを、良介は憶おぼえた。


　小さい頃ころから一緒で、おねしょの世話もしたし、裸はだか（小さい頃だが）も見せ合ってきた。そんな幼おさな馴な染じみが、いつの間にか恋こいをしていた。


　最近、時折美菜に異性としての興奮を憶えてしまっていたのだが、良介の中で一気に美菜が肉を持った異性へと変わっていく。


　家族、妹、そんな強しいて言えば男でも女でもないポジションから、一気に女に天てん秤びんが傾かたむいたのだ。


「そ、そうか、あの美菜が」


　よく考えるまでもなく、当然といえば当然のことだ。もう高校生なのだ。エッチだって出来る体だ。いやむしろ、美菜の体はもの凄すごくエッチだ。


　それでも、良介の中では美菜はずっと、そんな女のポジションではなかった。いや、もしかしたらわざと、そう見ていなかったのかも知れない。近しい、あまりに近しい、エッチとか異性とかは意識せずに付き合える、楽な相手として来たのかも知れない。


　それはまさに甘えだった。


　でも美菜は既すでに、そんな良介の甘えから飛び立っていたのだ。


　だとすれば、今まで甘えてきた良介が出来る恩返し、そして家族同然の幼馴染みにしてやれることは一つだ。


　良介は意を決してリサラを見た。


「リサラ。美菜の好きな相手って、誰だれなんだ？」


　そう聞いた瞬しゆん間かん、リサラの顔から一気に血の気が引き、真っ青になる。


　ふらりと、その体が傾く。


「お、おいっ!?」


　慌てて良介は手を差し伸のべたが、小さく弱々しく弾はじかれてしまった。


「ごめんなさい。ちょっと立ちくらみが……平気、ホントに平気だから」


　ゆっくりとリサラが椅い子すに座った。そして良介を見上げ口を開き、閉じた。また開き、閉じる。徐じよ々じよに開く大きさが減っていき、閉じている時間が長くなり、ついには閉じたままになってしまった。


「………………」


　何も言わずに、リサラが俯うつむく。


「いやその、知らないのなら無理して考えないでもいいぞ？」


　良介の言葉に、リサラは全く反応しない。


「…………」


　目の前のリサラを見ていると、美菜のために！　と思った気持ちが萎しぼんでいってしまう。その代わりに、今のリサラに何かしてやりたくなってしまうのだ。


「あのさ──」


「良介、ごめん」


　良介の言葉に、リサラの謝罪が被かぶさる。


「ちょっと、ここで休んでていいかしら」


　俯いたまま、良介を見ることなくリサラが言う。ただ、両手を強く握にぎり合わせた。


「側にいないで平気か？」


「ええ」


「あーっと、その……本当に置いていっていいのかよ」


「そう言ってるでしょ！」


　俯いたリサラが怒ど鳴なる。


「わ、悪い。分かった。ああっと、その後で見に来るからさ」


「気にしないで、いいわよ」


　一転、蚊かの鳴くようなリサラの声だ。


「分かった……」


　良介は後ろ髪がみを引かれる思いのまま、何度かリサラに振ふり返り、暗幕を出て屋上へと向かった。


　そして、残されたリサラは自分の赤い、長い、枝毛一つない自じ慢まんの髪の毛を思いっきり搔かき毟むしった。
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「なんで言えないのよっ」


　搔き毟っていた手は、やがて頭を強く摑つかみ、気が付けば目を覆おおっていた。


「ああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　いつの間にか、顔の下に水たまりが生まれていた……。





　　　　※　　　※　　　※





「あら、リサラお姉様はどうしたんですの？」


　屋上に上がると、ヘルガが屋上に掛かけたであろう術式を解かい析せきすべく這はいつくばっていたキュールが、ひょいと良介に顔を上げた。


「調子が悪いらしくてさ、しばらく教室で休むってさ」


「調子が悪い？　ふうん……なるほどなるほど」


　うんうんとキュールが頷うなずき、良介を置いてけぼりにしてなにやら一人納なつ得とくする。いや一人ではない。その隣となりで、同じように地面に這いつくばっていたライファンまでうんうんと頷いているのだ。


「なんなんだよ、いったい……」


　良介が疎そ外がい感から少し唇くちびるを尖とがらせると、足あし下もとにカエサルがやってきて座った。


「オン……（ま、俺達が教えることじゃないからな。自分で気が付けってことだ）」


「気が付け？　何をだよ」


「バウッ……（だから教えるべきことじゃないのさ。しかし、ちょいと余計なアドバイスをしちまったのか。まだまだなっちゃないな、俺も……）」


　右前足を上げて、カエサルが耳の後ろを搔く。


「さっぱり分からないぞ……まぁ、後で様子を見てきてやるか」


「良介さん、それは余計なことですわよ」


　屋上の床ゆかを見つめたままキュールが断言した。少しだけ呆あきれた感情をのせてだ。


「いやでも、調子悪いって言ってるんだし」


「放ほうっておいてあげる優やさしさって、キュールはあると思いますわ。今、キュール達はリサラお姉様のことではなくて、美菜さんを助けるために──この術式の解析に集中してますわ。良介さんも、今は美菜さんに集中して下さい」


「そう、かな」


「そうですわ。ですから今は、そこで休むなりなんなりしていて下さい。さすがに良介さんが、術式の解析の戦力になるとは思ってませんから」


　キュールが顔を上げて「でしょ？」と、良介に笑いかける。実際その通りで否定する言葉を持たない良介は、仕方なくポリポリと頭を搔いてカエサルの頭を叩いた。


「仕方ない。戦力外組は、のんびりと休むか」


「バウッ……（体力回復も確かに戦いだけどな）」


　その場に座った良介と並んで、カエサルが伏ふせる。


「オンッ……（でもな、俺はもう仕事をした後なんだよ。同じ戦力外にするな）」


「仕事？」


　良介の疑問に答えたのはライファンだ。


「術式の場所を見つけたのは、事実上カエサルなのさ。彼がヘルガの臭においを憶えていてくれたおかげで、彼女の屋上での行動位置を把は握あく出来たからね。すぐに、その中から術式を見つけることが出来たよ」


「まじか……」


　当の本人のカエサルがもう寝ねそべったまま何も言わない。ただ、尻しつ尾ぽをパタパタと振ってライファンに答えるだけだ。


「そういうわけで、良介さんは休んでいて下さい。ん、う～ん、ライファンさん、この《運び手の守護者》の神格って分かります？　レストール家系だと見たことがないんですけれど」


　キュールに呼ばれたライファンが、這ったまま側そばに寄ってのぞき込む。


「……ああ、これか。これはニョルズ神だよ」


「ニョルズ？　ああ、風の行き先や運うん搬ぱんを司つかさどってましたわね」


　納得したのか、キュールがお尻しりを上げて顔を床に接近させた。


「なるほど……荷物に見立てて移動を行ってるんですのね」


　フンフンと頷きながら、キュールがめまぐるしく頭を動かす。良介にはただの床にしか見えないが、キュールには術式がちゃんと見えているらしい。顔を左右に動かして読み込み、すぐに違ちがう場所に行ってまた読み、また移動して……。共に作業をしているライファンが驚おどろく速度でヘルガの術式を把握していく。


　良介はその様子をぼんやりと眺ながめていたが、あることに気が付き意識を集中させた。


　それは、リサラのことでも美菜のことでもない。


　もちろん──。


　リサラのことは気にはなるが、キュールにああまで言われれば、彼女を信じる意味でも、今は放っておくべきなのだろう。


　美菜の好きな人のことは、全く心当たりがない以上、今はどうしようもない。


　となると、特に考えることがなくなってしまう。


　そんな良介の前で、キュールとライファンがけしからんのだ。


「ああ、全くもってけしからん光景だぜ……」


　ゴクリと良介は生なま唾つばを飲み込んだ。


　術式の解析をするために四つん這ばいで顔を床に近づけていたキュールとライファンが、話し合い確かく認にんし合う時、当然ながら仲良く並んで四つん這いになる。


　そう、顔を床に接近させるために必然的に上半身を下げ、下半身を上げる。


　するとお尻がクイッと突つき出されるのだ。


　キュールの制服のスカートに包まれたお尻。張りのある健康的な脚あしは白いソックスだけで、後は生脚だ。その生脚が短めのスカートから伸びている。太ももは、リサラのと比べてもまだあまり肉が付いてなく、本当に棒のようにスラリとしていて幼さが残っていた。


　キュールが大きく頭を動かしたり、頷いたりすると、スカートの裾すそがひらりひらりと翻ひるがえり、チラチラと白いパンツの端はし──当然ながら太ももと太ももに挟はさまれた脚の付け根、その間を隠かくしている最も偉い大だいで最も大切なパンツの部分が、パンチラするのだ。


　その隣では、ライファンが同じくお尻を突きだしている。もちろん男装のライファンなので、スカートは穿はいていない。良介と同じ男子制服のズボンだ。


「ふっ、でもな……それがいいんだ。まったく、けしからんお尻だ、ふぅ……」


　なぜって？　簡単な話だった。ライファンは本当は大きいおっぱいを術式でぺったんにしている、だけだ。そう、その大きなおっぱいに比例した大きなお尻は、そのまま放置している。


　その大きなお尻が、きつそうに男子ズボンに包まれていて……今にもはち切れそうなのだ。お尻の二つの丘おかがはっきりと生き地じ越ごしに分かってしまう。となれば当然、その間の股もももくっきりと把握出来た。


「そうとも。まさにムチッ、プリッなお尻だ。ほぅ……未成熟でまだ硬かたそうなお尻が、股をパンチラさせて揺ゆれ、ムチプリな熟うれたお尻が挑ちよう発はつ的に揺れている。しかも二つ並んでだ。まさしくダブルピーチ……ふっ、心が洗われる光景だぜ」


　うっとりと呟つぶやいてから、良介は自分の股こ間かんを眺めた。案の定、何の反応も示してくれていない。湧わき上がるエッチな魂たましいは全すべて、《グレイプニル》に吸い取られていってしまっている。


　悲しい。いや虚むなしいといった方が正確だろう。


　これだけの光景を見つめているのに股間がテントを張らないなんて、良介のアイデンティティーが否定されたも同じだ。


　そもそもお尻に対して、あまりに失礼だ。


「いやでも、これから美菜を助けるためにヘルガって奴やつと戦うわけだ。そのためには霊れい力りよくが多くて損はないよな。《グレイプニル》だって、さっき一回《グラム》に巻き付いたってことは霊力を使ったんだろうし……溜ためて損はないはずだ。そうとも、これは美菜のためにやっていることなんだ」


　そう思い直し、良介は使命感を熱くして──床に突っ伏ぷした。


　そして斜ななめ下から、二人のお尻が揺れるのを観察し、記き憶おくしていく。そう、《グレイプニル》が無くなり、しっかりとおっきくなれる日のため、記憶の倉庫に素す晴ばらしき双そう尻しりの光景を蓄たくわえておくのだ！


　なんだか使命感が単なる欲求に変わった気がしたが、やることは同じなので良介は気にしないことにした。


「……ううん、もう少し近くから眺めたいな」


　ズリズリと良介は匍ほ匐ふく前進する。かつては、これだけで息子むすこさんから多大なる快感を与あたえてもらったものだが、今はくすぐったいだけだ……。


　だが、その虚しさにもめげず、良介はお尻を目指した！


　と、いきなり二人がお尻を手で隠して、そそくさと頭を良介に向けてしまう……。


「ああっ!?」


　良介の切ない声に、キュールががっくりと項うな垂だれた。


「分かってますけど、ええ、よ──────く分かってはいますけど、よくもまぁこの状じよう況きようで、そうやって素直にエッチな魂をかき立てられますわね」


「これだって立派な戦せん闘とう準備だぞ。キュールとライファンのお尻を眺めつつ、俺はヘルガと戦うための霊力を蓄えていたんだ。さあ、だから遠えん慮りよ無くこっちにお尻をだな」


「ま、本来であれば別に構わないとは思うんですけれど……今はいやですわ」


「ええぇっ、なんでだよ！」


「それは……」


　なぜかキュールが顔を赤らめてしまう。


「理由は僕が答えてあげるよ」


　ライファンが、彼女もまた少し恥はずかしそうな顔で良介に告げた。


「視線を感じてしまって恥ずかしいんだ。その下半身だってもぞもぞしちゃって……つまり、気が散って解かい析せき出来なくなってしまうんだよ」


　もぞもぞとしたその響ひびきに、聞いている良介もまた恥ずかしくなってしまった。


「その、ああと……ごめんなさい。邪じや魔ましないんで、解析を続けて下さい」


　頭を下げ、良介は大人しく空を見上げることにした。


　そうすると、やっぱりリサラと美菜のことが浮うかんできてしまう。


（最近、美菜が積極的になってきてたのは、やっぱり好きな男が出来て、変わったってことだったのかな……）


　少し、美菜が遠くへ行ってしまった気がして寂さびしい。でもそれは単なる我が儘ままで、その思いを良介は心の底に押し込んだ。


　リサラの体調も気になる。


　それまでは元気だったのだ。もしかしてアルカレアとの戦闘で、どこか怪け我がでもしたのだろうか。


（いやでも、それを隠す必要ないもんなぁ……あっ、もしかして）


　閃ひらめくことがあった。


「そうかっ、リサラの奴、いきなり来たのかっ。女の子の日が！」


　確信を持って叫さけんだ良介に、


「違いますわよ！」


　キュールの否定が飛んだのだった。


　そのまま時間が過ぎ、スマートフォンに設定しておいたアラームが鳴った。それは、ヘルガが指定した一時間の十分前を知らせる合図だ。


「キュール、解析はどうなってるんだ？」


　良介の問いに、キュールがすまなそうな顔で首を横に振ふった。その隣となりでライファンが唇くちびるを嚙かむ。


「進んではいるんだろ？」


「ええ、あと少しで使えるところまで行くはずですわ。もう概がい要ようは把握出来ましたし、本当にあと少しなんですの……」


　良介は立ち上がり、義務感からガチガチに緊きん張ちようしているキュールに歩み寄った。


「良介さん？」


「キュールがそう言うのなら、本当にあと少しなんだろ。だったら、俺はそれを信じてヘルガの、いや美菜の所に行ってくるよ。幸い、《グレイプニル》の《グラム》の封ふう印いんは解いてもらったままだしな」


　右みぎ腕うでにはめられた《グレイプニル》を覆おおう《グラム》の覚かく醒せいを封ふうじる革は、アルカレア戦で外したままだった。


「でも、あと少しと言っても……」


「キュール、それにライファンだっているんだ。俺が信じないでどうするよ」


　良介は、キュールとライファンの肩かたを軽く叩たたいた。二人が、同時に叩かれた肩に自分の手を置く。


「まずは俺の華か麗れいな会話術で時間を引き延ばしてみるさ。来なくても怒おこらないけど、出来れば早めに来てくれよな。なにしろ、ニューハーフとして第二の人生を送る気は、俺にはさらさらないんだからさ」


　意い趣しゆ返がえしで男性教師を男として終しゆう了りようさせて女教師にしてしまった逸いつ話わを思い出し、良介は態わざとらしくブルッと震ふるえてみせる。


　その滑こつ稽けいな姿にキュールがクスリと笑い、スッと肩から力を抜ぬいた。


「ええ、レストール家の当主になる予定のキュールに、出来ないわけありませんもの」


「お前な、まだ狙ねらってるのかよ」


「もちろんですわ。その時には、良介さんを旦だん那な様にしてあげますわね」


「お前の親おや父じさんに殺されそうだな」


　そう苦く笑しようして、良介は二人の背を見せた。


「じゃ、行ってくる」


　走るわけでもなく、いつも通りに歩いて良介は屋上を後にした。





　　　　※　　　※　　　※





　屋上へと上がったリサラに気が付いたのは、寝ねそべっていたカエサルだけだった。いつの間にか太陽が傾かたむきつつある空の下で振り返り、リサラの顔を見つめる。


「……」


　だがカエサルは何も言わないで、再び頭を床ゆかに降ろした。リサラにはそれが、好きにしろという突き放し、それも相手を尊重する優やさしい類たぐいの不ふ干かん渉しように思えて、脇わきを通る際に軽く頭をなでた。


　もっともそれでも意地で反応を示さないのが、いかにもカエサルではあった。


「思うんだけどさ」


　リサラの来訪には気が付かず、ライファンが解析を進めながら口を開く。


「ああいう時の良介は、ずるいよ」


「卑ひ怯きよう……ああ、そうですわね。普ふ段だんは頼たよりないくせに、なんというか……いざって時には、しっかり覚かく悟ごを決めますもの。なんか背中を見るだけで、こっちまで覚悟が決まるというか、安心してしまいますわ。ああもうっ、確かに良介さんはずるいですわ！」


　キュールが徐じよ々じよに声のトーンを上げていった。


　リサラはその言葉を聞きながら並んで解析している二人の後ろに立って、まるで勝者のように見下ろし口を開いた。


「ようやく分かったのね」


「リサラお姉様っ……というか、なんで勝ち誇ほこってるんですの」


　振り返ったキュールが、すぐに術式に顔を戻もどしてムスッと言う。そんなキュールにリサラはちょっと考えてから返答を返した。


「良介のずるさには、私がいち早く気が付いていたからかしらね。なるほどね、これがヘルガの術式ってわけね」


　その場にリサラも膝ひざを折る。


「お姉様、今の台詞せりふって要するに良介さんに落と──」


　キュールの唇に、リサラが人差し指を押し当てた。


「今はまだ、あやふやでいいじゃない」


「なるほどね。目をウサギさんにした結論ってわけかな」


　ライファンがリサラの目を見る。


「ウサギさん？」


「目の周りが赤く腫はれているよ」


　苦笑する。


「あっ……ちょ、ちょっと……いいじゃない！」


　リサラが慌あわてて目をこすった。そんなリサラの態度に、術式の解析を続けていたキュールが「ぷっ」と笑い声を漏もらしてしまう。


「なによ」


「いえいえ別になんでもありませんわ。でも、あやふやって……どういうことですの？」


「そうね。ぶっちゃけて言えば、何にも結論なんて出なかったってことよ」


　言葉とは裏腹にリサラの声は明るい。


「結論出なかったって、それでいいんですの？」


「仕方ないじゃない。出なかったものは、出なかったのよ」


　あっけらかんとリサラは笑った。


「それにね。なんにしたって美菜が隣にいてくれないんじゃ、お話にならないでしょ？　だからまずは美菜を助け出して、後から考えればいいやって結論になったのよ」


「リサラお姉様……それ、キュールが最初に言ったことなんですけれど」


　横目でジロリとキュールがリサラを睨にらむ。


「ホントよね。でも納なつ得とくしないと先に進めなかったんだから、しょうがないでしょ？」


「はぁ……まったくこのお姉様は、昔っから頑がん固こな上に間が抜けてて我が儘で、あげくに単純なんですから」


　ハァとキュールが脱だつ力りよくしてからリサラに顔を向けると、床の一部を指差した。リサラの目には、幾いくつかの神格への語りかけと、整然と並んだルーン文字が見える。


　その一字をキュールが指差していた。


「お姉様、この《馬エオー》のルーンが対応する意味が分かりませんの。ここが分かれば、術式の起動が出来るはずなんですけれど」


「《馬エオー》は水、パートナー、信しん頼らい、旅……そして移動にも対応してたはずよ」


「あ、なるほど……」


「キュール、これで良介と美菜の所に行けるわね？」


「ええ、これが分かればすぐですわ」


　キュールの自信を持った答えを聞いて、リサラは立ち上がった。


「待っててよ、美菜。決勝戦の相手に、不戦勝なんてさせるものですか」


　パンッと自分の手を拍うつ。


　その宣言を聞きながら、キュールとライファンは顔を見合わせた。


「いつの間にか、キュール達は準決勝辺りで敗退したことになってるんですけれど」


「ああ、僕も初耳だよ……」





　　　　※　　　※　　　※





　良介がプロレスリング小屋の前に立つと、ヘルガの幼い声が直接頭に響いた。


『ぎりぎりですね。そんなに覚悟を決める時間が必要だったんですか？』


「あのな、俺にだって色々とあるんだよ」


『まあ、中で聞きますね』


　その言葉と共に、入り口の仕切り幕が勝手に持ち上がる。良介はゆっくりと歩くと、ピタリと小屋の外がい壁へきに体を寄せ……そぉっと顔を出して中を覗のぞき見た。


「入った瞬しゆん間かん、取って食おうとかしませんよ」


　ヘルガの苦笑交じりの声が、今度は頭ではなく耳に響いた。


「あ、はい」


　後頭部に手をやり、頭を下げながら良介は素す直なおに中に入った。


　学園祭向け仮設プロレス小屋に入るのは、今日一日で三度目になる。なるが、今回だけはどうにも雰ふん囲い気きが違ちがう気がした。


　アルカレアから逃にげてきた時もエンターテインメントとは真逆の切せつ迫ぱく感や、そもそも出来すぎた誘ゆう導どうの胡う散さん臭くささを感じてはいた。


　だが今ほど怪あやしい、ひしひしと感じ取れる胡散臭さではなかった。


　一言にすると、空間全部が噓うそくさい。


「どうしたんですか？」


　パッとライトが点灯し、リングのポール上に座ったヘルガに集まる。


「もっと早く来て下さいよ。貴方あなたが遅おそいせいで、かわいそうに女子プロレス同好会は明日あしたの試合の準備が出来ないんですよ？　今日も午前中しか試合出来なかったっていうのに」


「そういえば、おかしいよな。アルカレアの時から、ずっとここが空いているなんて」


　ヘルガを見み据すえながら、良介は慎しん重ちように進んだ。


「おかしいですか？」


「当たり前だろ。午前一回、午後二回の試合があったはずなのに」


「ああ、そこか。もちろん僕が、関係者の記き憶おくを改かい竄ざんしたんです。決まっているでしょう？」


　悪びれることもなく、ヘルガが答える。


　桃もも園ぞの学園の学園祭は二日間だ。だから今日が潰つぶれて明日に試合は出来る。


　それでも高校生活における貴重な一日を潰してしまったことは確かだった。


（しかも鬼おに崎ざき先せん輩ぱいにとって最後の学園祭だったのに……）


　巻き込んでしまったことが凄すごく申し訳ない。そして、平然と潰したヘルガに良介は怒いかりを感じざるを得なかった。


「そんなに怖こわい顔で睨まないで下さい。人間を死しに神がみの家か畜ちくと、僕達《雷神の雹テイールハガル》は考えているんですから、配はい慮りよなんてするわけないじゃないですか」


　ぴょんっとヘルガがポールからリングに飛び降りて、パチパチと小さな手で拍はく手しゆした。


「でも本当に一人で来るなんて、そこは人間にしては度胸があると認めてあげます。小屋の周囲にも反応はないし、さすがはガルダーブロウグが認めているだけのことはありますね」


「美菜はどこだよ」


　ロープをくぐって、リングに上がり良介は周囲を見み渡わたした。どこにも美菜の姿がない。


「良介くん、ここ……だよ」


　恐きよう怖ふで震ふるえた声が──頭上から落ちてきた。慌てて顔を上げると、五メートルほど上の天てん井じようの梁はりに美菜が縄なわで縛しばられ、括くくり付けられている。


「なっ……美菜、平気か！」


「う、うん、ちょっと怖いけど」


　青ざめた顔で美菜が答えた。


「っていうか、く、くうぅぅぅぅっ」


　場違いなのは分かっているが、美菜の姿に良介はどうしてもフェティシズムを見てしまう。


　だって、美菜の巨きよ乳にゆうを強調するようにナイトドレスの上から縄が巻かれ、体の要所要所もしっかりと拘こう束そくしている。


　まさしくＳＭ的な見事な造形美がそこにはあった。


「って、そうじゃなくてっ……ヘルガ、あれ痛くないんだろうな」


「ん……ああ、平気ですよ。僕はみんなから調教が巧うまいって言われてるんです。だから気持ちよくなる縛り方も出来るし、痛いのも出来る。当然、体重が掛かからないように、痛くならないようにも縛れるんで」


「き、気持ちよくなる……じゃなくて、痛くない方だよな」


　ちょっとドキドキしながら、良介は確かく認にんした。


「もちろん。僕、女性には興味ないんで。どちらかというと、加か賀が良介、貴方みたいな男性をヒィヒィ泣かせて、男としてのプライドを粉々にして──」
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　ヘルガが舌でレロリと唇くちびるを舐なめ回す。


「ふふ、豚ぶたさんにするのが好きなんですよ」


　瞬間、良介の頭の中で女王様警報が鳴り響ひびく。サドだ。この幼い相そう貌ぼうの死神は、間違いなく真性のサディストだ！


「ま、そのお楽しみは後に取っておくとして、ここに来たってことは大おお倉くら美菜の望みを叶かなえる気があるということですね？」


　ヘルガが尋たずねると、頭上の美菜がなぜか息を呑のむ。


　良介は目を閉じ、腕うでを組んだ。


「実はさ」


　重々しく告げる。


「実は、なんです？」


「ああ、実はもうちょっと待ってくれないか？」


　それを聞いた美菜が、大きく安あん堵どのため息を吐ついた。


「待ってくれ？　僕を馬ば鹿かにしてるんですか？」


「いやいや、全然そんなことないぞ。俺は経験則──あ、噓、文ぶん献けん知識で、真性の女王様属性を怒おこらせた場合は、かなり酷ひどい目に遭あうって知っている」


　主にエッチな漫まん画がとか、エッチなＤＶＤとか、エッチなサイトからの情報です。


　リサラは、良介の中では真性の枠わく組ぐみには入っていない。意外にヘタレ、というか優やさしいし。


「だったら、どうして待って欲しいなんて言うんですか？」


　こめかみをピクピクと痙けい攣れんさせながら、ヘルガが額に手をやって自分を落ち着かせるように何度か頭を振ふる。


「どうしてもこうしても、相手が誰だれだか分からないんだ」


「は？」


　ヘルガがまじまじと良介の顔を凝ぎよう視しする。


　と、頭上から美菜の苦く笑しようが聞こえてきて、慌ただしく顔を上げ睨み付けた。


「本気で言っているんですか、加賀良介」


「ああ、本気だ」


「ライファン、アルカレア、そしてガルダーブロウグ。僕は彼らが見聞きした情報を基もとに、美菜の望みに関して結論を出しています。それは分かりますよね？」


「美菜に好きな人がいるっていうんだろ」


「その通りです。そこまで分かっていて……やっぱり僕をおちょくっているんですよね？」


「うんにゃ」


　きっぱりと良介は答える。


「そもそも俺は、美菜に好きな人がいるなんて欠片かけらも気が付かなかったんだぞ。そんな俺に、相手まで分かるわけないじゃないか」


「気が付かなかった？　なら、どうしてこの場に来て、それを言えるんです」


「リサラに教えてもらった」


　気配で分かった。良介の言葉に、ヘルガよりも美菜のほうが驚おどろいている。


「リサラの奴やつが、美菜には好きな人がいるって教えてくれたんだよ。なら、望みっていうのは付き合うことだろ？　そこまでは俺にも分かるけどさ、俺にもリサラにも相手が誰なのかが分からないんだよ。だから橋はし渡わたしとかまだ出来そうにないんだよな」


　良介は頭上の美菜を見上げた。


「どうせ教えてくれないんだろ？」


「え、私は……」


　美菜が言葉を飲み込み、長い長い沈ちん黙もくの後にただ「うん」と答えた。


「ってわけで、現状はお手上げなんだよ。だから、もう少し待ってくれないか？」


　ヘルガが良介が喋しやべっている間中、足先でトントンと苛いら立だたしげにマットを叩たたき続けた。そして良介が言い終わると、その顔いっぱいに侮ぶ蔑べつを浮うかべる。


「なるほど。馬鹿だ馬鹿だと聞いていましたけど、まさかここまで馬鹿だとはビックリですよ。もう、いいです」


　ヘルガが目を閉じる。


「《装束デイスラード》」


　静かに唱えた。


　塵じん芥かいがヘルガの周りを取り巻く。それはリサラの時とも、アルカレアの時とも違う。凄すさまじい速度で、まるで竜たつ巻まきのようにヘルガの周りで渦うず巻まいているのだ。


　その竜巻から、二本の腕が突つき出る。


　それを端たん緒しよとして、塵芥が一気に収束していった。


　現れたのは白銀で全身を包んだ、ヘルガの姿だった。ライファンやアルカレアのような、重量感のある鎧よろいとは異なる、薄うすくしなやかな、女性らしい柔やわらかいラインを持った鎧だ。


　頭部はフードがそのままヘルムになったようで、首筋すら包んでいる。側頭部からは鋭えい利りな角が三本ずつのび、ライトに輝かがやいている。


　ただ顔の瞳ひとみの周りだけが露ろ出しゆつされていて、辛かろうじてヘルガの感情というものを見るものに伝えていた。


「お前をここで倒たおし、記憶を改竄する。それで僕達の目的の一つは達成出来ますので」


　淡たん々たんと、まるでもう決まっていることのようにヘルガが言い放つ。


（俺を早く出せ）


《グラム》だ。《グラム》が呼び出したわけでもないのに、語りかけてきた。


「……それが、なんというか」


　頭上の美菜を見上げる。彼女の姿はエッチだ。縛られてとても素す晴ばらしい。でも、魂たましいの奥底にある生きる力が反応してくれないのだ。


「美菜……だからか、やっぱり？」


　それが正解かどうか、良介にはよく分からない。


「《グラム》を出さないとは、僕も舐められましたね」


　ヘルガが冷めた目で良介を見据える。


「あ、いや、出したいんだけど、ええと……やっぱりもうちょっと待って、くれませんか？」


　その懇こん願がんは、ヘルガによって綺き麗れいに無視されてしまった。彼女は捧ささげ持つように両手を虚こ空くうに差し出し、名前を呼んだ。


「《殺さつ戮りくの剣けんダーインスレイブ》」


　すると無数の悲鳴と怨えん嗟さの声が渦巻き、ヘルガの手の上に血が滴したたり始める。その流れはすぐに滝たきのようになり、空中で鞘さやとなった。


　ヘルガは鞘の端はしの虚空を摑つかむと、引き抜ぬく。


　そして、血に濡ぬれた一振りの剣が姿を現した。


（《ダーインスレイブ》か……厄やつ介かいな相手が出てきやがったな）


　良介の魂に刺ささった《グラム》が呻うめいた。


「知ってるのか？」


（お仲間だ）


「仲間って、もしかしてアレも《旧ふるき五つ》なのか？」


　思わず叫さけぶと、ヘルガが良介を一いち瞥べつした。


「そうか《グラム》と対話が出来るんですね。そう、この《殺戮の剣ダーインスレイブ》は《折れた剣グラム》と同じ、黄昏たそがれの戦い以前から伝わる《旧き五つ》の一つです。ひとたび鞘から離はなれれば、必ず人を殺すと伝えられる魔ま剣けんですよ」


　ヘルガが《ダーインスレイブ》の切っ先を良介に向け、告げる。


「加賀良介、貴方あなたの戦せん闘とう準備はそれでいいのですか？」


「あ、いや……」


「ああ、もし逃にげようとすれば背中からでも容よう赦しやなく斬きり捨てますね。ああ、最初はその股こ間かんでブラブラしているものがいいですか？　女の子になってみるのも面おも白しろいかも知れませんね。ふふ、この僕がしっかりと躾しつけてあげます」


　どこかうっとりした色を瞳に浮かべる。その視線で良介の背筋に寒気が走り抜けてしまう。


　いやだ。それだけは絶対にいやだっ。


「くっそっ。仕方ない！」


　右手首に巻かれたブレスレット《グレイプニル》の上に、左手を置く。


「《グレイプニル》！」


　その叫びと共に《グラム》の覚かく醒せいを封ふう印いんする役目を持った《グレイプニル》が、護身の武器としての役割へと変わる。


　一気に《グレイプニル》から縄が溢あふれ出した。それは良介の右腕うでと右肩かたに隙すき間まなく巻き付き、鎧へと変質する。右拳こぶしは一回りも二回りも大きな巨きよ人じんの拳だ。


「そんな武器で、僕と《ダーインスレイブ》に勝てるとでも思ってるんです──か！」


　ヘルガが《ダーインスレイブ》を引き、一気に突き出す。刀身から血が滲しみ切っ先に集まり、打ち出されていく。


「うわっ！」


　右拳で振り払はらうが、ジュッと焼け焦こげたような音と共に《グレイプニル》の一部が焼け爛ただれる。


「う、噓うそだろ、おいっ」


（攻こう撃げきを外すことはないとか言われていたが、下手に剣を合わせるとこうなるわけか……。おい、《グレイプニル》の力だと攻撃を防ぼう御ぎよすることも出来ないってことだぞ）


《グラム》が言わないでも分かる、余計な忠告をしてくる。


「そう言われたって、生身の俺が食らったら……想像したくもない事態になるだろうが！」


　そうこう言っている間にも、何発も血の塊かたまりが飛んでくる。それらは全すべて、なんとか《グレイプニル》の拳で払える、逆に言えば払うことでしか避さけられないコースであり、速度だった。


「あいつっ、遊んでやがるのかっ」


《グレイプニル》は瞬またたく間に見るも無む惨ざんな有様になってしまう。あと数回、攻撃を払えば……そろそろ鎧を貫かん通つうして、良介の肉体に直接ダメージが来てしまいそうだ。


　と言っても、何度念じても《グラム》が発動してくれない現状では、他に手がない。


「わけでもないかっ、くそっ、自や棄けだ！」


　良介が前方に上半身を倒れ込むようにして、ヘルガに走り込む。相手が白銀の鎧に身を包んでいるといっても、小こ柄がらなことには変わらない。


　ならば《グレイプニル》でぶん殴なぐれば、吹ふき飛ぶはずだ。それが大したダメージにならずとも、一度距きよ離りを稼かせぐことにはなるはずだ。


「ふぅ。やっぱり人間は低脳なんですね──《盾アスタルツフ》よ」


　いきなり良介の前に光の幕が現れ、弾はじき飛ばされてしまった。


　ロープにまで飛ばされた。意外に反発力の無いロープのせいで、良介はすぐ目の前に転てん倒とうしてしまう。


「僕は死しに神がみですよ？　術式のこととか念頭にないとか、馬鹿としかいいようがないですよね」


「くっそっ。でもなっ、一回分かれば──」


「ああ、勘かん違ちがいしないで下さいね。別に、その程度の武器の攻撃なら、この鎧で全て受け止められますよ。そもそも、貴方の遅おそさなら避けることもわけがない。ただちょっと遊んでみただけですよ。噓だと思うなら試ためしてみますか？」


「本当に試してみてもいいか？」


　良介が大げさにクラウチングスタートの格好をする。それを見て、ヘルガが理解出来ないと軽く頭を振ふり《ダーインスレイブ》の切っ先を良介に向けた。


「行くぞっ」


「まったく、懲こりない人ですね」


　ヘルガが《ダーインスレイブ》を引き、突きだす。


　その瞬しゆん間かんに背後から既すでに死神装しよう束ぞく姿のリサラとライファンがリング下から飛び込み、《カルヌーンプラデュール》と《恍惚の斧アル・ユル》をヘルガに振り下ろした。


「私達の勝ちよ。剣を捨てなさい」


　ヘルガの首筋まで数センチの距離で、《カルヌーンプラデュール》を止めてリサラが背後から告げる。


　ライファンの巨きよ大だいな、黒い稲いな妻ずまをまとった《恍惚の斧アル・ユル》は、ヘルガの頭頂部上でギリギリ止まっている。


「僕からも警告するよ。剣を捨てなければ、君のこの可愛かわいい頭を割ってしまうよ」


　だがヘルガは二人を完全に無視した。


「結界に反応はなかったはず……そうか、僕の術式を逆利用したんですね」


　落ち着いた口調で事態を推測する。


「ということは、もう一人……上か！」


「剣を捨てなさい！」


　リサラの警告に、ヘルガは欠片かけらも従おうとしない。顔を上げ、《ダーインスレイブ》を天てん井じように向けて突き出す。


「リサラっ、やるしかないよ！」


　ライファンが《恍惚の斧アル・ユル》を振り下ろす。一瞬遅おくれてリサラが悲鳴を上げ、


「う、うう……うわぁぁっ！」


　ヘルガの首を狩かる。


　ガギン！


　鈍にぶい音が響ひびき渡わたった。


《カルヌーンプラデュール》の刃はが、ヘルガの首を守る白銀の死神装束の上で止まっていた。


《恍惚の斧アル・ユル》の刃もまた、ヘルガが被かぶるヘルムで止まっている。


　二人が止めたのではない。止めさせられたのだ。


《カルヌーンプラデュール》と《恍惚の斧アル・ユル》の刃は、ヘルガの死神装束に傷一つつけることが出来なかったのだ。


「きゃっ!?」


　キュールが落ちてきた。ドスンとリングに落ち、お尻しりをさすりながら立ち上がる。


「うう、《リジル》じゃなければ危ないところでしたわ……」


　ヘルガが頭上へと放った《ダーインスレイブ》の血の塊によって、美菜を助けようとしたキュールが迎げい撃げきされた、ということらしい。


「お姉様っ、手はずが違ちがいますわよ！」


「違わないわよ……」


　リサラが一歩下がった。ライファンもまたヘルガと距離を取る。


「違うとしたら、実力ですよね」


　ヘルガが周囲を見み渡わたした。形としては、ヘルガを良介、リサラ、ライファン、キュールが取り囲んでいる。


「あの犬は……いないんですね」


「まぁ、いくらカエサルでも、《カルヌーンプラデュール》の刃を受け止める鎧よろいには、牙きばも突つき立たないしな」


　良介が言う。


「良介、《グラム》は？」


「悪いリサラ。なんか出てきてくれない。《グラム》は出る気満々なんだけどさ」
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「愚ぐ痴ちってても仕方ないよ。悪いけど、ヘルガ。四対一で行かせてもらうよ」


　ヘルガが、もう一度四人を順々に見渡す。


「時間の無む駄だです」


　決定事じ項こうを告げるように言う。


「さあ、決まった未来なんて一つもないと思うけどね」


　リサラがそう言いながら、三人に目配せした。


　良介、ライファンを見た後、二人の視線を誘ゆう導どうするようにして、キュールを見つめる。


　ライファンが頷うなずき、良介は首を傾かしげた。


　意味がよく……分からない。


　キュールを見つめる、それはきっと彼女を中心に戦おうってことなんだろう。そこまでは分かる。


　でもなんで……と思っていると、キュールが小さく《リジル》を叩たたいた。


「あ……ああ」


　ようやく合が点てんがいった。《カルヌーンプラデュール》も《恍惚の斧アル・ユル》も、きっと《グレイプニル》もヘルガの鎧には刃が立たない。


　でも、《リジル》ならどうだろう。


《グラム》、《ダーインスレイブ》と同じく《旧ふるき五つ》の一つ《龍りゆう殺しの剣けんリジル》ならば、可能性がある。


　良介は頷いた。


　と、同時にライファンがヘルガの顔面に《恍惚の斧アル・ユル》を叩き込み視界を潰つぶし、リサラが《カルヌーンプラデュール》で右足を払い──一歩遅おくれて良介が打だ撃げきによる呼吸困難を狙ねらい胸を殴りつける。


「──！」


　ヘルガが気合いと共に動く。


　右手だけで《ダーインスレイブ》を《恍惚の斧アル・ユル》に叩きつけ、右足で《カルヌーンプラデュール》を踏ふみ、左手の平で《グレイプニル》を受け止めようとする。


　だが一連の動作に思考と神経を占せん有ゆうされ、さらに視界を奪うばわれた状況では、キュールの《リジル》からは完全に無防備となっている。


「ハァァァァァァァァァァッ！」


　気合いと共に、キュールがしっかりと両手で握にぎった《リジル》でヘルガの左胴どうを背後から横よこ薙なぎに斬きり捨てた。


　はず、だった。


　右手一本で振るった《ダーインスレイブ》が、あっさりと《恍惚の斧アル・ユル》を斬きり裂さく。


　さらに止まることなくヘルガは肘ひじを折りたたんで回転半径を小さくすると、そのまま凄すさまじい速度で体を半転させ、《リジル》に《ダーインスレイブ》を打ち込んだ。


　ギィィィィィィィン！


　鈍い音が響き渡った。


　キュールの手から《リジル》が落ちる。と同時に、ヘルガが右足でキュールを蹴けり上げた。


「がっ──」


　キュールが吹き飛び、観客席のパイプ椅い子すがひしゃげて落下する。


　それを助けようにも良介の拳こぶしは、ヘルガが器用に残した左手に摑つかまれていて、びくともしない。


　すると良介の視界の端はしで、ライファンが崩くずれ落ちた。


《ダーインスレイブ》で《恍惚の斧アル・ユル》を斬り裂かれた時、その余波で死神装束までも斬り裂かれたのだ。それは、良介が《グラム》でアルカレアを倒たおした時と、ほぼ同じだ。


「ま、まだよっ！」


　リサラが踏まれた《カルヌーンプラデュール》を振り上げる。


「おっと」


　さすがにヘルガがバランスを崩す。その隙すきに良介は左手を振り払はらい拘こう束そくから逃のがれると、リサラのもとへ駆かけ寄った。


　ただ良介が思うに、ヘルガの様子がどうもおかしい。


　バランスを崩したのは本当かも知れないが、やけにあっさり良介の拳を離はなしたし、駆け寄るのも妨ぼう害がい出来なかったというよりは、妨害しなかったように見える。


「って、考えても仕方ないか……この状況じゃな」


「《グラム》のない良介と、当たっても傷つけられない私……さすがにちょっと厳しいわね」


　リサラが油断無くヘルガの様子を窺うかがいつつ、自じ嘲ちよう気味に現状を口にした。


「分かっているなら話が早いですね」


　ヘルガが《ダーインスレイブ》を右斜ななめ上に構える。刀身に滲にじみ出た大量の血が、滴したたり落ちることなく留まり、一見すると一回りも大きくなったようだ。


「反撃のことを考えるためには、まずしのぎきるしかなさそうだな」


「私が《盾アスタルツフ》を連続で出すわ。最後は、《グレイプニル》と《カルヌーンプラデュール》でどうにかするしかないわね」


　良介とリサラが共に頷く。


「！」


《ダーインスレイブ》が袈け裟さ懸がけに斬り下げられた。その刃筋通りに、血が斬ざん撃げきとなって襲おそい掛かかってくる。


「《盾アスタルツフ》」


　リサラが右手を突き出し術式を叫さけぶ。だが紙、いやそれこそトイレットペーパーでも破るように、いとも簡単に血の斬撃は猛もう然ぜんと突き進んでくる。


「《盾アスタルツフ》」


「《盾アスタルツフ》」


「《盾アスタルツフ》」


「《盾アスタルツフ》」


　リサラが立て続けに術式を発動させるが、血の斬撃は衰おとろえることがない。


　良介は咄とつ嗟さに覚かく悟ごを決めた。


　あの血の斬撃を《グレイプニル》や《カルヌーンプラデュール》で押さえ込むことは不可能だ。ならばせめて、身を挺ていしてリサラを守ろうと。


　が、それを考えたのはリサラも同じだった。


　リサラが前に飛び出ようとした良介の手を握り、引き戻もどそうとする。


　ドクンッ。魂たましいの奥底が震ふるえた。


　と同時に、斬撃が目の前に迫せまり──、


「ヴォォォォォォンッ！」


　キュールが落とした《リジル》を咥くわえたカエサルと、交こう錯さくした。


　ルオォォォォォォォォォォォォォォン。


　嘆なげきとも呪じゆ詛そともつかない不気味な声が響き、斬撃が爆ばく発はつする。


「うわぁぁぁっ!?」


「きゃぁぁぁっ!?」


　良介とリサラが爆風で吹ふき飛ばされる。


　それは咄嗟だった。リングのロープを右手で摑み、リサラの手を左手で強く握る。


　ぐいん……ブチッ。


　勢いに抗こうしきれずに、ロープが切れる。


　それでも最初の爆風の衝しよう撃げきは随ずい分ぶんと削そがれて、良介とリサラは観客席にゆっくりと飛び込んだ。


「いっ、いててててて……」


　体中があちこち痛い。右手で髪かみを搔かき上げようとして、良介は《グレイプニル》で巨きよ大だい化していることを思い出し、左手を上げた。


「ん……」


　リサラが呻うめく。


　しっかりと、リサラの手を握ったままだった。


「…………」


　外せばいい。のに、なんだか外す気が起きないのはなぜだろう。


「良介……なにいつまでも握ってるのよ」


　目を覚ましたリサラが、握りあった手を見た。


　でも、そうは言いながらリサラから外そうとはしない。


　気き恥はずかしくなって、良介はリング上に視線を移した。すると、ヘルガがいない。どうやら逆方向にヘルガもまた吹き飛ばされたらしい。


「ねぇ、良介」


　いきなりリサラが、ギュッとより強く手を握ってきた。


「ごめんね」


　そして謎なぞの謝罪だ。


「なにが、ごめんなんだよ？」


「私ね、本当は知っているの」


「え？」


「美菜が好きな人を、本当は知っているの。でも、どうしても言えなかった」


　強く、より強く握り返してくる。まるでもう手を放さないとでも伝えるようにだ。


「だってね、その男の子のことを好きな女の子を、他にも知ってるのよ。だから、どうしても言えなかった」


「今は？」


「うん、実はまだ言えないの」


　リサラが笑った。でも、なぜか涙なみだ目めでだ。


「まぁうん……色々あるんだろ」


　良介は頷き、リサラの手を引くように立ち上がった。視線の先では、ヘルガがようやくリングに戻りつつある。


　そんなヘルガに、カエサルもまた《リジル》を咥え直して立ち向かおうとしている。


「でもリサラ。一つ分かったことがある」


　良介はようやくリサラから手を解き、前に出た。


「分かったこと？」


「ああ。どうやら美菜に想おもわれてる奴やつは、随分なモテモテ野や郎ろうらしいな。さぞかし格好いい奴で、美菜が惚ほれるんだ……まぁ悔くやしいけど、性格もいいんだろ？」


「……」


　リサラが黙だまる。振ふり返ると、なぜか笑いをかみ殺していた。


「なんで笑ってるんだよ」


「ううん、ふふっ……ふふふ、良介の言う通りよ。かっこよくて、性格も、欠点もあるけど優やさしくて、何より女の子を大切にする男の子よ」


「腹立つなぁ、そういういい男って。でもま、美菜のためにも、ここは一つヘルガを倒して……恋れん愛あい成じよう就じゆに協力してやるか。そんな奴なら、美菜の彼氏として安心だからな」


「うん……そうね」


　小さな声だった。ただすぐにいつものリサラの声に戻る。


「でも良介。どうやってヘルガと戦う気？」


「不思議なんだけどさ。今は《グラム》が使える気がする」


「……どうして？」


「何だろうな。リサラが俺の後ろにいた方が、なんとなく気分がのるみたいだ」




[image: ]


「私が後ろって、ええと……もしかして私を守る時って……こと、かしら」


　リサラがおずおずと聞いてきた。良介は、なんというか、ものすごく恥はずかしくなってしまい……。


「よく分からない！」


　思いっきり誤ご魔ま化かしてリングに向けて走り出し、良介は胸の上を摑つかんだ。


「待たせたな、相棒！」


（待たせすぎだぜ、相棒！）


　一気に《折れた剣けんグラム》を引き抜ぬく。


《グレイプニル》が再び蠢うごめき《グラム》に絡からみつくが、今まで一番抵てい抗こうが少ない気がする。


　右胸、右肩かた、右腕うで、右手、そして《グラム》──全すべてが《グレイプニル》によって一体化していく。


　体が軽い。


　そして熱い。


「[image: ]っ、[image: ]おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」


　良介は雄お叫たけびと共にリングへと跳とんだ。


　その背中を見つつリサラは、


「はぐらかした……やっぱりずるいわよね」


　少し顔を赤らめながら漏もらしていた。





　　　　※　　　※　　　※





「ヘルガ！」


　摑んだロープを飛び越こえ、ベビーフェイスのレスラーよろしく良介はリングに飛び込んだ。


「《グラム》……そう、やっと抜いたんですね」


　ヘルガの良介を見る目は、心なしか喜色が浮うかんでいる。


「カエサル、すまなかったな」


「オンッ……（構わないさ。どうやら俺は、暇ひまつぶしに遊ばれただけだ）」


《リジル》を咥くわえたままカエサルが、リングを降りてキュールのもとに向かう。


「《旧ふるき五つ》の中でも、最も凶きよう暴ぼうと謳うたわれる《折れた剣グラム》と加賀良介。ガルダーブロウグの目にとまったお前達の真の力、この僕が測ってあげます……よっ！」


　初めて、ヘルガ自らが動いた。横に跳び、そのまま良介の周りを駆かける。


「何のつもりだよ」


　目で追いつつも特に動くことなく、良介はヘルガの次の動きを待った。三周ほどしてヘルガが、走りながら叫ぶ。


「復ふく讐しゆうの渦うずに沈しずむといいですよ……《ダーインスレイブ》！」


　ヴォン。


《ダーインスレイブ》が薄うす暗ぐらく明めい滅めつする。すると、刀身から滴したたった血が良介の周りで渦を巻き始め──無数の腕うでを、人間のものとしか思えない腕を伸のばしてくる。


「気持ち……悪いんだよ！」


《グラム》を握にぎりしめ、良介はただ前に突とつ進しんした。四方から腕が迫ろうが、前方を突とつ破ぱして渦の中心から出てしまえばいいことだ。


　あっけなく斬きり裂さき突破したと思った瞬しゆん間かん、右足を取られた。


「ぐぅっ!?」


　足首が焼けるように痛い。


「くそっ」


　すぐさま、足を摑んだ腕を斬り捨てる。同時に迫り来る腕の群れを一気に斬り払はらった。


「渦の外に……渦があるのかよ」


　薙なぎ払いながら良介は呻いた。突破したと思った渦は、あくまでも最も内側だったのだ。しかも転てん倒とうしている間に、渦自体が動いて良介をまた中心に置いている。


「だから僕は渦と言ったはずですよ。円じゃない」


「……その通りみたいだな」


　チラリと足あし下もとを見た。徐じよ々じよに渦の先せん端たんが良介の足下に這はい寄ってきている。回転しながら、内側へと閉じていっている。


（どうするよ。俺に代わるか、相棒）


《グラム》が、まだまだ余よ裕ゆうを持って語りかけてくる。


「馬ば鹿か言えよ。囚とらわれの美菜姫ひめを救う騎き士しっていう、最高の役やく柄がらなんだぜ？　譲ゆずるわけないだろ」


（なら、何か手があるのか？　言っておくが、俺は目の前のもんを正面から叩たたき潰つぶすのは得意だが、《ダーインスレイブ》や《テュルフィング》みたいに小こ賢ざかしい技わざがあるわけじゃないからな）


「正面か……それだ！」


　良介は再び走り始めた。





《ダーインスレイブ》に込こめられた怨おん念ねんで作り上げた、復讐の渦がざわめいた。


「どういう……ことだ？」


　ヘルガが呟つぶやいたと同時に、みるみる渦の密度が薄うすくなっていく。


「そんな馬鹿なっ。今なお、《ダーインスレイブ》から渦は発生しているのにっ！」


《ダーインスレイブ》の切っ先から血が滴り続けている。それが線となり渦に巻き込まれていく。つまり《ダーインスレイブ》こそが渦の端はしだ。延々と渦は生まれ、遂ついには取り込まれたものを飲み込み、《ダーインスレイブ》の新たな血となる、はずなのだ。


「渦が生まれるより早く……破は壊かいしているんですか」


　呆ぼう然ぜんとヘルガは渦を見つめた。





　ひたすらに良介は走った。《グラム》を無造作に振り回しながら、渦に沿って走り続けた。もう何周したか分からない。それでも目が回らないのは、《グラム》による肉体強化のおかげなのだろう。


　そして遂に渦は線となり──ヘルガの《ダーインスレイブ》が目前に迫せまった。


　ヘルガが渦を作ることを止め《ダーインスレイブ》を振り上げ、


「こんな、こんな力ちから業わざで破るとは、感心しましたよ」


　振り下ろす。


　刃やいばを合わせた瞬間、無数の血しぶきが《ダーインスレイブ》から飛び散り良介に襲おそい掛かかってくる。


「ぐあぁぁぁっ」


　体のあちこちが焼け、痛みで左手から力が抜けてしまう。


　それでも《グラム》を放さないですんだのは、《グレイプニル》によって形成された右半身を覆おおう鎧よろいのおかげだった。


　数カ所に火傷やけどを負った左手を何度か振って血を飛ばし、良介は再びグリップを握った。


　そして身長差を利用して、上から押し込む。


　今度は《ダーインスレイブ》の血が、ヘルガの白銀の鎧に落ちていく。


　ジュッといやな音を立てるが、鎧には傷はなさそうだ。


　それでも良介はさらに押し込んだ。このまま叩き潰してしまえばいい。


《グラム》なら白銀の鎧であろうとも、斬り裂く自信が良介と、そして《グラム》自身にある。


「くっ……くうぅぅ……いやぁぁぁぁっ！」


　ヘルガが徐々に《グラム》の圧力を斜ななめ後方へと受け流し、前方に転がるようにして抜け出した。


「くそっ。また正面から剣を合わせてたら……俺の半鎧の方が不利だよなぁ」


　互たがいに鎧を見比べる。一目瞭りよう然ぜんだ。


「なら……おらぁぁ───！」


《グラム》を思いっきり振り上げ、一気に振り下ろす。切っ先から、血などではない純じゆん粋すいな力が斬ざん撃げきとなって跳んでいく。


　それをヘルガが、


「はぁっ！」


　正面から斬り捨てる。


　と、いきなりヘルガが《ダーインスレイブ》を下ろした。


「らちがあかないですね。美菜さんの願いを貴方あなた達が叶かなえることを祈いのって、今日は引くとしますよ──《水ラグ》」


　無数の縄なわと共に美菜がゆっくりと降りてくる。


　ヘルガが縛しばられたままの美菜を抱だき留め、そっとリングに降ろした。


「では、残り一日の学園祭を楽しむといいですよ」


　小さく頭を下げ、ヘルガが術式と共に影かげに沈んでいった。


「おい、《グラム》。もしかして互ご角かく……いや、あの変な血がある分、お前の方が弱いんじゃないか？」


（ふざけるなっ。お前が俺の力を使い切れてないだけだ！）


「うーん、もう《ファヴニール》もないしな……。ま、いい。後だ、後。まずは美菜だ！」


　良介はとりあえず問題を先送りし、美菜のもとに駆け寄った。


　一瞬、何を言うべきか良介は言葉に迷い、


「あーっと……悪いな、二回も誘ゆう拐かいさせちまって」


　とりあえず謝った。そんな良介に美菜は、あまりらしくなく黙だまってしまった。


「も、もしかして怒おこってるのか？」


「え……あ……ううんっ、違ちがうのっ。ありがとう、良介くん」


　にっこりと美菜が微笑ほほえむ。その笑顔が少し硬かたいのは、きっと怖こわい思いをした直後だからだろう。駆け寄ったリサラ達が美菜に声を掛けるのを聞きつつ、良介はそう思った。





　　　　※　　　※　　　※





（……あの人、どうして私にあんなことを言った……の……）


　美菜は無事を祝ってくれる言葉の中で、独り戸と惑まどっていた。


　それは、ヘルガが美菜を抱き留めた時にそっと囁ささやいた言葉だ。


『リサラ・レストールの不戦勝で終わる、貴方が何もしないでね。これが僕の予想ですよ。さて、その場合はあの加賀良介に何か手を打たないと……したくはないんですよ？』


　その言葉は、妙みように現実感があった。


　だって──良介は美菜と手を握ることから逃にげたのに、リサラの手はしっかりと握ったのだ。シチュエーションが違う。そう言い訳しても、天てん井じようから見ていた二人の手は、鮮せん明めいに記き憶おくに残っていた。


　それ──このままだと、良介にヘルガ達の手が伸びるかもしれない。《グラム》がある。でも実際に今日は引き分け、むしろヘルガが優勢なようにも見えた。


　だとすれば──。


（私は……）


　美菜の心の中に、今まで作ろうとしなかったボタンが一つ出来ていた。


　あとは、そのボタンを押すかどうかの決断だけだった……。






　終章　とうとう言います










　術式でプロレス小屋から屋上に移動したヘルガは、まずは逆利用された術式を消し去った。


　正直、解かい析せきされると思っていなかっただけに苦にが々にがしい。


　その後、学園祭の終しゆう了りようと共に人ひと混ごみに紛まぎれてヘルガは、ガルダーブロウグが用意した隠かくれ家がへと帰った。


　庭などほとんどない一いつ軒けん家やだ。


　中に入っても、生活臭しゆうはほとんどない。


　ほとんどの部屋がガルダーブロウグの研究資料や研究道具で埋うまり、強しいていえば生活臭ではなくガルダーブロウグの気配が濃のう厚こうに漂ただよう室内だった。


　そしてヘルガは、ここが気に入っていた。


　ヘルガはその中を灯あかりも点つけずに進み、唯ゆい一いつ、家具らしい家具といえるベッドも兼かねたソファに座ると、スマートフォンのような機器を起動させた。


『どうだ。加か賀が良りよう介すけという男は、なかなかに面おも白しろかっただろう』


　画面に、ガルダーブロウグの黄金の仮面が映る。仮面越ごしにも拘かかわらず、その顔は喜んでいるようにヘルガには思えて、なんだかそれがちょっと面白くない。


「さあ、どうでしょう。ただ、いたぶり甲が斐いのある男かなとは思いました。それで、アルカレアとライファンの始末はどうします」


『アルカレアの記憶は消去したのだろう？』


「はい」


『ライファンには元々、大した情報も術式も与あたえてはいない。二人とも放ほうっておけ』


「分かりました」


『で、大おお倉くら美み菜なはどうなっている』


「種は蒔まきました。今いま頃ごろ発芽している頃ころかと」


　美菜のあの素す直なおで優やさしそうな顔を思い出して、ヘルガは顔に嘲あざけりが浮うかぶのを止めることが出来なかった。よくもまぁ、あんな弱点だらけな性格が生まれたものだと思う。


『《イレギュラー》として覚かく醒せいした後、加賀良介の抵てい抗こうを排はい除じよして確保出来るか？』


「加賀良介が覚醒要因である以上、あの男の抵抗は織り込み済みです。そのために、今日はあの連中の戦力を調べたのですよ？」


『その結果、排除出来る確信を得たというわけか』


「ええ。まあ、調べて良かったとは思ってます。あの犬は、想定外でしたからね」


『ああ、あいつか……人間であれば《イレギュラー》だったかも知れんな』


　ガルダーブロウグが心底残念そうに呟く。


「では、計画はこのままで」


『ん、ああ。ヘルガ、お前が本当に加賀良介を排除出来るのならな』


　その念押しに、ヘルガは少し言葉を尖とがらせてしまう。


「それは確信があると言ったばかりです」


『分かった分かった』


「むしろ死しに神がみ界の方はどうなっているんですか」


『《雷神の雹テイールハガル》は昼に言った通り掌しよう握あく出来ている。幾いくつかの有力な家には食い込んだが、レストール家はさすがにガードが堅かたいな。《ファヴニール》起動時に、やはり戦争には突とつ入にゆうするだろうな』


「《イレギュラー》の霊れい力りよくを使ってですか」


『そうだ。私の予測値では、レストール家が営々とライフジュエルをかき集めて溜ため込んできた霊力量は、《イレギュラー》の一割程度だ。《イレギュラー》さえ手に入れれば、その霊力で《雷神の雹テイールハガル》の戦力は大おお幅はばにアップする。力で押し切れるだろう。それでもよく溜め込んだものだがな』


　その言葉には、ガルダーブロウグの自信が漲みなぎっていた。


「《ファヴニール》の起動に要する霊力を使うんですよ」


『織り込み済みだ。それに私は何も《イレギュラー》を客人として迎むかえ入れる気は無い。人間はあくまでも死神にとって、霊力を搾しぼり取る家か畜ちくだからな』


「分かりました」


『いいか、《イレギュラー》確保に失敗は許されない。我らが《イレギュラー》を確保した時こそが、死神が人間の人生をサポートするだのといったねじ曲がったシステムの革命が成じよう就じゆする日なのだからな』


「はい、死神が人間を管理する正しい秩ちつ序じよが復活する」


　ヘルガは、そう言いながらそれほど感情は高ぶらない。ただ、画面越しにも高こう揚よう感を伝えてくるガルダーブロウグが眩まぶしかった。


『その通りだ。それ故ゆえに、いざという時は遠えん慮りよをするな。私にとって、死神界の些さ事じよりも《イレギュラー》確保が大事なのだからな』


「分かりました」


　正当な理由があれば、遠慮などするわけがない。


　ヘルガはそう思いながら……幼い顔に笑みを浮かべたのだった。





　　　　※　　　※　　　※





　気が付けば、教室の窓の外はもう夕日だ。良介の視界に、あかね色の空の下で校門を出ていく大勢の人達の姿が入った。


　そう、二日間ある桃もも園ぞの学園祭の初日が終わったのだ。


　それは良介が片付けの雑用としてゴミ箱を運うん搬ぱんしていることが、如によ実じつに表していた。


「……なんだろう、このギャップ」


　人知れずぼやいてしまう。


　食べかすだの何だのを満まん載さいしたゴミ箱を抱かかえて必死に運ぶ今の自分の姿は、ついさっきまでヘルガと戦い、美菜を救い出す騎き士し役をしていた人間と同一人物とはとても思えない。


「まぁ、《ダーインスレイブ》の薄うす気き味み悪わるい血で付いた傷はリサラが治してくれたから、痛みはないんだけど……地味に疲ひ労ろうはあるんだぞ」


《グラム》によって飛ひ躍やく的に肉体能力が上がるとはいえ、疲つかれるものは疲れるのだ。


　しかも、早退するつもりだったけど美菜の調子が戻もどったからと二年Ｂ組の教室に戻ると、人気の給きゆう仕じであるリサラ、美菜、ライファンを失ったあと孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていたらしいイリアが、目を三角にしていたのだ。


　美菜の付き添そいなら一人で十分なはずだという、彼女の言い分はとても正しい。まさかクラスメイトにヘルガと戦っていたとも言えず、結局、後片付けの大半を良介達が請うけ負うことになった。


　美菜を助け出した後にそのまま帰ってしまう手もあったが、良介達は一つのことに気が付いた。


　美菜が、ナイトドレスのままだった……。


　仕方なく、リサラ達が術式でプロレス小屋を修復した後に、教室に戻り──片付けを一手に引き受ける羽目になったというわけだ。


　もっとも、なんやかんや言いつつイリアも手伝ってはくれていた。


「まぁ、あいつも性格ねじ曲がってるけど意外にお人ひと好よしだよな……よいしょっと」


　集積所に生ゴミを突つっ込こみ、良介はコキコキと肩かたを鳴らした。


「重かった。これ、最近鍛きたえてるから平気だったけど、以前のままだったら絶対に筋肉痛になってたぞ──って!?」


　良介は慌あわてて生ゴミ集積所から視線を逸そらした。


　イリアがやったんだろうが……拘こう束そくされたままの大おお平ひらが埋うまってた。


　まぁ、さすがのイリアもこのまま大平を生ゴミとしてドナドナする気はないだろうし、一時的な罰ばつなのだろうし……。


「良介ぇ」


　情けない声が耳に入ってくる。


「俺は、スリーサイズを諦あきらめて、クラスの女の子のドレスの下がブラジャーか、ヌーブラか、ノーブラか、ニップルカバーかのリストを作っただけなんだ……。イリアさんは絆ばん創そう膏こうだった」


　良介は「うん」と頷うなずいた。あれは自じ業ごう自得だ。助ける必要を認めない。


　というわけで振ふり返り、


「あ、絆創膏」


　思わず呟つぶやいてしまい、ものすごい目でイリアに睨にらまれた。


「あ、いや、イリアだ、イリア。大平を許しに来たのか？」


「許すわけないしぃ。でもでも、このまま夢の島に行かれるのも、ま、目覚めが悪いでしょおぉ？」


　帰り支じ度たくを済ませたイリアが、ニコリと笑う。


「だからぁ、ホースかなんかで洗った後に、夕飯の買い物に付き合わせることにしたわけぇ」


「は？」


　大平がキョトンとする。


「もちろん。買い物の時のお財さい布ふは、大平くんね[image: ]」


　どう考えても、喝かつ上あげにしか思えなかった。


「あーまぁ、イリアとの買い物デート楽しんでくれよ」


　そう言って良介は、その場を立ち去った。


「真性のドＭだな、あいつは……」


　最後に見た大平の顔は──それでもなんか嬉うれしそうだったのだ。


　初日の片付けはどこのクラスもほぼ終わったようで、廊ろう下かは行きと違ちがって人ひと影かげはまばらだ。その中を楽々と良介は二年Ｂ組の教室に戻り、室内を分けている暗幕をまくるべく手を掛かけ──耳に飛び込んできた言葉で、固まった。


『良介に告白したい、ですって？』





　　　　※　　　※　　　※





　時は、ほんの少しだけ遡さかのぼる。


　良介が教室まであと十メートルだった頃だ。


「ねぇ、リサラちょっといい？」


　接客用の机掃そう除じも厨ちゆう房ぼうの後片付けも全部終わり、念のために女子スペースのチェックをしていたリサラは、美菜の声に振り返った。


「どうしたの、そんな改まった顔して」


　思い詰つめたような顔を美菜がしているのだ。


「リサラに、本当は確かく認にんする必要ないのかも知れないけど、でもリサラは友達だし……それに」


「それに？」


「それに、こんな状じよう況きようだと少しずるい気がする。あとね……ちょっと前から互たがいに分かっていて、なんとなく抜ぬけ駆がけしないようにしていたから、やっぱりリサラには確認したいの」


「抜け駆けって……」


　リサラの頭の中に、一つの事実が浮うかぶ。でもそれを、リサラはあえて追いやった。


　だってそれは、まだ早いはずだ。


　もっと後に決断しなくてはならないことだったはずだ。


　その『まだ』がいつまでなのか、リサラは考えない。そんなリサラの『まだ』を、美菜があっさりと壊こわしてしまう。


「私ね。やっぱり良介くんが好き」


「！」


　驚おどろくリサラを美菜が見つめて、静かに言う。


「リサラには分かっていたはずだよ」


「そ、それは…………」


　分かっていたことを口に出して認めるのが怖こわかった。それでも、もう全すべて分かられてしまっている、この状況で認めないことに何の意味もない。


「うん」


　なんとかリサラは頷いた。


「私もリサラが良介くんを好きだって、分かってる」


　美菜が、リサラと同じはずの葛かつ藤とうを平気で乗り越こえてしまう。


「だからリサラには、ちゃんと確認しておきたいの」


「かくにん？」


「うん。私ね、良介くんに……」


　美菜が少し言い淀よどむ。それでも一度ギュッと目を閉じて、開けるとしっかりとした口調で言った。


「良介くんに告白したい」


「良介に告白したい、ですって？」





　暗幕の外で、良介は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。


　何を言っているのか、理解が追いつかない。


　それが日本語なのは分かる。でも言葉の意味が分からない。


　いや、脳が理解することを拒きよ否ひしているように、全く分からない。





「うん。いいよね、リサラ」


「な、なんで私に許可を求めるのよ。そうよ、れ、恋れん愛あいは自由だもの。何も一々私に確認することなんてないわよ。ええ、ないわ」


　リサラは、何を口にしているか分からないまま、激しくまくし立ててしまう。


　そんなリサラに美菜は微笑ほほえむ。


「さっき言ったでしょ。ずるい状況だし、なによりリサラも良介くんのことが好きだからだよ。そして、リサラは私の大切な友達だから。だからちゃんと、リサラには伝えておきたかったの」


「私が良介を…………す、き？」


　リサラは呟いた。


　初めて口にした、そういった意味の「好き」だったかも知れない。


　その事実に呆然としてしまい、リサラは信じられないことを口にした自分の唇くちびるを、右人差し指でなぞった。


「だから、いいよね。私が良介くんに告白しても」


「い、いいって」


「どんな結果になっても、友達でいてくれるよね」


「………………」


　もちろん。そう答えようとしたのに、リサラの口からその単語は出てこなかった。


　そんなリサラに美菜は苦く笑しようし、より具体的に言った。


「私と良介くんが付き合うことになっても、友達でいてくれるよね」


「良介と美菜が……付き合う……」


　唐とう突とつにリサラの頭の中で繫つながる。


　そうだ。


　美菜は《イレギュラー》かも知れない。


　そして美菜の望みは、良介と結ばれることのはずだ。だって美菜が良介を好きなのは、ずっと知っていたから。


「そっか《イレギュラー》の……美菜の望み……願い……」


「うん。だから確認してるの。いいよね、良介くんに告白しても」


「そ、それは……」


　ダメという言葉を、リサラは飲み込んだ。そして仮面を被かぶる。


「もちろん、いいわよ。だって……《イレギュラー》を見つけるのが、レストール家の跡あと継つぎである私の使命なんだし、そのための行こう為いを止めるわけないでしょ」


　美菜のリサラを見る目が、急に変わった。


「逃にげるんだ」


　美菜の強い、怒ど気きを孕はらんだ言葉が、せっかく被った仮面を打ち壊してしまう。


「逃げるって……」


「使命だなんて言うなら、なんでヘルガに私が捕つかまっている時に──良介くんに本当のことを言わなかったの？　私が好きなのは良介くんだって」


「そ、それは……それは」


　リサラには答えられない。


　だって、こんな急に決勝戦が来るなんて、思っていなかったから。


《イレギュラー》を見つけるという自分の使命を取るか、良介を取るかなんて選せん択たくは、まだ先だと思っていた。


　こんな唐突にソレが来るなんて、思ってもいなかった──。


「リサラ。リサラも良介くんに告白すればいいと思う」


　美菜が一転して優やさしい声を出す。


　でも、レストール家の跡継ぎとしての使命はどうするの？


　まだ選べない。


　そして断られたらどうするの？


　怖い。


　良介がいなくなってしまう。


　怖い。


　良介が私を見ない。


　怖い、怖い、怖い、怖い。


「っ！」


　足が動いた。


　走った。


　いいえ、怖くて逃げ出した。


　暗幕を激しくめくり──リサラは固まった。


「良介っ」





「リサラっ」


　立ち尽くしていた良介の前に、いきなりリサラが現れた。


　互いの視線が衝しよう突とつする。


　と、リサラが視線から逃げるように顔を背そむけ、そのまま走り出してしまう。


「ちょっと待てよ！」


　慌あわてて振ふり返り、後を追う──ことは出来なかった。


　腕うでが摑つかまれていた。


　振り払はらうことを拒否するように、ぎゅっと強くだ。


　でも、良介は振り返ることが出来ない。


　怖い。


　今振り返ると、何かが変わってしまう気がして、怖い。


　でもそんな良介の想おもいとは関係なく、もう変わってしまっていた。


　美菜の口から漏もれる。


　もう変わっているんだよ、と。


「私ね、良介くんのことが──」




[image: ]




　あとがき







　お買い上げ下さりありがとうございます、橘たちばなぱんです。


　このペンネームを使い出してほどほどに年月が経たっているのですが、未いまだに縞しまぱんと間ま違ちがえられます。間違っていますよと指し摘てきすると、むしろ縞がお似合いな変態なんだから即そつ刻こく改名するべきだとか、逆に言われてしまうこともしばしばです。解げせぬ。


　まぁ、他にもサボり魔まとかアル中とか、色々な通つう称しようを持っていますので縞ぱんなるものが新たに加わったところで、いいっちゃぁいいんですけれど。


　違うんです。


　締しめ切り前で原げん稿こう真っ白でも遊びに誘さそわれたら行きますが、それはサボりではないんです。


　こう、あれだ。


　……。


　……。


　……。


　リフレッシュ？


　人と出会い、刺し激げきを受け、体の内側も食べ物とお酒で刺激することで、新たな創作意欲を云うん々ぬんかんぬんって奴やつです。


　きっとそうです。


　心と体の洗せん濯たくなんです。


　そろそろ怒おこられる。





　えー、なんというか、色々ありましたけど、もう八巻です。


　しかも、この巻が発売されている頃ころにはアニメも始まっています。


　先日アフレコにお呼ばれ致しまして、声優陣じんの皆みな様さまの前で挨あい拶さつさせてもらったのですが、いやぁもう確信しましたね。


　美しい。


　あ、違う。


　これは面おも白しろくなる！　と。


　皆さんの演技が素晴らしいこと素晴らしいこと。遠えん藤どう綾あやさんと下しも野の紘ひろさんの掛かけ合いなんて、収録現場でスタンディングオベーションしたくなるほどでした。


　高たか橋はし監督を筆頭とするfeel.スタッフさんによる映像もまた素晴らしいし、テンション上がり過ぎて、帰りにパンケーキ頼たのみ過ぎて食べきれないというアホまでやらかす始末でした。


　さらに佐さ咲さき紗さや花かさんのオープニング曲も、yozuca*さんのエンディング曲もノリノリで最高だし、なんと自分は果報者なんだろう、明日辺り肝かん硬こう変へんで死ぬんじゃないかって思ったほどで。


　いやぁ、今から放映が楽しみです。


　というか、いいですね。


　楽しみにしていただいている皆さんよりも先に、色々と聞けたり見られたり聴きけたりするっていう特権は。


　地面に穴掘ほって、色々と自じ慢まんを叫さけびたくなります！


　ええ、器うつわが小さい原作者です！





　……まだ三ページ目だ。


　ああ、二回目のサバゲーに行ってきました。


　アサウラ先生を二度ほど撃うち殺せて満足です。でも、俺のマルイ製ＭＰ５クルツくんがそろそろ経年劣れつ化かかモデルが古すぎるせいか、射程距きよ離りが短すぎて辛つらいです。Ｈ＆Ｋ　ＵＳＰの方が飛ぶってどういうことですか！


　こっちがとどかないのに、向こうから射しや撃げきされるって本当に辛いんですよ、ねぇ！


　というわけで、次世代電動ガンの購こう入にゆうを真しん剣けんに検討しています。


　たぶん、八巻が出ている頃にはツイッターとかブログで、ホクホク自慢している俺の姿が見られることでしょう。





　……あと二枚。


　ええ、ああ、そうそう。最近、ＴＲＰＧ熱が復活しております。


　赤箱と呼ばれた初代Ｄ＆Ｄにロードス島のせいでドはまりして、ＴＲＰＧを随ずい分ぶんと遊んできたものなんですが、それでもここ何年かは完全に離はなれてしまっていました。


　それが、近所に住んでいるイラストレイターの呉くれマサヒロ先生に呼ばれて、彼の家でＤ＆Ｄ第四版をやり始めたのが切っ掛けで、まぁ熱が再来ですよ。


　やっぱり面白いですね、ＴＲＰＧは。


　もっとも昔はマスターばっかりやってたんで、プレイヤーをやるのはホントに久々なんですが。


　そんな話を元々ＴＲＰＧ畑の担当さんに話したら、色々と悪わる巧だくみされております。


　そのうちに、何か報告出来るかも知れません。





　というわけで、岡おか霧ぎり先生によるコミカライズ、東雲しののめ先生によるスピンオフコミック、そしてアニメ版と、皆様の応おう援えんと編集さん達、桂かつら井い先生の素敵イラストのおかげで、僕Ｈの世界も随分と広がることが出来ました。本当に感謝しております。


　ですが、ここで終わったわけではありません。


　まだまだ皆さんに楽しんでもらえるように頑がん張ばりますので、応援よろしくお願いいたします。


　あ、忘れてた。


　新しいシリーズを近々皆さんにお知らせ出来ると思います。次は、ちょっと我わが儘まま言って僕Ｈとはかなり趣おもむきの異なるものになりそうですが、そちらも楽しんでいただければ！







二〇一二年六月某日　お肉食べたい　橘ぱん





だから僕ぼくは、Ｈができない。８


死しに神がみと美み菜な





橘たちばな　ぱん
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